
3.2.2. 
 

101,403
2

38,520
 

  94,690
2

36,640
 

47

【
問

題
点

及
び

改
善

策
】

 

現
状

で
は

、
訪

問
先

の
選

定
は

業
務

を
委

託
し

て
い

る
畜

産
協

会
に

任
せ

て
い

る
。

畜
産

協
会

か
ら

は
、

実
施

し
た

指
導

ご
と

に
報

告
書

が
作

成
さ

れ
て

お
り

、
指

導
が

畜
産

農
家

の
経

営
に

寄
与

し
て

い
る

こ

と
は

確
認

で
き

る
が

、
本

事
業

が
山

梨
県

全
体

と
し

て
畜

産
農

家
の

経
営

・
技

術
の

高
度

化
に

ど
の

程
度

寄

与
し

て
い

る
か

評
価

す
る

こ
と

が
難

し
い

。
 

県
内

の
畜

産
農

家
の

数
は

令
和

2
年

度
時

点
に

お
い

て
5
業

種
合

わ
せ

て
192

戸
、

数
は

少
な

く
、

各

業
種

別
に

各
農

家
の

状
況

を
把

握
で

き
る

戸
数

で
あ

る
。

 

表表
  55
  

山山
梨梨

県県
のの

畜畜
産産

農農
家家

戸戸
数数

・・
頭頭

数数
のの

推推
移移

  

（
出

典
：

山
梨

県
農

政
部

よ
り

）
 

事
業

の
効

果
を

評
価

し
、

最
大

化
し

て
い

く
た

め
に

は
、

業
種

ご
と

に
経

営
状

況
や

技
術

力
と

い
っ

た

視
点

で
農

家
を

評
価

し
、

3
年

か
ら

5
年

の
ス

パ
ン

で
目

標
を

定
め

、
委

託
先

の
選

定
に

反
映

さ
せ

る
こ

と

や
、

個
別

指
導

の
結

果
を

評
価

の
推

移
で

検
証

す
る

こ
と

な
ど

、
体

系
的

に
事

業
を

進
め

て
い

く
べ

き
で

あ

る
。

 

一
般

に
畜

産
農

家
は

、
中

長
期

的
に

多
額

の
投

資
を

行
わ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

一
方

、
技

術
力

は
あ

っ

て
も

経
営

管
理

能
力

に
課

題
の

あ
る

農
家

も
あ

り
、

本
事

業
は

そ
う

し
た

畜
産

経
営

の
弱

点
を

補
う

も
の

と

の
し

て
有

意
義

な
事

業
で

あ
る

。
畜

産
課

へ
の

ヒ
ア

リ
ン

グ
で

は
、

本
事

業
に

よ
り

県
内

畜
産

農
家

の
技

術

力
や

経
営

管
理

能
力

な
ど

、
経

営
体

の
レ

ベ
ル

や
実

態
な

ど
に

応
じ

て
指

導
を

実
施

す
る

こ
と

で
県

内
畜

産

農
家

の
経

営
力

の
底

上
げ

を
実

施
し

た
い

と
い

う
こ

と
で

あ
っ

た
。

 

そ
う

し
た

問
題

意
識

に
対

応
す

る
た

め
に

も
業

種
別

に
各

農
家

の
経

営
状

況
、

技
術

力
を

評
価

し
、

指

導
が

最
も

効
果

的
な

農
家

を
優

先
す

る
な

ど
、

体
系

的
な

事
業

の
遂

行
を

希
望

す
る

。
 

山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
三
号

令
和
四
年
四
月
二
十
八
日

二
九



山
梨

県
食

肉
業

界
代

表
は

、
任

意
団

体
で

あ
る

山
梨

食
肉

流
通

セ
ン

タ
ー

協
力

会
を

指
す

と
の

こ
と

で

あ
っ

た
。

山
梨

食
肉

流
通

セ
ン

タ
ー

協
力

会
は

、
（

株
）

山
梨

食
肉

流
通

セ
ン

タ
ー

の
出

資
者

に
よ

り
構

成

す
る

会
員

組
織

で
あ

る
（

山
梨

食
肉

流
通

セ
ン

タ
ー

協
力

会
規

約
第

3
条

よ
り

。
）

。
山

梨
食

肉
流

通
セ

ン

タ
ー

協
力

会
は

、
令

和
3
年

3
月

末
時

点
で

42
人

の
会

員
が

お
り

、
各

会
員

235
株

～
0.5

株
の

株
式

を
保

有
し

て
い

る
。

事
業

報
告

書
で

は
、

株
主

は
山

梨
県

食
肉

業
界

代
表

と
い

う
記

載
に

な
っ

て
い

る
が

、
実

質

的
に

は
、

個
人

株
主

42
名

で
あ

る
。

 

【
問

題
点

及
び

改
善

策
】

 

株
式

会
社

山
梨

食
肉

流
通

セ
ン

タ
ー

は
株

式
会

社
で

あ
り

、
純

資
産

は
、

株
主

に
帰

属
す

る
。

利
益

を

株
主

へ
の

配
当

に
充

て
る

こ
と

も
可

能
で

あ
る

。
株

式
会

社
の

仕
組

み
上

、
株

式
会

社
に

対
す

る
補

助
金

は
、

純
資

産
の

増
加

を
通

じ
て

株
主

へ
の

利
益

供
与

と
な

る
。

 

政
府

や
地

方
自

治
体

が
、

政
策

目
的

の
実

現
の

た
め

に
株

式
会

社
を

含
む

民
間

の
企

業
に

対
し

て
設

備

代
金

の
一

部
や

事
業

費
用

の
一

部
を

補
助

金
や

助
成

金
と

し
て

交
付

す
る

こ
と

は
あ

る
が

、
そ

の
場

合
は

不

特
定

多
数

の
民

間
企

業
を

対
象

に
募

集
を

行
う

も
の

で
あ

っ
て

、
特

定
の

株
式

会
社

に
対

し
て

補
助

金
等

を

交
付

す
る

こ
と

は
原

則
的

に
な

い
。

 

本
件

は
、

特
定

の
株

式
会

社
に

対
す

る
補

助
金

で
あ

る
が

、
農

政
部

畜
産

課
へ

の
ヒ

ア
リ

ン
グ

に
よ

る

と
㈱

山
梨

食
肉

流
通

セ
ン

タ
ー

は
公

共
性

が
高

い
事

業
を

行
っ

て
い

る
と

い
う

理
由

を
も

っ
て

補
助

金
が

交

付
さ

れ
て

い
る

と
の

こ
と

で
あ

っ
た

。
当

該
補

助
金

に
よ

り
法

人
株

主
3
法

人
及

び
個

人
株

主
42

名
は

間

接
的

に
利

益
を

得
て

い
る

こ
と

な
る

。
令

和
3
年

3
月

期
に

お
け

る
純

資
産

は
、

154,782,691
円

で
あ

り
、

当
初

の
出

資
額

420,000,000
円

を
下

回
っ

て
い

る
状

態
で

は
あ

る
が

、
棄

損
し

た
出

資
を

補
助

し
て

も
ら

っ
て

い
る

と
い

う
こ

と
に

は
変

わ
り

な
い

。
 

確
か

に
㈱

山
梨

食
肉

流
通

セ
ン

タ
ー

は
、

県
内

唯
一

の
食

肉
処

理
施

設
で

あ
り

、
公

共
性

は
高

く
、

補

助
金

を
交

付
す

る
必

要
性

は
理

解
で

き
る

。
し

か
し

な
が

ら
、

特
定

の
株

式
会

社
に

税
金

を
投

入
す

る
以

上

は
、

間
接

的
で

あ
れ

特
定

の
株

主
の

利
益

と
な

る
こ

と
は

回
避

す
べ

き
で

あ
る

。
補

助
金

と
し

て
で

は
な

く
、

増
資

と
し

て
設

備
資

金
を

交
付

す
る

こ
と

や
、

㈱
山

梨
食

肉
流

通
セ

ン
タ

ー
を

配
当

及
び

残
余

財
産

の

分
配

が
で

き
な

い
非

営
利

型
の

一
般

社
団

と
し

て
改

組
す

る
こ

と
、

又
は

、
株

主
構

成
を

見
直

す
な

ど
し

て
、

特
定

の
株

主
に

対
す

る
利

益
供

与
と

な
ら

な
い

こ
と

を
配

慮
し

つ
つ

、
補

助
金

を
交

付
す

る
こ

と
を

検

討
す

べ
き

こ
と

を
要

望
す

る
。

 

【
指

摘
事

項
又

は
意

見
事

項
】

 

№
04 

【【
意意
見見
事事
項項
】】
補補
助助
金金
のの
交交
付付
方方
法法
等等
のの
見見
直直
しし
にに
つつ
いい
てて
（（
畜畜
産産
課課
））

 

株 株
式式
会会
社社
へへ
のの
補補
助助
金金
交交
付付
はは
、、
株株
式式
価価
値値
のの
増増
加加
をを
通通
じじ
てて
株株
主主
のの
利利
益益
のの
増増
加加
とと
なな
るる
。。
特特

定定
のの
株株
式式
会会
社社
へへ
のの
補補
助助
金金
のの
交交
付付
にに
ああ
たた
っっ
てて
はは
、、
特特
定定
のの
株株
主主
のの
利利
益益
とと
なな
らら
なな
いい
よよ
うう
、、

補補
助助
金金
のの
交交
付付
方方
法法
、、
法法
人人
格格
のの
種種
類類
、、
株株
主主
構構
成成
つつ
いい
てて
見見
直直
しし
をを
行行
うう
べべ
きき
ここ
とと
をを
要要
望望
すす

るる
。。

 

【
現

状
】

 

㈱
山

梨
食

肉
流

通
セ

ン
タ

ー
の

概
要

に
つ

い
て

は
、

㈱
山

梨
食

肉
流

通
セ

ン
タ

ー
の

項
を

参
照

。
本

項

は
、

㈱
山

梨
食

肉
流

通
セ

ン
タ

ー
に

対
す

る
補

助
金

事
業

に
つ

い
て

記
載

す
る

。
 

本
事

業
は

、
㈱

山
梨

食
肉

流
通

セ
ン

タ
ー

の
設

備
更

新
に

か
か

る
費

用
に

対
し

て
補

助
金

を
交

付
す

る

事
業

で
あ

る
。

山
梨

県
農

政
部

畜
産

課
へ

の
ヒ

ア
リ

ン
グ

で
は

、
㈱

山
梨

食
肉

流
通

セ
ン

タ
ー

は
、

牛
、

豚

等
の

と
畜

、
解

体
、

卸
売

を
行

う
山

梨
県

唯
一

の
施

設
で

あ
り

、
公

共
性

が
高

い
法

人
と

い
う

理
由

か
ら

補

助
金

要
綱

が
定

め
れ

ら
れ

て
い

る
と

の
こ

と
で

あ
っ

た
。

令
和

２
年

度
は

、
高

架
軌

条
設

備
に

対
し

て

38,520,000
円

の
補

助
金

を
交

付
し

て
い

る
。

当
該

設
備

の
取

得
価

額
は

54,395,000
円

で
あ

り
、

補
助

率
は

約
70

％
で

あ
る

。
 

か
つ

て
、

と
畜

場
は

、
純

粋
な

民
間

企
業

に
よ

り
経

営
さ

れ
て

い
た

が
、

食
肉

業
者

と
畜

産
業

者
の

間

の
肉

質
等

を
め

ぐ
る

ト
ラ

ブ
ル

や
周

辺
の

市
街

地
化

に
よ

り
移

転
を

迫
ら

れ
る

等
し

た
た

め
昭

和
38

年
に

前
身

と
な

る
㈲

山
梨

県
枝

肉
セ

ン
タ

ー
が

設
立

さ
れ

た
。

㈲
山

梨
県

枝
肉

セ
ン

タ
ー

は
、

県
及

び
業

界
関

係

者
が

出
資

者
と

な
っ

て
い

る
。

そ
の

後
、

㈱
食

肉
公

社
を

経
て

現
在

の
㈱

山
梨

食
肉

流
通

セ
ン

タ
ー

が
設

立

さ
れ

た
。

㈱
山

梨
食

肉
流

通
セ

ン
タ

ー
の

出
資

は
以

下
の

通
り

で
あ

る
。

 

表表
  66
  

㈱㈱
山山

梨梨
食食

肉肉
流流

通通
セセ

ンン
タタ

ーー
  

株株
主主

名名
簿簿

  
株

主
 

株
数

 
金

額
 

山
梨

県
 

知
事

 
⾧

崎
幸

太
郎

 
3,000

株
 

150,000,000
円

 

独
立

行
政

法
人

 
農

畜
産

業
振

興
機

構
 

理
事

⾧
 

佐
藤

一
雄

 
2,400

株
 

120,000,000
円

 

全
国

農
業

協
同

組
合

連
合

会
 

 
経

営
管

理
委

員
会

会
⾧

 
菅

野
幸

雄
 

1,500
株

 
75,000,000

円
 

山
梨

県
食

肉
業

界
代

表
 

堀
井

幸
憲

 
1,500

株
 

75,000,000
円

 

合
計

 
8,400

株
 

420,000,000
円

 

（
出

典
：

㈱
山

梨
食

肉
流

通
セ

ン
タ

ー
第

30
期

事
業

報
告

書
よ

り
）

 

注
）

事
業

報
告

書
で

は
、

各
団

体
の

代
表

者
ま

で
記

載
さ

れ
て

い
る

が
、

株
主

は
、

法
人

株
主

で
あ

る
。

 

山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
三
号

令
和
四
年
四
月
二
十
八
日

山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
三
号

令
和
四
年
四
月
二
十
八
日

三
〇



・
関

係
資

料
の

閲
覧

【
指

摘
事

項
又

は
意

見
事

項
】

 

特
に

検
出

事
項

と
し

て
記

載
す

る
も

の
は

な
い

。
 

【
現

状
】

 

山
梨

県
畜

産
酪

農
技

術
セ

ン
タ

ー
長

坂
支

所
（

以
下

、
「

長
坂

支
所

」
と

い
う

）
に

お
い

て
雌

牛
の

飼

育
、

選
抜

を
実

施
し

て
い

る
。

飼
育

し
て

い
る

約
20

頭
を

対
象

に
独

立
行

政
法

人
家

畜
改

良
セ

ン
タ

ー
の

検
定

を
受

け
総

合
指

数
、

産
乳

成
分

、
耐

久
性

成
分

の
い

ず
れ

か
が

全
国

上
位

25
％

以
内

の
牛

を
受

精
卵

採
集

用
の

雌
牛

と
し

て
選

抜
し

て
い

る
。

 

図図
  11  （

出
典

：
山

梨
県

畜
産

酪
農

技
術

セ
ン

タ
ー

長
坂

支
所

よ
り

提
供

）

選
抜

さ
れ

た
雌

牛
か

ら
は

、
受

精
卵

を
採

集
し

、
県

内
の

酪
農

家
に

1
個

当
た

り
6,000

～
21,000

円
 

で
販

売
し

て
い

る
。

令
和

2
年

度
は

32
個

を
販

売
し

た
。

酪
農

家
は

、
購

入
し

た
受

精
卵

を
飼

育
し

て
い

る
雌

牛
に

移
植

し
、

人
工

授
精

を
行

い
出

産
さ

せ
る

。
以

後
、

10
カ

月
間

搾
乳

が
可

能
と

な
る

。
出

産
し

た
仔

牛
は

、
雌

で
あ

れ
ば

成
長

し
妊

娠
、

出
産

を
繰

り
返

す
こ

と
が

本
事

業
で

選
抜

し
た

牛
か

ら
の

遺
伝

子

を
も

つ
牛

が
増

殖
し

て
い

く
。

 

3.2.3. 畜畜
産産

課課
・・

優優
良良

乳乳
用用

供供
卵卵

牛牛
選選

抜抜
事事

業業
費費

 

【
事

業
の

概
要

】
 

優
秀

な
乳

牛
の

受
精

卵
を

採
集

す
る

た
め

の
雌

牛
を

飼
育

し
、

選
抜

す
る

事
業

で
あ

る
。

毎
年

20
頭

程

度
の

雌
牛

を
飼

育
し

年
間

3
頭

程
度

を
選

抜
す

る
。

 

選
抜

し
た

雌
牛

か
ら

採
集

し
た

受
精

卵
を

県
内

の
酪

農
家

に
販

売
し

て
い

る
。

県
内

酪
農

家
は

、
時

価

よ
り

も
低

い
価

格
で

優
良

な
受

精
卵

を
入

手
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

受
精

卵
の

販
売

は
、

受
精

卵
供

給
促

進

事
業

費
と

し
て

本
事

業
と

は
別

に
実

施
さ

れ
て

い
る

。
 

沿
革

 

 
昭

和
59

年
 

 
 

 
 

 
 事

業
開

始
 

昭
和

62
年

～
平

成
元

年
 

 ス
ー

パ
ー

カ
ウ

導
入

計
画

 
ア

メ
リ

カ
よ

り
乳

用
牛

6
頭

を
導

入
 

平
成

5
年

 
 

 
 

 
 

 
優

良
乳

用
供

卵
牛

選
抜

事
業

開
始

 

平
成

10
年

～
平

成
12

年
 

ア
メ

リ
カ

よ
り

能
力

の
高

い
乳

用
牛

か
ら

採
取

し
た

受
精

卵
の

購
入

 

増
殖

、
選

抜
を

繰
り

返
し

て
現

在
に

至
る

 

【
目

的
・

法
令

根
拠

等
】

 

牛
の

受
精

卵
移

植
技

術
の

活
用

を
推

進
す

る
た

め
、

技
術

の
普

及
と

組
織

体
制

の
整

備
を

図
り

、
乳

肉

用
牛

の
改

良
を

推
進

す
る

。
ま

た
、

酪
農

家
が

飼
育

し
て

い
る

ホ
ル

ス
タ

イ
ン

種
に

黒
毛

和
種

受
精

卵
を

移

植
す

る
こ

と
で

、
肉

専
用

種
の

生
産

頭
数

を
拡

大
し

、
県

内
の

肥
育

農
業

に
供

給
す

る
シ

ス
テ

ム
を

確
立

す

る
。

（
予

算
資

料
細

事
業

説
明

書
よ

り
）

 

【
予

算
・

決
算

執
行

状
況

の
年

度
推

移
】

 

予
算

 
令

和
元

年
度

 
17,640

千
円

 
 

令
和

2
年

度
 

18,526
千

円
 

決
算

 
令

和
元

年
度

 
17,586

千
円

 
 

令
和

2
年

度
 

16,856
千

円
 

【
具

体
的

目
標

】
 

選
抜

頭
数

 
年

間
3
頭

 

【
や

ま
な

し
農

業
基

本
計

画
と

の
関

連
】

 

「
や

ま
な

し
農

業
基

本
計

画
」

47
ペ

ー
ジ

の
食

肉
の

ブ
ラ

ン
ド

力
の

強
化

と
畜

産
農

家
の

経
営

安
定

に

関
連

し
て

い
る

。
 

【
実

施
し

た
監

査
手

続
】

 

・
県

の
職

員
に

対
す

る
質

問

山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
三
号

令
和
四
年
四
月
二
十
八
日

三
一



3.2.4. 被被
災災

ハハ
ウウ

スス
栽栽

培培
復復

旧旧
事事

業業
 

【
事

業
の

概
要

】
 

平
成

26
年

2
月

14
日

か
ら

15
日

に
か

け
て

の
大

雪
で

被
災

し
た

農
家

の
経

営
安

定
を

図
る

た
め

に
農

業
協

同
組

合
（

JA
）

が
整

備
し

た
低

コ
ス

ト
耐

候
性

ハ
ウ

ス
施

設
を

借
り

受
け

る
農

家
の

賃
借

料
に

対
し

て
、

国
、

県
、

市
町

村
が

分
担

し
て

補
助

金
を

拠
出

し
て

い
る

。
 

Ｊ
Ａ

の
施

設
整

備
に

あ
た

り
、

農
林

水
産

省
の

「
強

い
農

業
づ

く
り

交
付

金
」

を
全

額
財

源
と

す
る

補

助
金

が
取

得
価

額
の

1/2
を

上
限

と
し

て
一

括
し

て
事

業
実

施
主

体
で

あ
る

Ｊ
Ａ

に
支

払
わ

れ
る

。
Ｊ

Ａ
と

農
家

は
、

残
債

に
つ

い
て

14
年

間
の

所
有

権
移

転
リ

ー
ス

契
約

を
締

結
す

る
。

当
該

リ
ー

ス
料

の
1/3

以

内
が

被
災

ハ
ウ

ス
復

旧
支

援
事

業
費

補
助

金
と

し
て

県
よ

り
Ｊ

Ａ
に

支
払

わ
れ

る
。

 

ハ
ウ

ス
取

得
価

額

国
庫

補
助

 
1/2

一
括

支
払

い

県
補

助
 

1/6
リ

ー
ス

料
補

助

市
町

村
補

助
 

1/6
リ

ー
ス

料
補

助

自
己

負
担

 
1/6

リ
ー

ス
料

支
払

【
目

的
・

法
令

根
拠

等
】

 

被
災

ハ
ウ

ス
復

旧
支

援
事

業
費

補
助

金
交

付
要

綱
 

平
成

26
年

2
月

14
日

か
ら

15
日

に
か

け
て

の
大

雪
に

よ
り

被
害

を
受

け
た

農
家

な
ど

の
営

農
の

早
期

再
開

と
経

営
安

定
の

た
め

、
被

災
ハ

ウ
ス

復
旧

支
援

事
業

に
要

す
る

経
費

に
対

し
て

補
助

金
を

交
付

す
る

も

の
。

 

【
予

算
・

決
算

執
行

状
況

の
年

度
推

移
】

 

予
算

 
令

和
元

年
度

 
6,917

千
円

 
令

和
2
年

度
 

6,917
千

円
 

決
算

 
令

和
元

年
度

 
6,917

千
円

 
令

和
2
年

度
 

6,917
千

円
 

【
具

体
的

目
標

】
 

補
助

対
象

農
家

の
出

荷
収

量
（

平
成

28
年

度
の

生
産

量
を

毎
年

の
目

標
と

す
る

）
 

実
施

主
体

品
目

目
標

南
ア

ル
プ

ス
市

農
協

 
管

轄
農

家

ト
マ

ト
25.0

ｔ
 

き
ゅ

う
り

211.0
ｔ

 
山

梨
み

ら
い

農
協

 
管

轄
農

家

ト
マ

ト
209.3

ｔ
 

【
や

ま
な

し
農

業
基

本
計

画
と

の
関

連
】

 

な
し

 

図図
  22  （

出
典

：
山

梨
県

畜
産

酪
農

技
術

セ
ン

タ
ー

長
坂

支
所

よ
り

提
供

）

令
和

2
年

度
の

県
内

の
乳

牛
生

産
の

酪
農

家
は

、
56

戸
で

あ
り

、
年

々
減

少
傾

向
と

な
っ

て
い

る
。

個
々

の
酪

農
家

で
は

、
品

種
改

良
や

受
精

卵
の

選
抜

を
行

う
こ

と
は

資
金

的
、

技
術

的
に

困
難

で
あ

り
、

県

が
こ

れ
を

実
施

す
る

こ
と

で
、

県
内

の
酪

農
家

の
経

営
の

安
定

化
に

寄
与

し
て

い
る

。
 

令
和

2
年

度
の

予
算

約
18

百
万

円
は

、
飼

育
担

当
の

会
計

年
度

任
用

職
員

2
名

の
人

件
費

と
飼

料
代

等

の
飼

育
経

費
に

充
て

ら
れ

て
い

る
。

長
坂

支
所

で
は

、
本

事
業

と
は

別
の

事
業

と
し

て
肉

用
牛

の
飼

育
等

を

行
っ

て
お

り
、

子
牛

、
牛

乳
、

受
精

卵
の

販
売

に
よ

る
収

入
が

あ
る

。
優

良
乳

用
供

卵
牛

選
抜

事
業

費
は

、

こ
れ

ら
の

販
売

収
入

で
賄

わ
れ

て
い

る
。

 

山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
三
号

令
和
四
年
四
月
二
十
八
日

山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
三
号

令
和
四
年
四
月
二
十
八
日

三
二



3.2.5. 山山
梨梨

県県
オオ

リリ
ジジ

ナナ
ルル

品品
種種

産産
地地

確確
立立

事事
業業

費費
補補

助助
金金

 

【
事

業
の

概
要

】
 

山
梨

県
オ

リ
ジ

ナ
ル

品
種

ブ
ラ

ン
ド

化
推

進
会

議
（

以
下

「
ブ

ラ
ン

ド
化

会
議

」
と

い
う

）
が

、
実

施

す
る

活
動

に
支

援
を

行
う

事
業

で
あ

る
。

 

ブ
ラ

ン
ド

化
会

議
は

、
山

梨
県

、
県

内
各

Ｊ
Ａ

等
で

構
成

す
る

高
品

質
果

実
の

生
産

及
び

ブ
ラ

ン
ド

化

の
促

進
に

よ
っ

て
果

樹
栽

培
農

家
の

経
営

安
定

に
資

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

設
立

さ
れ

た
任

意
団

体
で

あ

る
。

本
事

業
は

、
ブ

ラ
ン

ド
化

会
議

が
実

施
す

る
種

苗
育

成
に

補
助

金
を

拠
出

し
て

い
る

。
 

【
目

的
・

法
令

根
拠

等
】

 

山
梨

県
オ

リ
ジ

ナ
ル

品
種

産
地

確
立

事
業

費
補

助
金

交
付

要
綱

 

果
樹

の
オ

リ
ジ

ナ
ル

品
種

を
県

内
の

産
地

へ
速

や
か

に
普

及
し

、
他

県
の

競
合

産
地

と
差

別
化

で
き

る

本
県

独
自

の
ブ

ラ
ン

ド
と

し
て

定
着

さ
せ

る
た

め
、

ブ
ラ

ン
ド

化
会

議
が

実
施

す
る

山
梨

県
オ

リ
ジ

ナ
ル

品

種
産

地
確

立
事

業
に

要
す

る
経

費
に

対
し

て
補

助
金

を
交

付
す

る
も

の
。

 

【
予

算
・

決
算

執
行

状
況

の
年

度
推

移
】

 

予
算

 
令

和
元

年
度

 
1,900

千
円

 
 

令
和

2
年

度
 

1,855
千

円
 

決
算

 
令

和
元

年
度

 
1,900

千
円

 
 

令
和

2
年

度
 

1,818
千

円
 

【
具

体
的

目
標

】
 

「
や

ま
な

し
農

業
基

本
計

画
」

令
和

元
年

12
月

よ
り

関
連

す
る

数
値

目
標

を
記

載
。

（
）

は
達

成
年

度
。

 

も
も

オ
リ

ジ
ナ

ル
品

種
「

夢
み

ず
き

」
年

間
出

荷
量

 
 

250
ｔ

（
令

和
4
年

度
）

 

ぶ
ど

う
オ

リ
ジ

ナ
ル

品
種

「
ブ

ラ
ッ

ク
キ

ン
グ

」
年

間
出

荷
量

 
 

100
ｔ

（
令

和
4
年

度
）

 

赤
系

ぶ
ど

う
（

新
品

種
）

苗
木

供
給

本
数

 
 

5,000
本

（
令

和
4
年

度
）

 

【
や

ま
な

し
農

業
基

本
計

画
と

の
関

連
】

 

「
や

ま
な

し
農

業
基

本
計

画
」

37
ペ

ー
ジ

の
優

良
品

種
の

開
発

・
普

及
に

関
連

し
て

い
る

。
 

【
指

摘
事

項
又

は
意

見
事

項
】

 

特
に

検
出

事
項

と
し

て
記

載
す

る
も

の
は

な
い

。
 

【
現

状
】

 

令
和

元
年

度
～

令
和

5
年

度
を

対
象

に
ブ

ラ
ン

ド
化

会
議

を
中

心
と

し
て

オ
リ

ジ
ナ

ル
品

種
の

ブ
ラ

ン

ド
化

、
産

地
化

を
進

め
て

い
る

。
 

【
指

摘
事

項
又

は
意

見
事

項
】

 

特
に

検
出

事
項

と
し

て
記

載
す

る
も

の
は

な
い

。
 

【
現

状
】

 

令
和

2
年

度
の

対
象

農
家

は
、

以
下

の
通

り
で

あ
る

。
リ

ー
ス

期
間

が
満

了
と

な
る

令
和

11
年

3
月

末

に
事

業
は

終
了

す
る

。
 

南
ア

ル
プ

ス
市

農
協

 
 

7
名

（
8
棟

 
7,412.4

㎡
）

 

山
梨

み
ら

い
農

協
 

 
 

13
名

（
15

棟
 

16,153.3
㎡

）
 

目
標

出
荷

量
に

対
す

る
令

和
2
年

度
実

績
は

下
記

の
通

り
で

あ
る

。
 

実
施

主
体

品
目

目
標

令
和

2
年

度

実
績

南
ア

ル
プ

ス
市

農
協

 
管

轄
農

家

ト
マ

ト
25.0

ｔ
 

12.3
ｔ

 
き

ゅ
う

り
211.0

ｔ
 

168.9
ｔ

 

山
梨

み
ら

い
農

協
 

管
轄

農

家

ト
マ

ト
209.3

ｔ
 

211.5
ｔ

 

※
南

ア
ル

プ
ス

市
農

協
管

轄
農

家
の

ト
マ

ト
は

1
名

が
き

ゅ
う

り
に

品
目

転
換

を
行

っ
た

た
め

目
標

に

対
し

て
実

績
が

少
な

い
。

 

山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
三
号

令
和
四
年
四
月
二
十
八
日

三
三



（
出

典
：

農
政

部
近

年
の

山
梨

県
オ

リ
ジ

ナ
ル

品
種

資
料

よ
り

抜
粋

）
 

令
和

2
年

度
の

苗
木

の
生

産
実

績
は

下
表

の
と

お
り

で
あ

る
。

 

表表
  77
  

令令
和和

22
年年

度度
のの

苗苗
木木

のの
生生

産産
実実

績績
  

品
目

名
 

品
種

名
 

生
産

本
数

（
本

）
 

ブ
ド

ウ
 

ブ
ラ

ッ
ク

キ
ン

グ
 

（
甲

斐
ベ

リ
ー

3
）

3
,
0
0
0
 

ブ
ド

ウ
 

甲
斐

ベ
リ

ー
7

（
山

梨
3
号

）
1
,
0
0
0
 

モ
モ

夢
み

ず
き

 
4
,
0
0
0
 

モ
モ

夢
桃

香
 

（
甲

斐
ト

ウ
果

1
7
）

1
,
0
0
0
 

オ
ウ

ト
ウ

ア
ル

プ
ス

紅
扇

1
,
0
0
0
 

（
出

典
：

令
和

2
年

度
オ

リ
ジ

ナ
ル

品
種

産
地

確
立

事
業

実
施

報
告

書
よ

り
抜

粋
）

 

新
品

種
の

開
発

は
、

県
の

果
樹

試
験

場
で

実
施

し
て

い
る

が
、

試
験

場
か

ら
で

た
段

階
で

は
、

味
の

評

価
や

栽
培

に
耐

え
う

る
か

は
未

知
数

で
あ

る
た

め
、

ブ
ラ

ン
ド

化
会

議
が

主
体

と
な

り
苗

木
を

生
産

、
配

布

し
県

内
の

農
家

で
栽

培
実

績
を

積
ん

で
い

る
。

 

（
出

典
：

山
梨

県
農

政
部

提
供

資
料

）
 

ブ
ラ

ン
ド

化
会

議
は

、
県

農
政

部
関

係
課

と
県

内
各

Ｊ
Ａ

等
に

よ
り

構
成

さ
れ

る
任

意
団

体
で

あ
る

。
 

（
出

典
：

「
山

梨
県

オ
リ

ジ
ナ

ル
品

種
ブ

ラ
ン

ド
化

推
進

会
議

規
約

」
よ

り
抜

粋
）

 

ブ
ラ

ン
ド

化
会

議
で

は
、

オ
リ

ジ
ナ

ル
品

種
の

選
定

を
行

う
と

と
も

に
、

こ
れ

ら
の

苗
木

を
生

産
し

農

家
へ

の
配

布
を

行
っ

て
い

る
。

近
年

で
は

、
ぶ

ど
う

の
「

ブ
ラ

ッ
ク

キ
ン

グ
」

や
も

も
の

「
夢

み
ず

き
」

等

を
ブ

ラ
ン

ド
に

指
定

し
苗

木
の

生
産

、
配

布
を

実
施

し
て

い
る

。
こ

れ
ま

で
13

品
種

を
指

定
し

、
種

苗
登

録
を

行
っ

て
い

る
。

 

（
目

的
）

第
1
条

 

こ
の

推
進

会
議

は
、

果
樹

産
地

の
持

続
的

発
展

に
資

す
る

た
め

、
優

良
選

抜
果

樹
苗

に
よ

る
改

植
を

計
画

的
、

か
つ

円
滑

に
推

進
し

、
高

品
質

果
実

の
生

産
及

び
ブ

ラ
ン

ド
化

の
促

進
に

よ
っ

て
果

樹
栽

培
農

家
の

経
営

安
定

に
資

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。
 

山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
三
号

令
和
四
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四
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二
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日
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県
公
報
号
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二
十
三
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令
和
四
年
四
月
二
十
八
日
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3.2.6. 県県
奨奨

励励
品品

種種
等等

種種
苗苗

供供
給給

対対
策策

事事
業業

費費
 

【
事

業
の

概
要

】
 

山
梨

県
の

果
樹

ブ
ラ

ン
ド

力
の

強
化

と
安

定
し

た
生

産
・

供
給

を
確

保
す

る
た

め
、

山
梨

県
農

産
物

奨

励
品

種
指

定
規

程
に

位
置

づ
け

ら
れ

て
い

る
品

種
の

う
ち

、
種

苗
業

者
に

よ
る

生
産

量
で

は
、

需
要

に
対

し

て
不

足
し

て
い

る
種

苗
の

生
産

を
行

う
。

平
成

29
年

度
よ

り
醸

造
用

ぶ
ど

う
「

甲
州

」
の

種
苗

の
生

産
に

対
し

て
補

助
金

を
交

付
し

て
い

る
。

 

【
目

的
・

法
令

根
拠

等
】

 

山
梨

県
奨

励
品

種
等

種
苗

供
給

対
策

事
業

費
補

助
金

交
付

要
綱

 

県
産

農
産

物
の

ブ
ラ

ン
ド

力
の

強
化

と
安

定
し

た
生

産
、

供
給

を
確

保
す

る
た

め
、

公
益

財
団

法
人

山

梨
県

農
業

振
興

公
社

が
行

う
山

梨
県

農
作

物
奨

励
品

種
等

の
種

苗
供

給
対

策
事

業
に

要
す

る
経

費
に

つ
い

て

補
助

金
を

交
付

す
る

も
の

。
 

【
予

算
・

決
算

執
行

状
況

の
年

度
推

移
】

 

予
算

 
令

和
元

年
度

 
3,551

千
円

 
 

令
和

2
年

度
 

4,031
千

円
 

決
算

 
令

和
元

年
度

 
2,989

千
円

 
 

令
和

2
年

度
 

3,516
千

円
 

【
具

体
的

目
標

】
 

農
政

部
で

は
、

下
記

目
標

を
達

成
す

る
た

め
に

毎
年

1,000
本

の
苗

木
生

産
を

目
標

と
し

て
い

る
。

 

「
や

ま
な

し
農

業
基

本
計

画
」

令
和

元
年

12
月

よ
り

関
連

す
る

数
値

目
標

を
記

載
。

（
）

は
達

成
年

度
。

 

醸
造

用
「

甲
州

」
供

給
量

                
3,900

ｔ
（

令
和

4
年

度
）

 

「
山

梨
ワ

イ
ン

産
地

確
立

推
進

計
画

」
よ

り
抜

粋
 

令
和

7
年

度
 

甲
州

栽
培

面
積

 
 

 
   480ha

（
平

成
30

年
度

か
ら

の
増

分
42ha

）
 

令
和

7
年

度
 

醸
造

用
甲

州
供

給
量

 
4,200

ト
ン

（
平

成
30

年
度

か
ら

の
増

分
991

ト
ン

）
 

【
や

ま
な

し
農

業
基

本
計

画
と

の
関

連
】

 

「
や

ま
な

し
農

業
基

本
計

画
」

39
ペ

ー
ジ

の
ワ

イ
ナ

リ
ー

の
需

要
に

対
応

し
た

醸
造

用
ぶ

ど
う

の
生

産

拡
大

に
関

連
し

て
い

る
。

 

ブ
ラ

ン
ド

化
す

る
た

め
に

は
、

ま
と

ま
っ

た
生

産
量

が
必

要
で

あ
る

が
、

未
知

の
品

種
に

対
し

て
民

間

の
投

資
が

行
わ

れ
に

く
い

こ
と

か
ら

県
が

補
助

を
行

う
こ

と
で

迅
速

な
ブ

ラ
ン

ド
化

を
支

援
し

て
い

る
。

 

「
や

ま
な

し
農

業
基

本
計

画
」

令
和

元
年

12
月

で
定

め
た

令
和

4
年

度
の

目
標

に
対

す
る

令
和

2
年

度

の
実

績
は

下
記

の
通

り
で

あ
る

。
 

項
目

 
令

和
4
年

度
目

標
 

令
和

2
年

度
実

績
 

も
も

オ
リ

ジ
ナ

ル
品

種
「

夢
み

ず
き

」
年

間
出

荷
量

 
2
5
0
ｔ

 
1
4
0
ｔ

 

ぶ
ど

う
オ

リ
ジ

ナ
ル

品
種

「
ブ

ラ
ッ

ク
キ

ン
グ

」
年

間
出

荷
量

 

1
0
0
ｔ

 
7
ｔ

 

赤
系

ぶ
ど

う
（

新
品

種
）

苗
木

供
給

本
数

 
5
,
0
0
0
本

 
約

2
,
0
0
0
本

 

山
梨
県
公
報
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二
十
三
号

令
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２
 

生
産

活
動

費

 
旅

費
、

需
用

費
、

使
用

料
及

び
賃

借
料

、
役

務
費

等

３
 

苗
木

生
産

ほ
場

設
置

・
管

理
費

需
用

費
、

使
用

料
及

び
賃

借
料

等

但
し

、
苗

木
の

売
り

払
い

な
ど

の
収

入
が

あ
る

と
き

は
、

補
助

対
象

経
費

の
総

額
か

ら
、

収
入

額
を

控
除

し
た

額
を

補
助

対
象

経
費

と
す

る
。

（
出

典
：

山
梨

県
奨

励
品

種
等

種
苗

供
給

対
策

事
業

費
補

助
金

交
付

要
綱

 
別

表
よ

り
抜

粋
）

 

事
業

費
全

額
に

対
し

て
補

助
金

が
交

付
さ

れ
て

お
り

、
苗

木
の

販
売

収
益

は
返

還
が

義
務

づ
け

ら
れ

て

い
る

。
農

業
公

社
に

余
剰

金
が

発
生

す
る

余
地

は
な

い
。

対
象

経
費

に
は

、
間

接
費

用
が

認
め

ら
れ

て
い

な

い
こ

と
か

ら
、

経
理

や
労

務
管

理
等

の
間

接
費

分
は

農
業

公
社

の
負

担
に

よ
り

事
業

が
遂

行
さ

れ
て

い
る

。

本
事

業
の

実
施

状
況

に
つ

い
て

農
業

公
社

に
ヒ

ア
リ

ン
グ

を
実

施
し

た
と

こ
ろ

、
作

業
時

の
日

よ
け

用
の

小

屋
な

ど
補

助
金

の
申

請
の

際
に

予
定

し
て

い
な

か
っ

た
も

の
で

緊
急

性
の

あ
る

支
出

は
、

農
業

公
社

の
負

担

に
よ

り
実

施
し

て
い

る
と

の
こ

と
で

あ
っ

た
。

 

本
事

業
は

、
苗

木
の

品
質

の
向

上
や

生
産

性
の

向
上

な
ど

に
よ

り
収

益
が

発
生

す
る

事
業

で
あ

り
、

県

民
の

負
担

を
減

ら
し

つ
つ

事
業

の
効

果
を

高
め

る
た

め
に

は
、

中
長

期
的

な
投

資
や

業
務

の
改

善
が

必
要

で

あ
る

。
現

在
の

補
助

金
交

付
の

枠
組

み
で

は
、

収
益

が
増

え
れ

ば
補

助
金

が
減

少
す

る
だ

け
で

あ
り

、
農

業

公
社

に
追

加
的

な
費

用
を

か
け

て
ま

で
生

産
性

を
高

め
る

と
い

っ
た

イ
ン

セ
ン

テ
ィ

ブ
は

働
か

な
い

ば
か

り

か
、

事
業

の
実

施
自

体
が

農
業

公
社

の
負

担
に

な
っ

て
い

る
の

が
現

状
で

あ
る

。
 

農
業

公
社

は
、

経
営

健
全

化
方

針
に

基
づ

く
取

組
を

求
め

ら
れ

る
法

人
で

あ
り

「
公

益
財

団
法

人
農

業

振
興

公
社

改
革

プ
ラ

ン
」

に
お

い
て

、
収

益
の

確
保

を
課

題
と

し
て

い
る

。
本

事
業

は
平

成
29

年
度

よ
り

開
始

し
て

お
り

、
当

時
、

県
は

農
業

公
社

に
事

業
実

施
を

依
頼

し
、

農
業

公
社

は
こ

れ
を

公
益

事
業

と
し

て

実
施

す
る

た
め

に
公

益
法

人
法

に
基

づ
く

変
更

認
定

手
続

を
行

っ
て

事
業

を
開

始
し

た
経

緯
が

あ
る

。
農

業

公
社

は
、

収
益

の
確

保
が

課
題

と
な

っ
て

い
る

に
も

か
か

わ
ら

ず
、

収
益

を
生

ま
な

い
ば

か
り

か
法

人
の

負

担
に

な
る

事
業

を
引

き
受

け
て

い
る

。
 

よ
っ

て
、

農
業

公
社

の
負

担
に

よ
り

実
施

さ
れ

て
い

る
事

業
の

枠
組

み
を

見
直

す
必

要
が

あ
る

と
考

え

る
。

補
助

金
交

付
か

ら
委

託
契

約
に

変
更

し
、

販
売

収
益

の
全

額
が

受
託

者
に

帰
属

す
る

と
す

る
一

方
で

生

産
コ

ス
ト

の
一

定
割

合
を

委
託

料
と

し
て

負
担

す
る

こ
と

、
契

約
期

間
を

複
数

年
に

し
て

受
託

者
が

投
資

回

収
を

行
う

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
こ

と
を

推
奨

す
る

。
農

業
公

社
に

お
い

て
は

、
公

益
目

的
事

業
で

は

な
く

収
益

事
業

と
し

て
本

業
務

を
受

託
し

、
収

益
の

確
保

に
対

す
る

取
り

組
み

と
し

て
生

産
性

の
向

上
を

目

指
す

こ
と

を
要

望
す

る
。

そ
う

し
た

結
果

、
よ

り
少

な
い

県
民

負
担

で
甲

州
種

の
種

苗
の

増
産

に
つ

な
が

る

こ
と

を
期

待
す

る
。

 

【
指

摘
事

項
又

は
意

見
事

項
】

 

№
05 

【【
意意
見見
事事
項項
】】
事事
業業
のの
実実
施施
方方
法法
のの
変変
更更
にに
つつ
いい
てて
（（
果果
樹樹
・・

6
次次
産産
業業
振振
興興
課課
））

 

事 事
業業
のの
実実
施施
方方
法法
にに
つつ
いい
てて
現現
在在
のの
補補
助助
金金
のの
交交
付付
かか
らら
委委
託託
契契
約約
へへ
のの
変変
更更
をを
検検
討討
すす
るる
よよ
うう

要要
望望
すす
るる
。。

 

【
現

状
】

 

醸
造

用
ぶ

ど
う

「
甲

州
」

は
ワ

イ
ン

メ
ー

カ
ー

か
ら

増
産

を
求

め
ら

れ
て

い
る

が
、

苗
木

を
供

給
で

き

る
県

内
の

苗
木

業
者

は
3
者

で
あ

り
、

十
分

な
供

給
量

が
確

保
で

き
て

い
な

い
。

生
食

用
の

種
苗

が
、

3,000
円

～
4,000

円
で

売
買

さ
れ

て
い

る
の

に
対

し
て

、
ワ

イ
ン

用
の

種
苗

は
甲

州
で

1,600
円

程
度

で
あ

り
、

限
ら

れ
た

台
木

で
生

産
す

る
民

間
企

業
に

と
っ

て
は

、
採

算
の

良
い

生
食

用
の

種
苗

が
優

先
さ

れ
る

た

め
で

あ
る

。
 

一
方

で
、

「
山

梨
ワ

イ
ン

産
地

確
立

推
進

計
画

」
推

進
連

絡
会

議
に

お
い

て
醸

造
用

甲
州

の
推

奨
系

統

と
し

て
４

系
統

を
指

定
し

て
お

り
、

県
産

ワ
イ

ン
の

品
質

向
上

に
む

け
て

指
定

４
系

統
の

普
及

を
早

期
に

は

か
る

必
要

が
あ

る
。

 

こ
う

し
た

状
況

に
対

応
す

る
た

め
県

は
、

平
成

29
年

度
よ

り
県

費
に

よ
る

指
定

４
系

統
の

苗
木

の
生

産

を
開

始
し

た
。

苗
木

の
生

産
は

２
年

が
か

か
る

た
め

、
ほ

場
を

２
か

所
整

備
し

て
交

互
に

生
産

と
接

ぎ
木

を

行
う

。
ほ

場
は

、
県

有
地

に
土

壌
改

良
し

て
設

置
し

、
生

産
販

売
業

務
は

、
公

益
財

団
法

人
山

梨
県

農
業

振

興
公

社
（

以
下

、
「

農
業

公
社

」
と

い
う

）
が

実
施

し
て

い
る

。
県

は
、

生
産

販
売

業
務

に
関

し
て

農
業

公

社
に

補
助

金
を

交
付

し
て

い
る

。
農

業
公

社
は

、
平

成
30

年
よ

り
市

場
価

格
で

の
苗

木
の

販
売

を
実

施
し

て
い

る
。

 

「
甲

州
」

の
苗

木
生

産
販

売
実

績
 

（
単

位
：

本
）

 

平
成

30
年

度
 

令
和

元
年

度
令

和
2
年

度
 

合
計

生
産

本
数

1,221 
1,211 

1,337 
3,769 

販
売

本
数

1,141 
1,210 

1,200 
3,551 

（
出

典
：

農
政

部
果

樹
・

6
次

産
業

振
興

課
よ

り
ヒ

ア
リ

ン
グ

）
 

【
問

題
点

及
び

改
善

策
】

 

本
事

業
は

、
民

間
の

生
産

能
力

を
超

過
す

る
需

要
量

を
出

資
法

人
で

あ
る

農
業

公
社

に
補

助
金

を
交

付

し
て

生
産

し
て

い
る

事
業

で
あ

る
。

補
助

金
要

綱
の

別
表

に
お

い
て

対
象

経
費

を
定

め
て

い
る

。
 

補
助

対
象

経
費

補
助

率

１
 

人
件

費

給
与

、
職

員
手

当
等

定
額

山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
三
号

令
和
四
年
四
月
二
十
八
日

山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
三
号

令
和
四
年
四
月
二
十
八
日

三
六



【
現

状
】

 

や
ま

な
し

就
農

魅
力

発
信

事
業

（
以

下
、

本
事

業
と

い
う

）
は

、
令

和
２

年
度

か
ら

開
始

し
た

事
業

で

あ
り

、
プ

ロ
ポ

ー
ザ

ル
方

式
に

よ
る

民
間

へ
の

業
務

委
託

の
方

法
を

採
用

し
て

い
る

。
令

和
２

年
度

に
お

け

る
事

業
内

容
は

以
下

の
と

お
り

で
あ

る
。

 

・
や

ま
な

し
魅

力
発

信
イ

ベ
ン

ト
開

催

・
や

ま
な

し
魅

力
発

信
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

作
成

及
び

情
報

発
信

ま
た

、
業

務
委

託
契

約
書

に
お

い
て

は
具

体
的

な
仕

様
書

を
作

成
し

て
お

り
、

受
託

事
業

者
は

仕
様

書

に
基

づ
き

事
業

を
行

い
、

委
託

業
務

完
了

後
に

実
績

報
告

書
を

県
に

提
出

し
て

い
る

。
 

 

さ
ら

に
、

担
い

手
・

農
地

対
策

課
に

お
い

て
や

ま
な

し
就

農
魅

力
発

信
イ

ベ
ン

ト
の

参
加

者
に

対
し

て

以
下

の
よ

う
な

ア
ン

ケ
ー

ト
を

行
う

等
し

て
お

り
参

加
者

に
対

す
る

後
追

い
の

調
査

も
行

っ
て

い
る

と
の

こ

と
で

あ
る

が
、

本
事

業
は

啓
発

的
事

業
で

あ
る

こ
と

か
ら

具
体

的
な

成
果

目
標

の
設

定
を

行
っ

て
い

な
い

。
 

（
出

典
：

魅
力

発
信

イ
ベ

ン
ト

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
一

部
抜

粋
 

担
い

手
・

農
地

対
策

課
提

出
資

料
）

 

な
お

、
本

事
業

は
基

本
計

画
の

第
4
章

1
 

成
長

産
業

化
に

向
け

た
担

い
手

の
確

保
・

育
成

の
主

な
施

策

に
お

い
て

以
下

の
施

策
お

よ
び

数
値

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

も
の

で
あ

る
。

 

以
下

抜
粋

）
 

（
１

）
新

規
就

農
者

や
参

入
企

業
の

確
保

・
育

成

 
農

業
就

業
人

口
が

減
少

す
る

中
で

、
本

県
農

業
を

次
代

に
受

け
継

い
で

い
く

た
め

、
本

県
農

業
の

魅

力
や

就
農

支
援

策
を

効
果

的
に

情
報

発
信

す
る

と
と

も
に

、
県

就
農

支
援

セ
ン

タ
ー

等
と

連
携

し
て

、
就

農

相
談

窓
口

を
設

置
し

、
農

業
法

人
の

求
人

情
報

の
提

供
な

ど
を

積
極

的
に

支
援

し
ま

す
。

ま
た

、
若

者
の

農

業
へ

の
関

心
を

高
め

る
た

め
の

体
験

機
会

の
提

供
や

、
企

業
の

農
業

参
入

・
規

模
拡

大
を

促
進

す
る

た
め

、

企
業

訪
問

セ
ミ

ナ
ー

な
ど

を
行

い
ま

す
。

更
に

、
新

規
就

農
者

の
定

着
を

図
る

た
め

、
早

期
の

技
術

習
得

や

農
業

機
械

等
の

整
備

を
支

援
し

ま
す

。
 

≪
数

値
目

標
等

≫
 

成
果

指
標

現
況

値

（
H

30
）

 
目

標
値

（
R4

）
 

新
規

就
農

者
数

（
年

間
）

303
人

 
340

人
 

う
ち

畜
産

の
新

規
就

農
者

数

（
年

間
）

6
人

 
10

人
 

企
業

の
農

業
参

入
数

（
累

計
）

－
40

社
 

3.2.7. やや
まま

なな
しし

就就
農農

魅魅
力力

発発
信信

事事
業業

 

【
事

業
の

概
要

】
 

山
梨

県
へ

の
就

農
の

魅
力

を
総

合
的

に
発

信
す

る
こ

と
で

山
梨

県
へ

の
就

農
希

望
者

を
掘

り
起

こ
す

た
め

、

各
種

イ
ベ

ン
ト

や
Ｈ

Ｐ
に

よ
る

情
報

発
信

を
行

う
事

業
。

プ
ロ

ポ
ー

ザ
ル

方
式

に
よ

り
民

間
事

業
者

へ
事

業

を
委

託
し

て
い

る
。

 

【
目

的
・

法
令

根
拠

等
】

 

民
間

の
ノ

ウ
ハ

ウ
を

活
用

し
、

県
内

外
の

就
農

希
望

者
に

対
し

、
山

梨
県

へ
の

就
農

の
魅

力
を

伝
え

る
イ

ベ

ン
ト

を
開

催
す

る
と

と
も

に
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
よ

る
情

報
発

信
に

よ
り

新
規

就
農

者
の

確
保

を
図

る
こ

と

を
目

的
と

し
て

い
る

。
（

令
和

2
年

度
細

事
業

説
明

書
よ

り
一

部
抜

粋
）

 

【
予

算
・

決
算

執
行

状
況

の
年

度
推

移
】

 

予
算

 
令

和
2
年

度
 

4
,
5
0
0
千

円
 

決
算

 
令

和
2
年

度
 

4
,
5
0
0
千

円
 

【
具

体
的

目
標

】
 

な
し

 

【
や

ま
な

し
農

業
基

本
計

画
と

の
関

連
】

 

Ⅰ
稼

ぐ
力

を
最

大
限

発
揮

で
き

る
環

境
整

備
 

１
成

長
産

業
化

に
向

け
た

担
い

手
の

確
保

・
育

成
 

（
１

）
新

規
就

農
者

や
参

入
企

業
の

確
保

・
育

成

【
実

施
し

た
監

査
手

続
】

 

・
職

員
へ

の
ヒ

ア
リ

ン
グ

・
関

係
書

類
の

閲
覧

【
指

摘
事

項
又

は
意

見
事

項
】

 

№
06 

【【
意意
見見
事事
項項
】】
具具
体体
的的
なな
成成
果果
目目
標標
のの
設設
定定
にに
つつ
いい
てて
（（
農農
政政
部部
担担
いい
手手
・・
農農
地地
対対
策策

課課
））

 

本 本
事事
業業
はは
啓啓
発発
的的
事事
業業
でで
ああ
るる
とと
いい
うう
理理
由由
でで
事事
業業
実実
施施
効効
果果
にに
関関
すす
るる
客客
観観
的的
なな
成成
果果
指指
標標
をを

設設
けけ
てて
いい
なな
いい
がが
、、
具具
体体
的的
なな
成成
果果
目目
標標
をを
設設
定定
しし
､､
やや
まま
なな
しし
農農
業業
基基
本本
計計
画画
（（
以以
下下
、、
基基
本本
計計

画画
とと
いい
うう
））
のの
目目
標標
のの
達達
成成
をを
よよ
りり
効効
果果
的的
かか
つつ
効効
率率
的的
にに
行行
わわ
れれ
るる
よよ
うう
要要
望望
すす
るる
。。

 

山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
三
号

令
和
四
年
四
月
二
十
八
日

三
七



3.2.8. 農農
地地

中中
間間

管管
理理

推推
進進

事事
業業

 

【
事

業
の

概
要

】
 

農
業

の
担

い
手

へ
の

農
地

集
積

を
促

進
し

、
農

地
集

積
率

を
引

き
上

げ
る

た
め

に
、

事
業

推
進

体
制

を

構
築

し
制

度
の

周
知

・
啓

発
を

行
う

と
と

も
に

、
農

地
中

間
管

理
機

構
の

支
援

を
行

う
事

業
で

あ
る

。
 

【
目

的
・

法
令

根
拠

等
】

 

農
地

中
間

管
理

事
業

の
推

進
に

関
す

る
法

律
 

農
業

経
営

基
盤

強
化

促
進

法
 

農
地

法
 

【
予

算
・

決
算

執
行

状
況

の
年

度
推

移
】

 

予
算

 
令

和
元

年
度

 
83,216

千
円

 
令

和
2
年

度
 

90,972
千

円
 

決
算

 
令

和
元

年
度

 
71,383

千
円

 
令

和
2
年

度
 

76,878
千

円
 

【
具

体
的

目
標

】
 

令
和

5
年

度
ま

で
の

10
年

間
で

担
い

手
へ

の
農

地
集

積
率

を
46%

（
11,270ha

）
ま

で
拡

大
 

令
和

5
年

度
ま

で
の

10
年

間
で

累
計

3,000ha
の

耕
作

放
棄

地
を

解
消

 

【
や

ま
な

し
農

業
基

本
計

画
と

の
関

連
】

 

Ⅰ
稼

ぐ
力

を
最

大
限

発
揮

で
き

る
環

境
整

備
 

１
成

長
産

業
化

に
向

け
た

担
い

手
の

確
保

・
育

成
 

（
２

）
中

心
経

営
体

の
育

成
と

農
地

集
積

等

【
実

施
し

た
監

査
手

続
】

 

・
職

員
へ

の
ヒ

ア
リ

ン
グ

・
関

係
書

類
の

閲
覧

【
指

摘
事

項
又

は
意

見
事

項
】

 

№
07 

【【
指指
摘摘
事事
項項
】】
補補
助助
金金
交交
付付
要要
綱綱
のの
消消
費費
税税
のの
返返
還還
にに
関関
すす
るる
規規
定定
違違
反反
にに
つつ
いい
てて

（（
農農
政政
部部
担担
いい
手手
・・
農農
地地
対対
策策
課課
））

 

山 山
梨梨
県県
農農
地地
集集
積積
・・
集集
約約
化化
対対
策策
事事
業業
費費
補補
助助
金金
交交
付付
要要
綱綱
のの
消消
費費
税税
のの
返返
還還
にに
関関
すす
るる
規規
定定
にに

つつ
いい
てて
、、
消消
費費
税税
のの
返返
還還
のの
有有
無無
をを
問問
わわ
ずず
報報
告告
をを
要要
すす
るる
にに
もも
かか
かか
わわ
らら
ずず
、、
そそ
のの
報報
告告
がが
行行

わわ
れれ
てて
いい
なな
いい
。。
補補
助助
金金
交交
付付
要要
綱綱
にに
しし
たた
がが
っっ
てて
適適
切切
なな
事事
務務
のの
執執
行行
をを
ささ
れれ
たた
いい
。。

 

（
出

典
：

や
ま

な
し

農
業

基
本

計
画

抜
粋

）
 

【
問

題
点

お
よ

び
改

善
策

】
 

事
業

の
目

的
の

本
質

は
、

当
該

事
業

に
紐

づ
く

基
本

計
画

の
達

成
が

効
果

的
か

つ
効

率
的

に
行

わ
れ

る

こ
と

で
あ

る
。

し
た

が
っ

て
、

そ
れ

を
判

断
で

き
る

よ
う

に
本

事
業

の
実

施
に

よ
っ

て
基

本
計

画
の

数
値

目

標
の

達
成

に
ど

の
よ

う
な

影
響

が
あ

っ
た

か
ど

う
か

を
客

観
的

に
検

証
で

き
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
本

事

業
は

農
業

の
啓

発
的

促
進

を
図

る
事

業
で

あ
る

こ
と

か
ら

具
体

的
成

果
目

標
を

設
定

し
て

い
な

い
。

し
か

し
、

こ
れ

で
は

基
本

計
画

の
数

値
目

標
に

対
す

る
実

際
の

増
減

に
つ

い
て

ど
れ

だ
け

貢
献

し
て

い
る

か
ど

う

か
わ

か
り

づ
ら

い
し

、
民

間
へ

の
業

務
委

託
で

あ
り

支
出

し
て

い
る

予
算

に
対

し
て

ど
れ

だ
け

の
成

果
が

あ

っ
た

の
か

を
客

観
的

に
把

握
で

き
る

仕
組

み
づ

く
り

を
行

う
こ

と
が

翌
年

の
予

算
編

成
の

検
討

に
つ

い
て

も

重
要

で
あ

る
。

 

後
追

い
の

ア
ン

ケ
ー

ト
の

実
施

等
は

行
っ

て
い

る
な

ど
､
令

和
２

年
度

開
始

の
事

業
と

い
う

こ
と

で
そ

の

検
証

方
法

等
を

模
索

中
で

あ
る

と
考

え
ら

れ
る

が
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

の
閲

覧
数

に
つ

い
て

目
標

値
を

設
定

し

た
り

、
イ

ベ
ン

ト
参

加
者

が
実

際
に

新
規

就
農

者
に

な
る

人
数

の
目

標
を

設
定

す
る

等
、

具
体

的
な

成
果

目

標
を

設
定

す
る

こ
と

で
、

そ
れ

を
逆

算
し

た
よ

り
具

体
的

な
予

算
編

成
が

で
き

る
と

考
え

ら
れ

る
。

 

本
事

業
に

つ
い

て
具

体
的

な
成

果
目

標
を

設
定

し
､
基

本
計

画
の

目
標

の
達

成
を

よ
り

効
果

的
か

つ
効

率

的
に

行
わ

れ
る

よ
う

要
望

す
る

。
 

山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
三
号

令
和
四
年
四
月
二
十
八
日

山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
三
号

令
和
四
年
四
月
二
十
八
日

三
八



３
 

第
4
条

第
2
項

た
だ

し
書

に
よ

り
補

助
金

に
係

る
消

費
税

等
仕

入
税

額
控

除
税

額
が

明
ら

か
で

な

い
ま

ま
交

付
申

請
を

し
た

事
業

実
施

主
体

は
、

第
1
項

の
補

助
金

実
績

報
告

書
を

提
出

し
た

後
に

お
い

て
、

消
費

税
及

び
地

方
消

費
税

の
申

告
に

よ
り

当
該

消
費

税
等

仕
入

税
額

控
除

税
額

が
確

定
し

た
場

合
に

は
、

消

費
税

等
仕

入
税

額
控

除
税

額
報

告
書

（
様

式
第

8
号

）
に

よ
り

速
や

か
に

知
事

に
報

告
す

る
と

と
も

に
、

知

事
の

返
還

命
令

を
受

け
て

こ
れ

を
返

還
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

 
ま

た
、

事
業

実
施

主
体

は
、

当
該

消
費

税
等

仕
入

控
除

税
額

が
明

ら
か

に
な

ら
な

い
場

合
又

は
当

該

消
費

税
等

仕
入

控
除

税
額

が
な

い
場

合
で

あ
っ

て
も

、
そ

の
状

況
等

に
つ

い
て

、
当

該
補

助
金

の
額

の
確

定

の
日

（
規

則
第

13
条

の
規

定
に

よ
る

確
定

を
い

う
。

）
の

日
の

翌
年

5
月

末
日

ま
で

に
、

同
様

式
に

よ
り

知
事

に
報

告
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

（
出

典
：

山
梨

県
農

地
集

積
・

集
約

化
対

策
事

業
費

補
助

金
交

付
要

綱
一

部
抜

粋
 

ア
ン

ダ
ー

ラ
イ

ン

は
監

査
人

が
加

筆
）

 

こ
の

よ
う

に
、

補
助

金
の

申
請

の
際

に
は

原
則

と
し

て
消

費
税

部
分

に
つ

い
て

控
除

し
た

も
の

を
申

請

す
る

よ
う

求
め

て
い

る
。

ま
た

、
当

該
消

費
税

相
当

額
が

明
ら

か
で

な
い

場
合

や
当

該
消

費
税

相
当

額
が

な

い
場

合
で

あ
っ

て
も

、
そ

の
状

況
に

つ
い

て
、

当
該

補
助

金
の

額
の

確
定

の
日

の
翌

年
5
月

末
日

ま
で

に
知

事
に

報
告

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
と

定
め

て
い

る
。

 

【
問

題
点

お
よ

び
改

善
策

】
 

ヒ
ア

リ
ン

グ
に

よ
れ

ば
、

公
益

財
団

法
人

山
梨

県
農

業
振

興
公

社
（

以
下

､
公

社
と

い
う

）
は

簡
易

課
税

事
業

者
で

あ
り

消
費

税
相

当
額

の
返

還
が

な
い

こ
と

か
ら

､
平

成
30

年
度

以
前

は
、

当
該

報
告

を
行

っ
て

い

な
い

と
の

こ
と

で
あ

り
、

そ
の

点
問

題
で

あ
る

。
 

消
費

税
の

返
還

に
関

す
る

規
定

は
交

付
し

た
補

助
金

が
厳

密
に

購
入

し
た

も
の

に
充

て
ら

れ
て

い
る

か

ど
う

か
を

担
保

す
る

重
要

な
規

定
で

あ
る

。
 

補
助

金
を

受
け

る
公

社
が

簡
易

課
税

事
業

者
で

あ
り

、
返

還
す

る
消

費
税

相
当

額
が

な
い

こ
と

が
明

ら

か
で

あ
っ

た
と

し
て

も
、

そ
の

趣
旨

の
重

要
性

お
よ

び
消

費
税

相
当

額
が

な
い

場
合

で
も

報
告

を
求

め
る

こ

と
が

明
文

化
さ

れ
て

い
る

以
上

、
報

告
を

行
わ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
ま

た
、

担
い

手
・

農
地

対
策

課
に

お

い
て

も
当

該
報

告
に

つ
い

て
確

認
す

る
必

要
が

あ
る

。
 

補
助

金
交

付
要

綱
に

従
っ

た
適

切
な

事
務

の
執

行
を

さ
れ

た
い

。
 

【
現

状
】

 

農
地

中
間

管
理

推
進

事
業

は
補

助
金

事
業

で
あ

り
、

そ
の

交
付

要
綱

に
し

た
が

っ
て

運
用

さ
れ

る
必

要

が
あ

る
。

 

一
般

に
補

助
金

に
つ

い
て

は
、

消
費

税
法

上
不

課
税

取
引

に
該

当
す

る
一

方
で

、
そ

の
補

助
金

を
受

け

る
事

業
者

が
当

該
補

助
金

を
利

用
し

て
購

入
す

る
も

の
に

つ
い

て
は

課
税

取
引

と
な

る
可

能
性

が
あ

る
。

こ

の
場

合
事

業
者

の
支

払
い

は
、

そ
の

支
払

金
額

に
消

費
税

相
当

額
が

含
ま

れ
る

が
、

事
業

者
が

消
費

税
法

上

の
課

税
事

業
者

で
あ

る
場

合
に

は
当

該
消

費
税

相
当

額
は

消
費

税
の

計
算

に
お

い
て

預
か

っ
た

消
費

税
か

ら

控
除

さ
れ

納
付

金
額

が
減

少
さ

れ
る

た
め

､
事

業
者

の
実

質
的

な
負

担
部

分
は

支
払

金
額

か
ら

消
費

税
相

当

額
を

控
除

し
た

金
額

の
み

と
い

う
こ

と
に

な
る

。
し

た
が

っ
て

、
補

助
金

交
付

要
綱

に
は

当
該

消
費

税
相

当

額
を

返
還

す
る

旨
の

項
目

が
必

要
と

な
る

。
 

以
上

の
よ

う
な

趣
旨

か
ら

、
山

梨
県

農
地

集
積

・
集

約
化

対
策

事
業

費
補

助
金

交
付

要
綱

に
お

い
て

は

次
の

よ
う

に
定

め
ら

れ
て

い
る

。
 

（
補

助
金

の
交

付
申

請
書

、
提

出
期

限
）

 

第
4
条

 
補

助
金

の
交

付
を

受
け

よ
う

と
す

る
事

業
実

施
主

体
は

、
補

助
金

交
付

申
請

書
（

様
式

第
1

号
）

を
定

め
る

日
ま

で
に

、
知

事
に

提
出

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

２
 

前
項

の
申

請
書

を
提

出
す

る
に

当
た

り
、

補
助

金
に

係
る

消
費

税
等

仕
入

控
除

税
額

（
補

助
対

象

経
費

に
含

ま
れ

る
消

費
税

及
び

地
方

消
費

税
相

当
額

の
う

ち
、

消
費

税
法

（
昭

和
63

年
法

律
第

108
号

）

の
規

定
に

よ
り

仕
入

れ
に

係
る

消
費

税
額

と
し

て
控

除
で

き
る

部
分

の
税

率
を

乗
じ

て
得

た
金

額
の

合
計

額

に
補

助
率

を
乗

じ
て

得
た

金
額

を
い

う
。

以
下

同
じ

。
）

を
減

額
し

て
申

請
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

 
た

だ
し

、
申

請
時

に
お

い
て

、
当

該
消

費
税

額
等

仕
入

控
除

税
額

が
明

ら
か

で
な

い
も

の
に

つ
い

て

は
、

こ
の

限
り

で
は

な
い

。
 

（
出

典
：

山
梨

県
農

地
集

積
・

集
約

化
対

策
事

業
費

補
助

金
交

付
要

綱
一

部
抜

粋
 

ア
ン

ダ
ー

ラ
イ

ン

は
監

査
人

が
加

筆
）

 

（
実

績
報

告
書

、
提

出
期

限
）

 

第
8
条

 
事

業
実

施
主

体
は

、
当

該
補

助
事

業
が

完
了

し
た

日
若

し
く

は
補

助
事

業
の

廃
止

の
承

認
を

受
け

た
日

か
ら

起
算

し
て

1
箇

月
を

経
過

し
た

日
又

は
補

助
金

の
交

付
を

決
定

し
た

年
度

の
翌

年
度

の
4
月

10
日

の
い

ず
れ

か
早

い
期

日
ま

で
に

、
補

助
金

実
績

報
告

書
（

様
式

第
7
号

）
を

知
事

に
提

出
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

２
 

第
4
条

第
2
項

の
た

だ
し

書
よ

り
、

補
助

金
に

係
る

消
費

税
等

仕
入

税
額

が
明

ら
か

で
な

い
ま

ま

交
付

申
請

を
し

た
事

業
実

施
主

体
は

、
前

項
の

規
定

に
よ

り
実

績
報

告
を

行
う

に
当

た
り

、
当

該
消

費
税

等

仕
入

控
除

税
額

が
明

ら
か

に
な

っ
た

場
合

に
は

、
当

該
消

費
税

等
仕

入
控

除
税

額
を

減
額

し
て

報
告

し
な

け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
三
号

令
和
四
年
四
月
二
十
八
日

三
九



【
現

状
】

 

農
産

物
流

通
販

売
強

化
対

策
事

業
（

以
下

、
本

事
業

と
い

う
）

は
､
山

梨
県

農
畜

産
物

販
売

強
化

対
策

協

議
会

が
東

京
都

中
央

卸
売

市
場

大
田

市
場

内
に

設
置

し
て

い
る

、
山

梨
県

農
産

物
イ

ン
フ

ォ
メ

ー
シ

ョ
ン

セ

ン
タ

ー
お

よ
び

や
ま

な
し

輸
出

促
進

セ
ン

タ
ー

の
事

業
に

対
し

て
補

助
し

て
い

る
事

業
で

あ
る

。
両

セ
ン

タ

ー
は

、
主

と
し

て
市

場
・

流
通

に
関

す
る

情
報

の
収

集
お

よ
び

発
信

、
産

地
情

報
発

信
の

た
め

の
企

画
・

調

整
、

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
活

動
等

を
行

っ
て

お
り

､
業

務
内

容
は

次
の

と
お

り
と

な
っ

て
い

る
。

 

（
出

典
：

農
政

部
販

売
・

輸
出

支
援

課
提

出
資

料
）

 

ま
た

、
令

和
2
年

度
に

お
け

る
事

業
の

状
況

は
次

の
と

お
り

で
あ

る
。

 

3.2.9. 農農
産産

物物
流流

通通
販販

売売
強強

化化
対対

策策
事事

業業
 

【
事

業
の

概
要

】
 

山
梨

県
農

畜
産

物
販

売
強

化
対

策
協

議
会

に
対

す
る

補
助

金
交

付
事

業
で

あ
る

。
 

【
目

的
・

法
令

根
拠

等
】

 

山
梨

県
農

畜
産

物
販

売
強

化
対

策
協

議
会

が
、

東
京

都
中

央
卸

売
市

場
大

田
市

場
に

お
い

て
販

売
戦

略

の
前

線
基

地
と

し
て

、
県

産
農

産
物

の
有

利
販

売
お

よ
び

産
地

育
成

を
図

る
こ

と
を

目
的

に
行

う
事

業
に

要

す
る

経
費

に
対

し
補

助
金

を
交

付
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
い

る
。

 

【
予

算
・

決
算

執
行

状
況

の
年

度
推

移
】

 

予
算

 
令

和
元

年
度

 
4,457

千
円

 
令

和
２

年
度

 
4,492

千
円

 

決
算

 
令

和
元

年
度

 
4,457

千
円

 
令

和
２

年
度

 
4,492

千
円

 

【
具

体
的

目
標

（
令

和
2
年

度
）

】
 

国
内

市
場

に
お

け
る

県
産

果
実

の
販

売
額

 
340

億
円

 

海
外

果
実

輸
出

額
 

1,100
百

万
円

 

【
や

ま
な

し
農

業
基

本
計

画
と

の
関

連
】

 

Ⅰ
稼

ぐ
力

を
最

大
限

発
揮

で
き

る
環

境
整

備
 

４
販

売
に

つ
な

が
る

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
等

の
展

開
 

（
１

）
海

外
へ

の
販

路
拡

大
と

販
売

促
進

（
２

）
国

内
に

お
け

る
販

売
促

進

【
実

施
し

た
監

査
手

続
】

 

・
職

員
へ

の
ヒ

ア
リ

ン
グ

・
関

係
書

類
の

閲
覧

【
指

摘
事

項
又

は
意

見
事

項
】

 

№
08 

【【
意意
見見
事事
項項
】】
事事
業業
のの
目目
標標
設設
定定
にに
つつ
いい
てて
（（
農農
政政
部部
販販
売売
・・
輸輸
出出
支支
援援
課課
））

 

事 事
業業
内内
容容
とと
、、
設設
定定
しし
てて
いい
るる
具具
体体
的的
目目
標標
がが
直直
結結
しし
てて
いい
なな
いい
たた
めめ
､､
そそ
のの
事事
業業
効効
果果
のの
測測
定定
がが

困困
難難
でで
ああ
るる
。。
よよ
りり
効効
果果
的的
なな
事事
業業
をを
行行
うう
たた
めめ
、、
よよ
りり
事事
業業
にに
直直
結結
しし
たた
目目
標標
設設
定定
をを
行行
うう
ここ

とと
をを
要要
望望
すす
るる
。。

 

山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
三
号

令
和
四
年
四
月
二
十
八
日

山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
三
号

令
和
四
年
四
月
二
十
八
日

四
〇



≪
数

値
目

標
等

≫
 

成
果

指
標

現
況

値

（
H

30
）

 
目

標
値

（
R4

）
 

県
産

果
実

の
輸

出
額

（
年

間
）

925
百

万

円

1,300
百

万
円

（
２

）
国

内
に

お
け

る
販

売
促

進

 
県

産
農

産
物

の
ブ

ラ
ン

ド
力

の
強

化
を

図
る

た
め

、
イ

ン
フ

ル
エ

ン
サ

ー
に

よ
る

SN
S
を

通
じ

た
情

報
発

信
を

積
極

的
に

行
い

ま
す

。
ま

た
、

県
産

農
産

物
の

更
な

る
販

売
促

進
を

図
る

た
め

、
農

業
団

体
と

協

働
し

て
、

適
時

に
市

場
情

報
の

収
集

や
産

地
へ

の
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

を
行

う
と

と
も

に
、

卸
売

業
者

や
小

売

業
者

等
へ

の
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

活
動

を
実

施
し

ま
す

。
 

≪
数

値
目

標
等

≫
 

現
在

＜
H

30
＞

 
R4

の
姿

 
 

国
内

主
要

市
場

の
情

報
収

集
を

行

い
、

産
地

へ
有

益
な

情
報

を
提

供
す

る

と
と

も
に

、
Ｊ

Ａ
と

協
働

し
て

全
国

に

お
い

て
卸

売
業

者
や

小
売

業
者

等
を

通

じ
た

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
活

動
を

実
施

し

て
い

る
。

効
果

的
な

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
活

動
に

よ
り

、

や
ま

な
し

ブ
ラ

ン
ド

の

認
知

度
が

向
上

し
て

い

る
。

（
出

典
：

や
ま

な
し

農
業

基
本

計
画

）
 

ま
た

、
具

体
的

目
標

と
し

て
、

国
内

市
場

に
お

け
る

県
産

果
実

の
販

売
額

お
よ

び
海

外
果

実
輸

出
額

を

設
定

し
て

お
り

、
農

政
部

の
資

料
、

細
事

業
説

明
書

「
農

産
物

流
通

販
売

強
化

対
策

事
業

費
補

助
金

」
（

以

下
､
「

資
料

Ａ
」

と
い

う
）

に
よ

る
と

次
の

よ
う

に
事

業
効

果
が

あ
る

と
し

て
い

る
。

 

以
下

抜
粋

）
 

大
田

市
場

の
市

況
や

競
合

産
地

の
生

産
出

荷
動

向
及

び
販

売
促

進
活

動
の

状
況

、
首

都
圏

の
小

売
に

お

け
る

販
売

実
態

、
市

場
や

実
需

者
、

消
費

者
の

生
の

声
を

把
握

し
、

タ
イ

ム
リ

ー
に

産
地

へ
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ

ク
す

る
こ

と
や

、
市

場
へ

本
県

産
地

の
正

確
な

情
報

を
迅

速
に

伝
え

ら
れ

る
こ

と
等

に
よ

り
、

産
地

に
お

い

て
は

Ｊ
Ａ

に
お

け
る

販
売

計
画

の
検

討
等

に
生

か
さ

れ
て

お
り

、
市

場
に

お
い

て
は

入
荷

予
測

と
そ

れ
に

基

づ
い

た
販

売
計

画
の

作
成

等
に

生
か

さ
れ

、
県

産
農

産
物

の
有

利
販

売
に

つ
な

が
っ

て
い

る
。

ま
た

、
県

内

産
地

で
品

評
会

が
開

催
さ

れ
、

出
品

物
が

市
場

で
高

値
で

取
引

さ
れ

た
り

、
自

社
ブ

ラ
ン

ド
に

よ
る

Ｐ
Ｒ

を

基
本

と
す

る
有

名
百

貨
店

に
お

い
て

、
産

地
ブ

ラ
ン

ド
を

前
面

に
出

し
た

Ｐ
Ｒ

を
行

う
な

ど
、

産
地

に
お

け

る
県

産
農

産
物

の
ブ

ラ
ン

ド
力

強
化

や
消

費
拡

大
に

向
け

た
新

た
な

取
り

組
み

づ
く

り
に

つ
な

が
っ

て
お

り
、

小
売

に
お

い
て

は
県

産
農

産
物

の
フ

ェ
ア

開
催

や
新

た
な

売
り

場
の

確
保

に
つ

な
が

っ
て

い
る

。
 

 
そ

の
他

、
ク

レ
ー

ム
等

の
対

応
を

迅
速

に
行

う
こ

と
や

県
産

農
産

物
の

情
報

を
迅

速
に

市
場

や
小

売

に
伝

え
る

こ
と

等
に

よ
り

県
産

農
産

物
の

信
頼

性
確

保
、

取
引

拡
大

に
貢

献
し

て
い

る
。

 

（
出

典
：

農
政

部
提

出
資

料
よ

り
抜

粋
）

 

な
お

、
本

事
業

は
､
や

ま
な

し
農

業
基

本
計

画
第

4
章

4
 

販
売

に
つ

な
が

る
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

等
の

展

開
に

お
い

て
以

下
の

施
策

お
よ

び
数

値
目

標
を

達
成

す
る

た
め

の
事

業
で

あ
る

。
 

以
下

抜
粋

）
 

（
１

）
海

外
へ

の
販

路
拡

大
と

販
売

促
進

 
県

産
農

産
物

等
の

輸
出

を
拡

大
す

る
た

め
、

検
疫

条
件

が
未

設
定

の
中

国
へ

の
早

期
設

定
を

国
に

要

望
し

、
輸

出
解

禁
を

見
据

え
た

流
通

ル
ー

ト
等

の
構

築
を

進
め

る
と

と
も

に
、

本
格

的
な

輸
出

実
績

の
な

い

国
・

地
域

へ
の

テ
ス

ト
輸

出
を

実
施

し
ま

す
。

ま
た

、
輸

出
促

進
に

向
け

た
新

た
な

体
制

づ
く

り
を

進
め

る

と
と

も
に

、
販

売
に

つ
な

が
る

積
極

的
・

効
果

的
な

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
活

動
を

展
開

し
ま

す
。

 

山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
三
号

令
和
四
年
四
月
二
十
八
日

四
一



3.2.10. 農農
産産

物物
ブブ

ララ
ンン

ドド
化化

支支
援援

事事
業業

 

【
事

業
の

概
要

】
 

県
産

農
産

物
の

販
売

競
争

力
の

強
化

を
図

る
た

め
、

市
場

・
流

通
関

係
者

、
輸

出
事

業
者

と
情

報
収

集
、

意
見

交
換

等
を

行
う

ほ
か

、
山

梨
県

農
畜

産
物

販
売

強
化

対
策

協
議

会
（

以
下

、
協

議
会

と
い

う
）

に

対
す

る
補

助
金

交
付

を
行

う
事

業
で

あ
る

。
 

【
目

的
・

法
令

根
拠

等
】

 

県
と

JA
で

組
織

す
る

協
議

会
が

実
施

す
る

市
場

や
小

売
店

等
へ

向
け

た
販

売
促

進
活

動
お

よ
び

PR
活

動
に

対
し

て
補

助
す

る
こ

と
に

よ
り

、
県

産
農

産
物

の
販

売
強

化
を

図
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

い
る

。
 

【
予

算
・

決
算

執
行

状
況

の
年

度
推

移
】

 

予
算

 
令

和
元

年
度

 
14,294

千
円

 
令

和
２

年
度

 
14,295

千
円

 

決
算

 
令

和
元

年
度

 
14,256

千
円

 
令

和
２

年
度

 
14,184

千
円

 

【
具

体
的

目
標

（
令

和
2
年

度
）

】
 

市
場

に
お

け
る

県
産

果
実

の
販

売
額

 
340

億
円

 

県
産

果
実

（
モ

モ
・

ブ
ド

ウ
・

ス
モ

モ
）

の
市

場
占

有
率

（
東

京
・

大
阪

）
 

1
位

 

【
や

ま
な

し
農

業
基

本
計

画
と

の
関

連
】

 

Ⅰ
稼

ぐ
力

を
最

大
限

発
揮

で
き

る
環

境
整

備
 

４
販

売
に

つ
な

が
る

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
等

の
展

開
 

（
２

）
国

内
に

お
け

る
販

売
促

進

【
実

施
し

た
監

査
手

続
】

 

職
員

へ
の

ヒ
ア

リ
ン

グ
 

関
係

書
類

の
閲

覧
 

【
指

摘
事

項
又

は
意

見
事

項
】

 

№
10 

【【
意意
見見
事事
項項
】】
効効
果果
的的
かか
つつ
効効
率率
的的
なな
事事
業業
予予
算算
のの
配配
分分
にに
つつ
いい
てて
（（
農農
政政
部部
販販
売売
・・

輸輸
出出
支支
援援
課課
））

 

平 平
成成

15
年年
かか
らら
令令
和和
２２
年年
まま
でで
のの
間間
のの
予予
算算
額額
がが
同同
額額
でで
維維
持持
ささ
れれ
てて
いい
るる
がが
、、
よよ
りり
事事
業業
をを
効効

果果
的的
かか
つつ
効効
率率
的的
にに
行行
うう
ここ
とと
がが
出出
来来
るる
よよ
うう
なな
予予
算算
額額
をを
検検
討討
すす
るる
ここ
とと
をを
要要
望望
すす
るる
。。

 

県
産

農
産

物
輸

出
に

つ
い

て
は

、
青

果
輸

出
業

者
へ

の
情

報
収

集
や

人
的

連
携

を
深

め
る

こ
と

に
よ

り
、

海
外

販
路

開
拓

に
大

き
く

貢
献

し
て

お
り

、
果

実
輸

出
額

は
H

30
年

度
に

９
億

円
を

達
成

し
、

過
去

最

高
値

を
記

録
す

る
な

ど
輸

出
増

加
に

つ
な

が
っ

て
い

る
。

 

（
出

典
：

農
産

物
流

通
販

売
強

化
対

策
事

業
費

補
助

金
細

事
業

説
明

書
添

付
資

料
３

事
業

概
要

・
事

業

効
果

の
部

分
を

抜
粋

）
 

【
問

題
点

お
よ

び
改

善
策

】
 

本
事

業
が

行
っ

て
い

る
情

報
収

集
や

Ｐ
Ｒ

活
動

に
よ

っ
て

具
体

的
目

標
で

あ
る

国
内

市
場

に
お

け
る

県

産
果

実
の

販
売

額
や

海
外

果
実

輸
出

額
を

増
加

さ
せ

る
側

面
が

あ
る

こ
と

は
事

実
で

あ
る

と
考

え
ら

れ
る

が
、

そ
れ

が
具

体
的

目
標

に
直

結
す

る
わ

け
で

は
な

い
た

め
事

業
効

果
の

測
定

が
困

難
で

あ
る

こ
と

が
問

題

で
あ

る
。

実
際

に
資

料
Ａ

は
定

性
的

な
事

項
の

記
述

が
多

く
、

そ
の

内
容

が
具

体
的

目
標

に
対

し
て

ど
の

よ

う
に

作
用

し
て

い
る

か
ど

う
か

が
不

明
瞭

で
あ

る
。

ま
た

、
資

料
Ａ

に
よ

れ
ば

輸
出

に
関

し
て

も
海

外
販

路

開
拓

に
大

き
く

貢
献

し
て

い
る

と
記

述
が

あ
る

が
､
令

和
２

年
度

農
産

物
流

通
販

売
強

化
対

策
事

業
費

補
助

金
実

績
報

告
書

の
活

動
実

績
を

確
認

し
て

も
国

内
市

場
で

の
取

り
組

み
が

主
活

動
と

な
っ

て
お

り
、

海
外

販

路
開

拓
に

大
き

く
貢

献
し

て
い

る
か

ど
う

か
は

不
明

瞭
で

あ
る

。
 

具
体

的
目

標
に

つ
い

て
は

、
当

該
事

業
の

活
動

に
直

結
し

た
、

情
報

収
集

の
数

量
で

あ
っ

た
り

、
そ

の

方
法

の
高

度
化

や
Ｉ

Ｔ
化

､
Ｐ

Ｒ
方

法
等

に
し

た
ほ

う
が

事
業

効
果

の
測

定
が

容
易

に
行

え
る

よ
う

に
な

る

し
、

ま
た

、
そ

の
実

績
に

つ
い

て
把

握
し

や
す

く
な

る
こ

と
で

、
そ

れ
に

対
し

て
よ

り
ブ

ラ
ッ

シ
ュ

ア
ッ

プ

し
た

目
標

を
設

定
で

き
､
事

業
を

よ
り

効
果

的
に

行
う

よ
う

検
討

が
行

い
や

す
く

な
る

と
考

え
ら

れ
る

。
 

よ
り

効
果

的
な

事
業

を
行

う
た

め
、

事
業

に
直

結
し

た
目

標
設

定
を

行
う

こ
と

を
要

望
す

る
。

 

№
09 

【【
意意
見見
事事
項項
】】
補補
助助
金金
要要
綱綱
のの
消消
費費
税税
部部
分分
のの
返返
還還
にに
関関
すす
るる
規規
定定
にに
つつ
いい
てて
（（
農農
政政

部部
販販
売売
・・
輸輸
出出
支支
援援
課課
））

 

農 農
産産
物物
流流
通通
販販
売売
強強
化化
対対
策策
事事
業業
費費
補補
助助
金金
交交
付付
要要
綱綱
にに
はは
消消
費費
税税
部部
分分
のの
返返
還還
にに
関関
すす
るる
規規
程程

がが
存存
在在
しし
なな
いい
。。
対対
象象
がが
課課
税税
事事
業業
者者
でで
ああ
るる
ここ
とと
をを
想想
定定
しし
てて
いい
なな
いい
場場
合合
でで
もも
、、
適適
切切
なな
補補

助助
金金
のの
運運
用用
をを
担担
保保
すす
るる
たた
めめ
当当
該該
規規
程程
をを
追追
加加
すす
るる
ここ
とと
をを
要要
望望
すす
るる
。。

 

【
現

状
】

 

№
07

【
指

摘
事

項
】

参
照

。
 

【
問

題
点

お
よ

び
改

善
策

】
 

№
07

【
指

摘
事

項
】

参
照

。

山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
三
号

令
和
四
年
四
月
二
十
八
日

山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
三
号

令
和
四
年
四
月
二
十
八
日

四
二



（
出

典
：

農
林

水
産

省
作

物
統

計
調

査
作

況
調

査
（

果
樹

）
確

報
）

 

販
売

額
お

よ
び

出
荷

量
に

つ
い

て
は

、
そ

の
年

の
天

候
や

病
気

の
状

況
に

よ
っ

て
変

動
す

る
と

考
え

ら

れ
る

が
出

荷
量

の
割

合
は

1
位

を
維

持
し

て
い

る
。

そ
の

意
味

で
具

体
的

目
標

は
達

成
し

て
い

る
と

言
え

る
。

し
か

し
、

品
目

別
に

細
か

く
見

て
い

く
と

、
ぶ

ど
う

に
関

し
て

は
過

去
３

年
間

出
荷

数
量

が
減

少
し

て

お
り

、
ま

た
、

長
野

県
は

出
荷

数
量

を
伸

ば
し

て
い

る
。

し
た

が
っ

て
出

荷
数

量
の

割
合

は
平

成
29

年
に

10%
程

度
開

い
て

い
た

も
の

が
令

和
元

年
に

は
3%

ま
で

縮
ま

っ
て

い
る

。
こ

の
よ

う
に

出
荷

数
量

の
割

合

が
1
位

で
あ

っ
て

も
そ

の
内

容
に

関
し

て
は

年
に

よ
っ

て
大

き
く

変
化

し
て

い
る

の
が

現
状

で
あ

る
。

 

な
お

、
本

事
業

の
予

算
額

の
推

移
に

つ
い

て
は

平
成

15
年

度
か

ら
令

和
2
年

度
ま

で
1,400

万
円

と
同

額
の

予
算

が
続

い
て

い
る

。
 

【
問

題
点

お
よ

び
改

善
策

】
 

平
成

15
年

か
ら

令
和

２
年

ま
で

の
間

の
予

算
額

が
同

額
で

維
持

さ
れ

て
お

り
、

当
該

予
算

の
有

効
性

お

よ
び

効
率

性
の

検
討

が
な

さ
れ

て
い

な
い

こ
と

が
問

題
で

あ
る

。
 

ま
ず

、
上

述
の

と
お

り
、

具
体

的
目

標
で

あ
る

市
場

占
有

率
が

1
位

を
維

持
し

て
い

た
と

し
て

も
出

荷

数
量

の
増

減
が

あ
っ

た
り

、
ま

た
、

他
の

都
道

府
県

に
関

し
て

も
出

荷
数

量
の

増
減

が
あ

り
､
取

り
巻

く
環

境
は

日
々

変
わ

っ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
そ

の
状

況
に

応
じ

た
攻

め
の

対
応

が
必

要
で

あ
り

、
そ

の
た

め
の

予

算
額

の
検

討
が

行
わ

れ
て

し
か

る
べ

き
で

あ
る

。
 

ま
た

、
以

下
は

平
成

20
年

と
令

和
２

年
の

広
告

の
媒

体
の

内
訳

の
資

料
で

あ
る

。
 

出
荷

数
量

（
t
）

割
合

出
荷

数
量

（
t
）

割
合

出
荷

数
量

（
t
）

割
合

山
梨

県
3
7
,
4
0
0

3
2
%

3
7
,
6
0
0

3
6
%

2
9
,
3
0
0

2
9
%

福
島

県
2
6
,
5
0
0

2
3
%

2
2
,
5
0
0

2
2
%

2
4
,
9
0
0

2
5
%

合
計

1
1
5
,
1
0
0

1
0
0
%

1
0
4
,
4
0
0

1
0
0
%

9
9
,
5
0
0

1
0
0
%

項
目

モ
モ

令
和

元
年

平
成

3
0
年

平
成

2
9
年

出
荷

数
量

（
t
）

割
合

出
荷

数
量

（
t
）

割
合

出
荷

数
量

（
t
）

割
合

山
梨

県
6
,
0
0
0

3
5
%

7
,
0
1
0

3
4
%

4
,
9
0
0

3
1
%

長
野

県
2
,
7
1
0

1
6
%

2
,
7
9
0

1
4
%

2
,
4
8
0

1
6
%

和
歌

山
県

1
,
8
1
0

1
1
%

3
,
0
6
0

1
5
%

1
,
8
6
0

1
2
%

合
計

1
7
,
1
0
0

1
0
0
%

2
0
,
4
0
0

1
0
0
%

1
6
,
0
0
0

1
0
0
%

令
和

元
年

平
成

3
0
年

平
成

2
9
年

ス
モ

モ

項
目

【
現

状
】

 

農
産

物
ブ

ラ
ン

ド
化

支
援

事
業

（
以

下
､
本

事
業

と
い

う
）

は
、

協
議

会
が

実
施

す
る

市
場

や
小

売
店

等

へ
向

け
た

販
売

促
進

活
動

及
び

Ｐ
Ｒ

活
動

を
支

援
す

る
た

め
補

助
金

事
業

で
あ

る
。

 

令
和

２
年

度
に

協
議

会
で

行
わ

れ
た

事
業

は
大

き
く

以
下

の
と

お
り

で
あ

る
が

、
そ

の
多

く
は

現
場

で

の
フ

ェ
ア

開
催

や
広

告
媒

体
を

利
用

し
た

宣
伝

活
動

で
あ

る
。

 

事
業

名
金

額
県

産
農

産
物

の
ブ

ラ
ン

ド
力

強
化

と
販

売
促

進
に

関
す

る
も

の
27,101,768

円
 

「
地

産
地

消
」

又
は

「
地

産
訪

消
」

の
取

り
組

み
に

関
す

る

も
の

3,172,257
円

 

新
た

な
消

費
者

の
獲

得
に

関
す

る
も

の
1,980,971

円
 

計
32,254,996

円
 

（
出

典
：

令
和

2
年

度
 

農
産

物
ブ

ラ
ン

ド
化

支
援

事
業

費
補

助
金

実
績

報
告

書
）

 

ま
た

、
具

体
的

目
標

と
し

て
県

産
果

実
の

販
売

額
お

よ
び

市
場

占
有

率
（

モ
モ

・
ブ

ド
ウ

・
ス

モ
モ

）

を
設

定
し

て
い

る
。

 

過
去

3
年

の
市

場
に

お
け

る
果

実
の

販
売

額
お

よ
び

果
実

の
出

荷
量

、
そ

の
割

合
の

推
移

は
以

下
の

と

お
り

で
あ

る
。

な
お

、
具

体
的

目
標

に
お

け
る

市
場

占
有

率
と

以
下

の
出

荷
量

の
割

合
は

異
な

る
が

便
宜

的

に
当

該
数

値
を

使
用

す
る

。
 

項
目

H
29 

H
30 

R1 
市

場
に

お
け

る

県
産

果
実

の
販

売
額

313
億

円
 

338
億

円
 

313
億

円
 

（
出

典
：

農
政

部
予

算
資

料
よ

り
抜

粋
）

 

出
荷

数
量

（
t
）

割
合

出
荷

数
量

（
t
）

割
合

出
荷

数
量

（
t
）

割
合

山
梨

県
4
0
,
4
0
0

2
5
%

3
9
,
4
0
0

2
4
%

3
5
,
2
0
0

2
2
%

長
野

県
2
4
,
2
0
0

1
5
%

2
9
,
4
0
0

1
8
%

3
0
,
1
0
0

1
9
%

合
計

1
6
1
,
9
0
0

1
0
0
%

1
6
1
,
5
0
0

1
0
0
%

1
6
0
,
5
0
0

1
0
0
%

ぶ
ど

う

項
目

令
和

元
年

平
成

3
0
年

平
成

2
9
年

山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
三
号

令
和
四
年
四
月
二
十
八
日

四
三



3.2.11. 海海
外外

販販
売売

促促
進進

活活
動動

強強
化化

事事
業業

 

【
事

業
の

概
要

】
 

県
産

農
産

物
等

輸
出

促
進

委
員

会
を

設
置

し
、

海
外

市
場

に
対

し
て

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
活

動
を

行
い

、

ま
た

、
市

場
開

拓
を

行
う

事
業

で
あ

る
。

 

【
目

的
・

法
令

根
拠

等
】

 

現
地

輸
入

業
者

等
と

協
力

し
、

長
期

的
な

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
を

実
施

す
る

こ
と

で
、

現
地

で
の

シ
ェ

ア

を
拡

大
す

る
と

と
も

に
、

現
地

小
売

事
業

者
と

の
関

係
強

化
を

図
り

、
働

き
か

け
を

実
施

す
る

こ
と

に
よ

り

販
路

拡
大

を
図

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

 

【
予

算
・

決
算

執
行

状
況

の
年

度
推

移
】

 

予
算

 
令

和
２

年
度

 
14,726

千
円

 

決
算

 
令

和
２

年
度

 
11,742

千
円

 

【
具

体
的

目
標

】
 

令
和

4
年

度
の

県
産

果
実

の
輸

出
額

 
1,300

百
万

円
 

【
や

ま
な

し
農

業
基

本
計

画
と

の
関

連
】

 

Ⅰ
稼

ぐ
力

を
最

大
限

発
揮

で
き

る
環

境
整

備
 

４
販

売
に

つ
な

が
る

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
等

の
展

開
 

（
１

）
海

外
へ

の
販

路
拡

大
と

販
売

促
進

【
実

施
し

た
監

査
手

続
】

 

・
職

員
へ

の
ヒ

ア
リ

ン
グ

・
関

係
書

類
の

閲
覧

【
指

摘
事

項
又

は
意

見
事

項
】

 

特
に

検
出

事
項

と
し

て
記

載
す

る
も

の
は

な
い

。
 

（
出

典
：

電
通

H
P
ナ

レ
ッ

ジ
＆

デ
ー

タ
 

日
本

の
広

告
費

よ
り

抜
粋

）
 

こ
の

十
数

年
で

マ
ス

コ
ミ

４
媒

体
広

告
お

よ
び

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
メ

デ
ィ

ア
広

告
か

ら
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ

ト
広

告
の

割
合

が
大

き
く

増
加

し
て

い
る

こ
と

が
わ

か
る

が
、

こ
の

よ
う

な
変

化
に

伴
っ

て
広

告
媒

体
の

単

価
等

も
大

き
く

変
わ

っ
て

い
る

と
推

定
さ

れ
る

。
こ

の
よ

う
な

大
き

な
変

化
に

応
じ

て
広

告
媒

体
を

使
用

す

る
こ

と
を

主
と

す
る

本
事

業
に

つ
い

て
､
よ

り
効

果
的

お
よ

び
効

率
的

な
広

告
媒

体
の

選
定

に
つ

い
て

の
検

討
が

行
わ

れ
る

べ
き

で
あ

り
、

同
様

の
効

果
で

よ
り

安
価

な
広

告
媒

体
が

な
い

か
ど

う
か

、
も

し
く

は
、

高

価
に

は
な

る
が

よ
り

効
果

的
な

広
告

媒
体

が
な

い
か

と
い

っ
た

金
額

部
分

の
検

討
も

行
わ

れ
る

べ
き

で
あ

る
。

 

時
代

の
変

化
に

合
わ

せ
て

、
よ

り
事

業
を

効
果

的
か

つ
効

率
的

に
行

う
こ

と
が

出
来

る
よ

う
な

予
算

額

を
検

討
す

る
こ

と
を

要
望

す
る

。
 

№
11 

【【
意意
見見
事事
項項
】】
補補
助助
金金
要要
綱綱
のの
消消
費費
税税
部部
分分
のの
返返
還還
にに
関関
すす
るる
規規
定定
にに
つつ
いい
てて
（（
農農
政政

部部
販販
売売
・・
輸輸
出出
支支
援援
課課
））

 

農 農
産産
物物
ブブ
ララ
ンン
ドド
化化
支支
援援
事事
業業
費費
補補
助助
金金
交交
付付
要要
綱綱
にに
はは
消消
費費
税税
部部
分分
のの
返返
還還
にに
関関
すす
るる
規規
程程
がが

存存
在在
しし
なな
いい
。。
対対
象象
がが
課課
税税
事事
業業
者者
でで
ああ
るる
ここ
とと
をを
想想
定定
しし
てて
いい
なな
いい
場場
合合
でで
もも
、、
適適
切切
なな
補補
助助

金金
のの
運運
用用
をを
担担
保保
すす
るる
たた
めめ
当当
該該
規規
程程
をを
追追
加加
すす
るる
ここ
とと
をを
要要
望望
すす
るる
。。

 

【
現

状
】

 

№
07

【
指

摘
事

項
】

参
照

。
 

【
問

題
点

お
よ

び
改

善
策

】
 

№
07

【
指

摘
事

項
】

参
照

。
 

金
額

（
億

円
）

割
合

金
額

（
億

円
）

割
合

マ
ス

コ
ミ

4
媒

体
広

告
費

（
新

聞
、

雑
誌

、
テ

レ
ビ

、
ラ

ジ
オ

）
3
2
,
9
9
5

4
9
%

2
2
,
5
3
6

3
7
%

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
広

告
費

6
,
9
8
3

1
0
%

2
2
,
2
9
0

3
6
%

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
メ

デ
ィ

ア
広

告
費

2
6
,
2
7
2

3
9
%

1
6
,
7
6
8

2
7
%

そ
の

他
6
7
6

1
%

0
0
%

合
計

6
6
,
9
2
6

1
0
0
%

6
1
,
5
9
4

1
0
0
%

令
和

2
年

平
成

2
0
年

項
目

山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
三
号

令
和
四
年
四
月
二
十
八
日

山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
三
号

令
和
四
年
四
月
二
十
八
日

四
四



3.2.13. やや
まま

なな
しし

６６
次次

産産
業業

強強
化化

促促
進進

事事
業業

費費
 

【
事

業
の

概
要

】
 

６
次

産
業

化
（

※
）

を
目

指
す

加
工

品
開

発
に

つ
い

て
、

平
成

23
年

以
降

取
り

組
み

は
継

続
し

て
い

る

が
、

6
次

産
業

と
し

て
更

な
る

発
展

を
図

り
、

農
業

経
営

の
柱

と
な

る
よ

う
年

間
1,000

万
円

を
超

え
る

産

業
と

し
て

確
立

さ
せ

る
取

り
組

み
と

し
て

一
新

し
、

農
家

所
得

の
向

上
を

図
る

。
 

（
※

）
6
次

産
業

化
・

・
・

１
次

産
業

と
し

て
の

農
林

漁
業

と
、

２
次

産
業

と
し

て
の

製
造

業
、

３
次

産

業
と

し
て

の
小

売
業

等
の

事
業

と
の

総
合

的
か

つ
一

体
的

な
推

進
を

図
り

、
農

山
漁

村
の

豊
か

な
地

域
資

源

を
活

用
し

た
新

た
な

付
加

価
値

を
生

み
出

す
取

組
の

こ
と

（
農

林
水

産
省

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

よ
り

）
 

主
な

事
業

内
容

は
以

下
の

通
り

で
あ

る
。

 

①
既

存
の

取
り

組
み

業
者

の
開

発
加

工
品

が
経

営
の

一
部

門
と

な
る

よ
う

販
路

開
拓

・
拡

大
を

支
援

・
山

梨
流

通
協

議
会

内
で

の
商

品
検

討
会

で
の

ア
ド

バ
イ

ス
に

基
づ

く
、

県
内

販
路

拡
大

促
進

・
メ

デ
ィ

ア
等

で
の

PR
等

、
県

内
外

の
実

需
者

情
報

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
に

よ
る

取
引

拡
大

の
支

援

②
ト

ッ
プ

レ
ベ

ル
を

目
指

す
事

業
者

の
育

成

・
専

門
家

に
よ

る
、

商
品

づ
く

り
、

ネ
ー

ミ
ン

グ
、

経
営

戦
略

や
販

売
戦

略
へ

の
助

言

・
商

品
づ

く
り

の
支

援
や

販
促

用
チ

ラ
シ

等
の

作
成

支
援

【
目

的
・

法
令

根
拠

等
】

 

特
に

根
拠

法
令

・
規

程
等

は
な

い
が

、
事

業
内

容
の

う
ち

の
一

部
委

託
業

務
に

つ
い

て
、

や
ま

な
し

6

次
産

業
強

化
促

進
業

務
委

託
契

約
及

び
同

仕
様

書
に

基
づ

き
執

行
し

て
い

る
。

 

【
予

算
・

決
算

執
行

状
況

の
年

度
推

移
】

 

（
予

算
）

 

令
和

2
年

度
事

業
予

算
は

、
4,880,000

円
で

あ
り

、
主

な
内

訳
は

以
下

の
通

り
で

あ
る

。
 

報
償

費
 

1,040,000
円

（
ト

ッ
プ

レ
ベ

ル
事

業
者

育
成

に
係

る
指

導
者

謝
礼

金
）

 

旅
費

 
151,000

円
（

上
記

専
門

家
等

へ
の

旅
費

等
）

 

役
務

費
 

44,000
円

（
同

上
）

 

委
託

料
 

3,618,000
円

（
6
次

産
業

強
化

促
進

業
務

委
託

契
約

に
基

づ
く

委
託

料
）

 

負
担

金
 

27,000
円

（
協

議
会

参
加

費
等

）
 

（
決

算
）

 

令
和

2
年

度
決

算
額

は
、

4,663,189
円

で
あ

り
、

内
訳

は
以

下
の

通
り

で
あ

る
。

 

報
償

費
 

1,040,000
円

 

旅
費

等
 

65,909
円

 

3.2.12. 中中
国国

向向
けけ

輸輸
出出

準準
備備

事事
業業

 

【
事

業
の

概
要

】
 

香
港

向
け

に
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

活
動

を
行

う
こ

と
等

で
海

外
輸

出
を

強
化

す
る

た
め

の
事

業
で

あ
る

。
 

【
目

的
・

法
令

根
拠

等
】

 

巨
大

な
市

場
が

見
込

め
る

中
国

に
お

い
て

、
検

疫
条

件
設

定
後

に
向

け
て

現
地

関
係

機
関

や
輸

出
業

者

と
の

関
係

強
化

を
図

り
、

ま
た

、
香

港
に

お
け

る
ブ

ラ
ン

ド
力

の
向

上
を

目
的

と
し

て
い

る
。

 

【
予

算
・

決
算

執
行

状
況

の
年

度
推

移
】

 

予
算

 
令

和
２

年
度

 
6,802

千
円

 

決
算

 
令

和
２

年
度

 
6,311

千
円

 

【
具

体
的

目
標

】
 

令
和

4
年

度
の

県
産

果
実

の
輸

出
額

 
1,300

百
万

円
 

【
や

ま
な

し
農

業
基

本
計

画
と

の
関

連
】

 

Ⅰ
稼

ぐ
力

を
最

大
限

発
揮

で
き

る
環

境
整

備
 

４
販

売
に

つ
な

が
る

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
等

の
展

開
 

（
１

）
海

外
へ

の
販

路
拡

大
と

販
売

促
進

【
実

施
し

た
監

査
手

続
】

 

・
職

員
へ

の
ヒ

ア
リ

ン
グ

・
関

係
書

類
の

閲
覧

【
指

摘
事

項
又

は
意

見
事

項
】

 

特
に

検
出

事
項

と
し

て
記

載
す

る
も

の
は

な
い

。
 

山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
三
号

令
和
四
年
四
月
二
十
八
日

四
五



【
問

題
点

及
び

改
善

策
】

 

当
該

エ
ッ

ジ
事

業
者

の
1
,
0
0
0
万

円
売

上
実

現
ま

で
の

進
捗

状
況

に
つ

い
て

、
担

当
課

内
で

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

化
し

情
報

共
有

さ
れ

て
い

な
い

の
で

、
将

来
の

エ
ッ

ジ
事

業
者

へ
の

ア
ド

バ
イ

ス
等

こ
れ

ら
の

情
報

が

担
当

課
内

で
ノ

ウ
ハ

ウ
と

し
て

蓄
積

さ
れ

ず
ら

い
こ

と
が

問
題

で
あ

る
。

 

県
独

自
と

し
て

ア
ド

バ
イ

ス
が

で
き

る
よ

う
に

、
様

々
な

商
品

を
取

り
扱

う
エ

ッ
ジ

事
業

者
が

、
専

門

家
か

ら
の

多
種

多
様

な
ア

ド
バ

イ
ス

に
対

し
て

、
ど

の
よ

う
な

施
策

を
考

案
・

実
行

し
、

そ
の

結
果

が
ど

う

で
あ

っ
た

か
、

そ
の

結
果

か
ら

の
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

を
ど

の
よ

う
に

次
の

施
策

に
生

か
し

た
か

、
な

ど
に

つ

い
て

纏
め

、
活

用
す

る
こ

と
は

重
要

で
あ

る
。

 

例
え

ば
、

担
当

課
内

で
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
化

し
情

報
共

有
す

る
こ

と
が

よ
り

有
用

で
あ

る
と

考
え

ら
れ

る
。

こ
れ

に
よ

り
当

該
情

報
を

適
切

か
つ

適
時

に
蓄

積
管

理
す

る
こ

と
が

可
能

と
な

り
、

県
と

し
て

エ
ッ

ジ

事
業

者
に

的
確

な
ア

ド
バ

イ
ス

が
で

き
る

よ
う

に
な

る
こ

と
が

期
待

で
き

る
。

 

ま
た

、
こ

の
結

果
、

今
後

エ
ッ

ジ
事

業
者

に
選

定
さ

れ
る

新
規

の
事

業
者

に
対

し
て

も
、

県
か

ら
何

ら

か
の

独
自

の
ア

ド
バ

イ
ス

が
で

き
る

よ
う

な
仕

組
み

を
作

る
こ

と
に

大
き

な
意

味
が

あ
る

も
の

と
考

え
ら

れ

る
。

 

エ
ッ

ジ
事

業
者

に
係

る
進

捗
状

況
等

（
開

発
品

目
、

現
在

ま
で

の
売

上
高

の
推

移
、

過
去

の
専

門
家

助

言
内

容
と

こ
れ

に
対

し
エ

ッ
ジ

事
業

者
が

実
施

し
た

施
策

内
容

及
び

そ
の

結
果

な
ど

）
を

課
内

で
情

報
共

有

で
き

る
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
を

構
築

運
用

し
、

効
果

的
な

助
言

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
よ

う
要

望
す

る
。

 

№
13 

【【
意意
見見
事事
項項
】】
やや
まま
なな
しし
６６
次次
産産
業業
強強
化化
推推
進進
事事
業業
にに
おお
けけ
るる
加加
工工
品品
のの
現現
状状
のの
売売
上上

高高
のの
把把
握握
にに
つつ
いい
てて
（（
果果
樹樹
・・
６６
次次
産産
業業
振振
興興
課課
））

 

加 加
工工
品品
のの
現現
状状
のの
売売
上上
高高
をを
把把
握握
すす
るる
際際
にに
、、
原原
則則
とと
しし
てて
電電
話話
等等
でで
のの
聞聞
きき
取取
りり
のの
みみ
でで
ああ
るる

とと
いい
うう
ここ
とと
でで
ああ
るる
がが
、、
少少
なな
くく
とと
もも
実実
際際
にに

1,000
万万
円円
をを
超超
過過
しし
たた
際際
にに
はは
、、
何何
らら
かか
のの
裏裏
付付

けけ
とと
なな
るる
資資
料料
のの
提提
出出
をを
求求
めめ
るる
よよ
うう
要要
望望
すす
るる
。。

 

【
現

状
】

 

エ
ッ

ジ
事

業
者

の
対

象
加

工
品

の
売

上
高

に
つ

い
て

は
、

定
期

的
に

電
話

等
で

確
認

し
て

い
る

と
の

こ

と
で

あ
る

。
 

【
問

題
点

及
び

改
善

策
】

 

売
上

の
進

捗
状

況
の

管
理

目
的

で
あ

れ
ば

、
現

状
の

対
応

で
も

特
に

問
題

な
い

も
の

と
考

え
ら

れ
る

が
、

実
際

に
1
,
0
0
0
万

円
以

上
の

売
上

と
な

る
加

工
品

目
が

把
握

さ
れ

た
場

合
、

や
ま

な
し

農
業

基
本

計
画

の
一

つ
の

重
要

施
策

の
成

否
に

影
響

を
与

え
る

も
の

で
あ

り
、

売
上

金
額

に
つ

い
て

客
観

性
を

確
保

す
べ

き

役
務

費
 

43,680
円

 

委
託

料
 

3,493,600
円

 

負
担

金
 

20,000
円

 

【
具

体
的

目
標

】
 

成
果

目
標

：
売

上
1,000

万
円

以
上

の
加

工
品

数
（

累
計

）
 

H
30

年
 

5
品

目
 

⇒
 

R
４

年
 

10
品

目
 

【
や

ま
な

し
農

業
基

本
計

画
と

の
関

連
】

 

関
連

す
る

や
ま

な
し

農
業

基
本

計
画

上
の

施
策

概
要

は
以

下
の

通
り

。
 

施
策

５
 

地
域

の
農

産
物

の
利

用
促

進
 

（
１

）
地

域
資

源
を

活
用

し
た

6
次

産
業

化
の

促
進

②
県

産
農

産
物

を
活

用
し

た
新

た
な

加
工

品
開

発
の

促
進

と
販

売
支

援

・
専

門
家

に
よ

る
加

工
品

開
発

の
支

援

・
開

発
し

た
加

工
品

の
販

路
拡

大
に

向
け

た
支

援

【
実

施
し

た
監

査
手

続
】

 

・
担

当
者

へ
の

質
問

の
実

施

・
関

連
す

る
資

料
の

閲
覧

【
指

摘
事

項
又

は
意

見
事

項
】

 

№
12 

【【
意意
見見
事事
項項
】】
事事
業業
のの
情情
報報
共共
有有
デデ
ーー
タタ
ベベ
ーー
スス
のの
構構
築築
運運
用用
にに
つつ
いい
てて
（（
果果
樹樹
・・
６６

次次
産産
業業
振振
興興
課課
））

 

売 売
上上
高高

1000
万万
円円
以以
上上
のの
加加
工工
品品
開開
発発
をを
目目
指指
すす
事事
業業
者者
（（
以以
下下
、、
「「
エエ
ッッ
ジジ
事事
業業
者者
」」
とと
いい

うう
。。
））
にに
係係
るる
進進
捗捗
状状
況況
等等
（（
開開
発発
品品
目目
、、
現現
在在
まま
でで
のの
売売
上上
高高
のの
推推
移移
、、
過過
去去
のの
専専
門門
家家
助助
言言

内内
容容
とと
ここ
れれ
にに
対対
しし
エエ
ッッ
ジジ
事事
業業
者者
がが
実実
施施
しし
たた
施施
策策
内内
容容
及及
びび
そそ
のの
結結
果果
なな
どど
））
をを
課課
内内
でで
情情

報報
共共
有有
でで
きき
るる
デデ
ーー
タタ
ベベ
ーー
スス
をを
構構
築築
運運
用用
しし
、、
効効
果果
的的
なな
助助
言言
がが
でで
きき
るる
よよ
うう
にに
すす
るる
よよ
うう
要要

望望
すす
るる
。。

 

【
現

状
】

 

事
業

概
要

の
通

り
、

専
門

家
に

よ
る

商
品

づ
く

り
や

販
売

戦
略

等
へ

の
助

言
を

受
け

る
場

の
提

供
や

業

務
委

託
契

約
に

基
づ

く
専

門
業

者
に

よ
る

商
品

化
支

援
施

策
の

提
供

は
、

エ
ッ

ジ
事

業
者

の
商

品
開

発
実

現

に
非

常
に

効
果

的
な

事
業

施
策

で
あ

る
も

の
と

思
わ

れ
る

。
 

山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
三
号

令
和
四
年
四
月
二
十
八
日

山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
三
号

令
和
四
年
四
月
二
十
八
日

四
六



3.2.14. 地地
球球

温温
暖暖

化化
にに

対対
応応

しし
たた

新新
たた

なな
果果

樹樹
産産

地地
づづ

くく
りり

促促
進進

事事
業業

費費
 

【
事

業
の

概
要

】
 

近
年

、
地

球
温

暖
化

の
影

響
等

に
よ

り
、

果
実

の
着

色
不

良
・

遅
延

等
の

発
生

に
よ

り
果

樹
生

産
が

不

安
定

に
な

っ
て

い
る

。
果

樹
王

国
や

ま
な

し
を

維
持

し
て

い
く

た
め

に
は

、
高

標
高

地
へ

産
地

を
拡

大
す

る

と
と

も
に

、
農

家
の

経
営

安
定

化
の

た
め

、
温

暖
化

に
対

応
し

た
新

品
目

の
産

地
化

を
進

め
る

必
要

が
あ

る
。

そ
の

た
め

に
は

、
栽

培
技

術
を

実
証

し
、

新
規

参
入

者
等

に
栽

培
ノ

ウ
ハ

ウ
を

指
導

し
、

産
地

化
を

進

め
る

必
要

が
あ

る
た

め
、

地
域

農
業

者
、

市
町

村
、

Ｊ
Ａ

等
の

関
係

機
関

と
一

体
的

に
取

り
組

む
必

要
が

あ

る
。

 

主
な

事
業

内
容

は
以

下
の

通
り

で
あ

る
。

 

①
高

標
高

地
へ

の
果

樹
産

地
拡

大
の

支
援

・
高

標
高

地
で

あ
る

富
士

河
口

湖
町

の
「

富
士

桃
」

の
知

名
度

向
上

支
援

（
令

和
2
年

度
予

算
と

し
て

計
上

し
た

が
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
感

染
拡

大
に

伴
い

事
業

を
中

止
）

 

栽
培

マ
ニ

ュ
ア

ル
に

よ
る

新
規

参
入

者
へ

の
技

術
指

導
、

観
光

客
へ

の
販

売
P
R
フ

ェ
ア

実
施

 

・
高

標
高

地
で

あ
る

都
留

市
の

果
樹

の
産

地
化

支
援

山
間

地
特

有
の

害
虫

対
策

等
の

課
題

解
決

の
た

め
の

ほ
場

の
整

備
、

効
果

検
証

を
実

施
す

る
。

実
証

さ

れ
た

効
果

な
ど

を
マ

ニ
ュ

ア
ル

化
し

、
新

規
参

入
者

へ
の

栽
培

ノ
ウ

ハ
ウ

の
指

導
等

を
行

う
。

 

②
温

暖
化

に
適

応
し

た
新

品
目

の
導

入
支

援

峡
南

地
域

に
お

い
て

、
温

暖
化

に
適

応
し

た
レ

モ
ン

『
璃

の
香

』
の

導
入

に
よ

る
産

地
化

支
援

を
行

い
、

課
題

解
決

の
た

め
の

ほ
場

の
整

備
、

効
果

検
証

を
実

施
す

る
。

実
証

さ
れ

た
効

果
な

ど
を

マ
ニ

ュ
ア

ル

化
し

、
新

規
参

入
者

へ
の

栽
培

ノ
ウ

ハ
ウ

の
指

導
等

を
行

う
。

 

【
目

的
・

法
令

根
拠

等
】

 

「
地

球
温

暖
化

に
対

応
し

た
新

た
な

果
樹

産
地

づ
く

り
促

進
事

業
費

補
助

金
交

付
要

綱
」

に
基

づ
き

執

行
し

て
い

る
。

 

【
予

算
・

決
算

執
行

状
況

の
年

度
推

移
】

 

（
予

算
）

 

令
和

2
年

度
事

業
予

算
は

、
2
,
4
2
6
,
0
0
0
円

で
あ

り
、

主
な

内
訳

は
以

下
の

通
り

で
あ

る
。

 

負
担

金
 

2
,
3
7
1
,
0
0
0
円

（
新

た
な

果
樹

産
地

づ
く

り
促

進
事

業
費

補
助

金
交

付
）

 

（
決

算
）

 

令
和

2
年

度
決

算
額

は
、

1
,
3
7
5
,
0
0
0
円

で
あ

り
、

内
訳

は
以

下
の

通
り

で
あ

る
。

 

負
担

金
 

1
,
3
7
5
,
0
0
0
円

 

と
判

断
さ

れ
る

こ
と

か
ら

、
事

業
者

か
ら

何
ら

か
の

裏
付

け
と

な
る

資
料

（
品

目
別

販
売

実
績

表
等

）
の

提

出
を

受
け

、
売

上
高

が
1
,
0
0
0
万

円
以

上
で

あ
る

こ
と

の
確

認
を

行
う

よ
う

に
す

べ
き

で
あ

る
と

考
え

る
。

 

山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
三
号

令
和
四
年
四
月
二
十
八
日

四
七



3.2.15. 醸醸
造造

用用
ぶぶ

どど
うう

安安
定定

供供
給給

体体
制制

確確
立立

事事
業業

費費
 

【
事

業
の

概
要

】
 

平
成

31
年

度
の

甲
州

種
の

仕
込

希
望

数
量

は
約

3,900
ｔ

で
あ

り
、

現
状

の
仕

込
量

か
ら

約
1,000

ｔ
が

不
足

し
て

い
る

状
況

に
あ

る
。

 

醸
造

用
甲

州
種

の
需

要
に

見
合

う
原

料
ぶ

ど
う

の
増

産
を

図
る

た
め

、
早

期
成

園
化

、
低

コ
ス

ト
、

省

力
化

技
術

の
開

発
を

行
い

、
ま

た
生

産
農

家
の

経
営

安
定

と
甲

州
種

の
長

期
的

な
安

定
生

産
・

供
給

を
図

る

た
め

、
長

期
契

約
取

引
を

推
進

し
、

醸
造

用
甲

州
種

の
規

模
拡

大
を

図
る

生
産

者
に

必
要

な
経

費
支

援
を

行

う
。

 

主
な

事
業

内
容

は
以

下
の

通
り

で
あ

る
。

 

①
早

期
成

園
化

、
低

コ
ス

ト
、

省
力

化
技

術
の

開
発

醸
造

用
ぶ

ど
う

の
甲

州
種

を
栽

培
す

る
生

産
者

の
所

得
を

確
保

し
、

原
料

の
安

定
化

し
た

単
価

を
維

持

し
て

い
く

こ
と

を
目

的
と

し
て

、
明

野
ほ

場
の

試
験

ほ
に

お
い

て
、

低
コ

ス
ト

果
樹

棚
な

ど
を

活
用

し
な

が

ら
省

力
化

や
早

期
成

園
化

技
術

の
実

証
試

験
を

行
う

。
 

②
契

約
取

引
の

推
進

、
栽

培
農

家
の

経
営

安
定

甲
州

種
の

安
定

生
産

・
供

給
を

図
る

た
め

、
長

期
契

約
取

引
を

推
進

し
、

新
植

等
の

苗
木

代
、

育
成

費
、

棚
設

置
費

な
ど

を
支

援
す

る
目

的
で

、
具

体
的

に
以

下
の

施
策

を
行

う
。

 

・
生

産
者

と
ワ

イ
ナ

リ
ー

と
の

長
期

安
定

契
約

取
引

の
推

進
を

目
的

と
し

た
、

醸
造

用

ぶ
ど

う
安

定
取

引
推

進
会

議
（

※
１

）
の

運
営

支
援

実
施

 

・
醸

造
用

甲
州

種
を

新
植

及
び

甲
州

種
の

ほ
場

を
借

入
れ

継
続

し
て

甲
州

種
栽

培
を

実
施

す
る

生
産

者

に
対

し
、

必
要

な
経

費
の

補
助

（
※

２
）

を
実

施
 

（
※

１
）

構
成

は
、

農
業

団
体

、
生

産
者

、
ワ

イ
ナ

リ
ー

等
 

（
※

２
）

補
助

メ
ニ

ュ
ー

と
し

て
は

以
下

の
通

り
 

・
既

存
の

棚
や

垣
根

を
活

用
し

、
甲

州
種

を
新

た
に

新
植

す
る

・
甲

州
種

ほ
場

を
新

規
に

借
り

受
け

て
棚

等
を

修
繕

し
、

栽
培

を
開

始
す

る

・
新

た
に

棚
や

垣
根

を
設

置
し

、
甲

州
種

を
新

植
す

る

【
目

的
・

法
令

根
拠

等
】

 

主
な

事
業

内
容

②
に

つ
い

て
、

「
醸

造
用

甲
州

産
地

育
成

強
化

事
業

費
補

助
金

交
付

要
綱

」
に

基
づ

き

執
行

し
て

い
る

。
 

【
予

算
・

決
算

執
行

状
況

の
年

度
推

移
】

 

（
予

算
）

 

【
具

体
的

目
標

】
 

H
3
0
年

 
地

球
温

暖
化

等
に

伴
う

異
常

気
象

に
対

応
し

た
新

た
な

品
種

や
栽

培
技

術
、

飼
養

技
術

の
開

発
・

普
及

、
気

象
災

害
に

対
す

る
事

前
・

事
後

対
策

の
指

導
を

行
っ

て
い

る
。

 

Ｒ
４

年
 

栽
培

技
術

や
飼

養
技

術
を

開
発

・
普

及
す

る
と

と
も

に
、

気
象

災
害

の
事

前
・

事
後

対
策

を
徹

底
し

た
こ

と
に

よ
り

、
気

象
災

害
に

よ
る

リ
ス

ク
が

低
減

し
て

い
る

。
 

【
や

ま
な

し
農

業
基

本
計

画
と

の
関

連
】

 

 
関

連
す

る
や

ま
な

し
農

業
基

本
計

画
上

の
施

策
概

要
は

以
下

の
通

り
。

 

施
策

２
 

農
業

生
産

の
効

率
化

、
農

産
物

の
高

品
質

化
 

（
３

）
異

常
気

象
へ

の
対

応

①
地

球
温

暖
化

に
適

応
し

た
品

目
・

品
種

、
栽

培
技

術
の

開
発

・
普

及

・
地

球
温

暖
化

等
に

対
応

し
た

新
た

な
果

樹
産

地
づ

く
り

へ
の

支
援

【
実

施
し

た
監

査
手

続
】

 

・
担

当
者

へ
の

質
問

の
実

施

・
関

連
す

る
資

料
の

閲
覧

【
指

摘
事

項
又

は
意

見
事

項
】

 

特
に

検
出

事
項

と
し

て
記

載
す

る
も

の
は

な
い

。
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【
現

状
】

 

醸
造

用
甲

州
産

地
育

成
強

化
事

業
費

補
助

金
交

付
要

綱
第

12
条

第
1
項

に
お

い
て

、
補

助
事

業
者

（
醸

造
用

ぶ
ど

う
安

定
取

引
推

進
会

議
）

は
、

補
助

事
業

に
よ

り
取

得
し

た
取

得
財

産
等

に
つ

い
て

は
、

財
産

処

分
制

限
期

間
（

下
記

〔
参

考
〕

内
、

参
照

）
を

経
過

す
る

ま
で

、
知

事
の

承
認

を
受

け
な

い
で

、
取

得
財

産

等
を

補
助

金
の

交
付

の
目

的
に

反
し

て
使

用
し

、
譲

渡
し

、
交

換
し

、
貸

し
付

け
、

又
は

担
保

に
供

し
て

（
以

下
、

ま
と

め
て

「
処

分
等

」
と

い
う

。
）

は
な

ら
な

い
、

と
さ

れ
、

同
条

第
2
項

に
お

い
て

処
分

等
を

行
う

場
合

、
申

請
書

に
よ

り
知

事
の

承
認

を
受

け
る

必
要

が
あ

る
と

規
定

さ
れ

て
い

る
。

 

原
則

と
し

て
、

農
業

生
産

者
が

取
得

財
産

等
の

処
分

等
を

行
う

場
合

、
助

成
金

の
交

付
を

受
け

た
補

助

事
業

者
で

あ
る

醸
造

用
ぶ

ど
う

安
定

取
引

推
進

会
議

が
申

請
書

を
提

出
し

、
知

事
の

承
認

を
受

け
る

義
務

を

負
っ

て
お

り
、

県
と

し
て

は
そ

の
申

請
が

あ
っ

た
場

合
、

そ
の

承
認

を
す

る
義

務
が

あ
る

の
み

で
あ

る
。

 

〔
参

考
〕

 
≪

醸
造

用
甲

州
産

地
育

成
強

化
事

業
費

補
助

金
交

付
要

綱
 

抄
≫

 

（
財

産
処

分
の

制
限

）
 

第
１

２
条

 補
助

事
業

者
は

、
補

助
事

業
に

よ
り

取
得

し
、

又
は

効
用

の
増

加
し

た
不

動
産

及
び

そ
の

従

物
並

び
に

補
助

事
業

に
よ

り
取

得
し

、
又

は
効

用
の

増
加

し
た

機
械

及
び

器
具

（
以

下
「

取
得

財
産

等
」

と

い
う

。
）

に
つ

い
て

は
、

知
事

が
補

助
金

交
付

の
目

的
及

び
減

価
償

却
資

産
の

耐
用

年
数

等
に

関
す

る
省

令

（
昭

和
４

０
年

大
蔵

省
令

第
１

５
号

）
を

勘
案

し
て

別
（

又
は

別
表

）
に

定
め

る
期

間
（

以
下

「
財

産
処

分

制
限

期
間

」
と

い
う

。
）

を
経

過
す

る
ま

で
は

、
知

事
の

承
認

を
受

け
な

い
で

、
取

得
財

産
等

を
補

助
金

の

交
付

の
目

的
に

反
し

て
使

用
し

、
譲

渡
し

、
交

換
し

、
貸

し
付

け
、

又
は

担
保

に
供

し
て

は
な

ら
な

い
。

 

２
 補

助
事

業
者

は
、

前
項

の
承

認
を

受
け

よ
う

と
す

る
場

合
は

、
財

産
処

分
承

認
申

請
書

（
様

式
第

６

号
）

を
知

事
に

提
出

し
、

そ
の

承
認

を
受

け
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

３
 知

事
は

、
第

１
項

の
承

認
を

し
よ

う
と

す
る

場
合

に
お

い
て

、
原

則
と

し
て

交
付

し
た

補
助

金
の

う

ち
取

得
財

産
等

を
補

助
金

の
交

付
の

目
的

に
反

し
て

使
用

し
、

譲
渡

し
、

交
換

し
、

貸
し

付
け

、
又

は
担

保

に
供

し
た

時
か

ら
財

産
処

分
制

限
期

間
が

経
過

す
る

ま
で

の
期

間
に

相
当

す
る

分
を

返
還

さ
せ

る
も

の
と

す

る
。

 

【
問

題
点

及
び

改
善

策
】

 

上
記

の
と

お
り

、
取

得
財

産
等

を
処

分
等

し
た

場
合

、
そ

の
事

実
を

把
握

し
県

に
申

請
書

を
提

出
し

な

け
れ

ば
な

ら
な

い
責

任
は

助
成

金
の

交
付

を
受

け
た

補
助

事
業

者
で

あ
り

、
県

と
し

て
は

そ
の

処
分

等
が

行

わ
れ

た
と

い
う

事
実

を
直

接
把

握
す

べ
き

責
任

は
な

い
こ

と
に

な
る

 。
 

現
状

、
県

と
し

て
、

取
得

財
産

等
の

状
況

（
処

分
等

を
し

て
い

な
い

か
）

を
直

接
確

認
す

る
仕

組
み

は

設
け

て
お

ら
ず

、
基

本
的

に
補

助
事

象
者

か
ら

の
報

告
を

受
け

る
こ

と
と

な
っ

て
い

る
。

 

し
か

し
、

現
状

の
受

動
的

な
仕

組
み

で
は

、
補

助
事

業
者

に
よ

る
適

時
適

切
な

報
告

を
前

提
と

し
た

も

の
で

あ
り

、
交

付
要

綱
第

12
条

3
項

に
は

、
「

補
助

金
の

う
ち

処
分

等
を

実
施

し
た

時
か

ら
財

産
処

分
制

限
期

間
が

経
過

す
る

ま
で

の
期

間
に

相
当

す
る

分
を

返
還

す
る

」
が

あ
る

こ
と

か
ら

、
補

助
事

業
者

に
よ

る

令
和

2
年

度
事

業
予

算
は

、
6,848,000

円
で

あ
り

、
主

な
内

訳
は

以
下

の
通

り
で

あ
る

。
 

報
酬

 
994,000

円
（

果
樹

試
験

に
係

る
会

計
年

度
任

用
職

員
に

要
す

る
経

費
）

 

需
用

費
 

462,000
円

（
果

樹
試

験
に

係
る

消
耗

品
費

）
 

負
担

金
 

5,250,000
円

（
醸

造
用

甲
州

産
地

育
成

強
化

事
業

費
補

助
金

の
交

付
）

 

（
決

算
）

 

令
和

2
年

度
決

算
額

は
、

6,702,437
円

で
あ

り
、

主
な

内
訳

は
以

下
の

通
り

で
あ

る
。

 

報
酬

 
993,876

円
 

需
用

費
 

462,000
円

 

負
担

金
 

5,105,000
円

 

【
具

体
的

目
標

】
 

成
果

目
標

：
醸

造
用

「
甲

州
」

種
供

給
量

 

H
30

年
 

3,495t 
⇒

 
R
４

年
 

3,900
ｔ

 

【
や

ま
な

し
農

業
基

本
計

画
と

の
関

連
】

 

関
連

す
る

や
ま

な
し

農
業

基
本

計
画

上
の

施
策

概
要

は
以

下
の

通
り

。
 

施
策

３
 

品
目

別
の

生
産

振
興

策
 

（
１

）
果

樹

④
ワ

イ
ナ

リ
ー

の
需

要
に

対
応

し
た

醸
造

用
ぶ

ど
う

の
生

産
拡

大

・
「

甲
州

」
の

生
産

拡
大

・
「

甲
州

」
の

早
期

成
園

化
、

低
コ

ス
ト

化
、

省
力

化
技

術
の

開
発

・
醸

造
用

ぶ
ど

う
の

品
質

向
上

に
向

け
た

栽
培

技
術

の
確

立
・

普
及

と
生

産
者

の
意

識
の

醸
成

・
本

県
に

適
し

た
欧

州
系

品
種

の
選

抜

【
実

施
し

た
監

査
手

続
】

 

・
担

当
者

へ
の

質
問

の
実

施

・
関

連
す

る
資

料
の

閲
覧

【
指

摘
事

項
又

は
意

見
事

項
】

 

№
14 

【【
意意
見見
事事
項項
】】
補補
助助
金金
交交
付付
要要
綱綱
にに
基基
づづ
くく
財財
産産
処処
分分
等等
のの
確確
認認
にに
つつ
いい
てて
（（
果果
樹樹
・・

６６
次次
産産
業業
振振
興興
課課
））

 

交 交
付付
金金
支支
給給
にに
よよ
りり
、、
資資
産産
（（
果果
樹樹
棚棚
等等
））
をを
取取
得得
しし
たた
事事
業業
者者
にに
つつ
いい
てて
、、
補補
助助
金金
交交
付付
要要
綱綱

12
条条
にに
該該
当当
すす
るる
財財
産産
処処
分分
等等
のの
有有
無無
をを
確確
認認
すす
るる
たた
めめ
にに
、、
県県
がが
直直
接接
確確
認認
すす
るる
よよ
うう
なな
モモ
ニニ

タタ
リリ
ンン
ググ
のの
仕仕
組組
みみ
をを
整整
備備
・・
運運
用用
すす
るる
ここ
とと
をを
要要
望望
すす
るる
。。

山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
三
号

令
和
四
年
四
月
二
十
八
日

四
九



3.2.16. やや
まま

なな
しし

スス
ママ

ーー
トト

農農
業業

推推
進進

協協
議議

会会
等等

開開
催催

費費
 

【
事

業
の

概
要

】
 

担
い

手
不

足
に

対
応

し
た

労
力

不
足

や
農

作
業

の
省

力
化

な
ど

、
県

内
で

の
実

装
を

目
指

し
取

り
組

ま

れ
て

い
る

ス
マ

ー
ト

農
業

技
術

の
各

実
証

事
業

の
状

況
報

告
や

共
有

を
は

じ
め

、
産

地
導

入
に

伴
う

問
題

点

の
検

証
や

他
県

で
の

有
用

な
取

組
事

例
の

収
集

な
ど

、
各

委
員

（
ス

マ
ー

ト
農

業
推

進
協

議
会

）
の

専
門

見

地
か

ら
各

種
の

課
題

を
幅

広
く

協
議

を
す

る
こ

と
で

、
よ

り
効

果
的

に
農

業
現

場
へ

普
及

促
進

を
行

う
ス

マ

ー
ト

農
業

の
推

進
協

議
会

を
開

催
す

る
。

さ
ら

に
、

本
県

の
ス

マ
ー

ト
農

業
革

新
計

画
を

策
定

す
る

と
と

も

に
、

農
業

者
が

ス
マ

ー
ト

農
業

を
認

知
す

る
機

会
と

し
て

ス
マ

ー
ト

農
業

展
示

会
を

開
催

す
る

。
 

主
な

事
業

内
容

は
以

下
の

通
り

で
あ

る
。

 

①
や

ま
な

し
ス

マ
ー

ト
農

業
推

進
協

議
会

の
開

催

JA
や

IC
T
ベ

ン
ダ

ー
、

生
産

者
団

体
代

表
、

学
識

経
験

者
及

び
県

で
構

成
し

、
ス

マ
ー

ト
農

業
革

新
計

画
を

策
定

す
る

と
と

も
に

、
ス

マ
ー

ト
事

業
を

先
導

し
て

い
る

自
治

体
に

出
向

き
視

察
等

を
実

施
す

る
。

 

②
ス

マ
ー

ト
農

業
展

示
会

の
開

催

ス
マ

ー
ト

農
業

技
術

に
つ

い
て

、
開

発
メ

ー
カ

ー
を

招
へ

い
し

、
対

象
の

機
械

装
置

の
展

示
説

明
会

や
、

ス
マ

ー
ト

農
業

技
術

の
現

状
と

今
後

の
展

望
を

専
門

家
を

招
き

基
調

講
演

を
実

施
す

る
。

た
だ

し
、

令

和
2
年

度
に

お
い

て
は

未
実

施
。

 

【
目

的
・

法
令

根
拠

等
】

 

「
や

ま
な

し
ス

マ
ー

ト
農

業
推

進
事

業
費

補
助

金
交

付
要

綱
」

に
基

づ
き

執
行

し
て

い
る

。
 

【
予

算
・

決
算

執
行

状
況

の
年

度
推

移
】

 

（
予

算
）

 

令
和

2
年

度
事

業
予

算
は

、
531,000

円
で

あ
り

、
主

な
内

訳
は

以
下

の
通

り
で

あ
る

。
 

補
助

金
 

531,000
円

（
や

ま
な

し
ス

マ
ー

ト
農

業
推

進
協

議
会

へ
の

助
成

金
）

 

（
決

算
）

 

令
和

2
年

度
決

算
額

は
、

106,915
円

で
あ

り
、

主
な

内
訳

は
以

下
の

通
り

で
あ

る
。

 

補
助

金
 

106,915
円

 

【
具

体
的

目
標

】
 

成
果

目
標

：
試

験
研

究
成

果
情

報
数

（
年

間
）

 

H
30

年
 

10
件

 
⇒

 
R
４

年
 

10
件

 

適
時

適
切

な
報

告
が

な
さ

れ
な

い
リ

ス
ク

も
あ

る
。

よ
っ

て
、

県
の

牽
制

機
能

の
一

環
と

し
て

、
適

切
か

つ

効
果

的
な

助
成

金
交

付
事

業
の

実
現

の
観

点
か

ら
、

現
状

の
仕

組
み

は
再

検
討

が
必

要
な

も
の

と
考

え
る

。
 

県
が

農
業

生
産

者
の

農
場

等
に

、
例

え
ば

２
～

３
年

に
一

度
な

ど
定

期
的

に
視

察
を

行
う

と
す

る
と

、

補
助

事
業

者
へ

の
牽

制
機

能
の

効
果

と
し

て
、

取
得

財
産

等
の

処
分

等
が

行
わ

れ
た

場
合

に
、

適
時

に
財

産

処
分

承
認

申
請

書
の

提
出

が
な

さ
れ

る
こ

と
が

期
待

で
き

、
さ

ら
に

農
業

生
産

者
の

現
在

の
経

営
状

態
の

実

地
で

把
握

も
で

き
る

こ
と

か
ら

、
結

果
と

し
て

適
切

か
つ

効
果

的
な

助
成

金
交

付
事

業
の

実
現

だ
け

で
な

く
、

強
い

て
は

農
業

基
本

計
画

の
成

果
に

も
資

す
る

も
の

と
考

え
ら

れ
る

。
 

こ
こ

で
提

案
し

た
定

期
的

な
視

察
は

例
示

で
あ

る
が

、
県

と
し

て
何

ら
か

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
機

能
が

発

揮
で

き
る

体
制

づ
く

り
及

び
そ

の
規

定
等

の
整

備
を

要
望

す
る

。
 

山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
三
号

令
和
四
年
四
月
二
十
八
日

山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
三
号

令
和
四
年
四
月
二
十
八
日

五
〇



3.2.17. 県県
産産

ブブ
ララ

ンン
ドド

果果
実実

海海
外外

品品
種種

登登
録録

推推
進進

事事
業業

費費
 

【
事

業
の

概
要

】
 

近
年

、
国

内
の

優
良

品
種

が
国

外
に

流
出

し
、

無
断

増
殖

し
て

い
る

事
案

が
多

く
発

生
し

て
い

る
。

無

断
増

殖
さ

れ
た

生
産

物
は

、
日

本
へ

の
輸

入
差

し
止

め
は

可
能

で
あ

る
が

、
第

三
国

へ
の

輸
出

は
差

し
止

め

が
で

き
な

い
。

こ
の

よ
う

な
状

況
か

ら
、

本
県

の
オ

リ
ジ

ナ
ル

品
種

の
国

外
へ

の
流

出
及

び
無

断
栽

培
を

防

止
す

る
た

め
、

韓
国

及
び

中
国

に
お

い
て

、
海

外
品

種
登

録
と

商
標

登
録

を
行

っ
て

い
る

（
た

だ
し

、
令

和

２
年

度
に

つ
い

て
は

商
標

登
録

は
未

実
施

）
。

 

【
目

的
・

法
令

根
拠

等
】

 

特
に

根
拠

法
令

・
規

程
等

は
な

い
が

、
海

外
品

種
登

録
と

商
標

登
録

に
つ

い
て

は
業

務
を

委
託

し
て

お

り
、

「
令

和
2
年

度
山

梨
県

オ
リ

ジ
ナ

ル
品

種
海

外
流

出
防

止
対

策
業

務
委

託
契

約
」

及
び

同
「

要
領

」
に

基
づ

き
執

行
し

て
い

る
。

 

【
予

算
・

決
算

執
行

状
況

の
年

度
推

移
】

 

（
予

算
）

 

令
和

2
年

度
事

業
予

算
は

、
10,712,000

円
で

あ
り

、
主

な
内

訳
は

以
下

の
通

り
で

あ
る

。
 

委
託

料
 

10,410,000
円

（
海

外
品

種
登

録
等

に
係

る
業

務
委

託
料

）
 

需
用

費
 

302,000
円

（
栽

培
試

験
用

種
苗

購
入

費
）

 

（
決

算
）

 

令
和

2
年

度
決

算
額

は
、

2,255,511
円

で
あ

り
、

内
訳

は
以

下
の

通
り

で
あ

る
。

 

委
託

料
 

2,075,111
円

 

需
用

費
 

180,400
円

 

【
具

体
的

目
標

】
 

成
果

目
標

：
も

も
オ

リ
ジ

ナ
ル

品
種

『
夢

み
ず

き
』

出
荷

量
（

年
間

）
 

 
H

30
年

 
22

ｔ
 

⇒
 

R
４

年
 

250
ｔ

 

ぶ
ど

う
オ

リ
ジ

ナ
ル

品
種

『
ブ

ラ
ッ

ク
キ

ン
グ

』
出

荷
量

（
年

間
）

 

H
30

年
 

 
―

 
⇒

 
R
４

年
 

100
ｔ

 

【
や

ま
な

し
農

業
基

本
計

画
と

の
関

連
】

 

関
連

す
る

や
ま

な
し

農
業

基
本

計
画

上
の

施
策

概
要

は
以

下
の

通
り

。
 

施
策

３
 

品
目

別
の

生
産

振
興

策
 

（
１

）
果

樹

H
30

年
 

農
業

に
関

す
る

各
種

デ
ー

タ
の

蓄
積

、
活

用
に

よ
る

省

力
化

技
術

の
研

究
、

Ｉ
ｏ

Ｔ
等

を
活

用
し

た
先

進
技

術
の

導
入

を
進

め
て

い
る

。

R4
年

 
Ａ

Ｉ
等

を
活

用
し

、
も

も
の

着
果

量
を

判
断

す
る

シ
ス

テ
ム

や
病

害
虫

の
診

断
シ

ス
テ

ム
な

ど
新

た
な

技
術

が
実

用
化

さ
れ

、
生

産
の

効
率

化
や

高
品

質
化

が
進

ん
で

い

る
。

【
や

ま
な

し
農

業
基

本
計

画
と

の
関

連
】

 

関
連

す
る

や
ま

な
し

農
業

基
本

計
画

上
の

施
策

概
要

は
以

下
の

通
り

。
 

施
策

２
 

農
業

生
産

の
効

率
化

、
農

産
物

の
高

品
質

化
 

（
１

）
ス

マ
ー

ト
農

業
の

推
進

②
Ｉ

ｏ
Ｔ

、
Ｉ

Ｃ
Ｔ

等
の

先
端

技
術

を
活

用
し

た
農

業
の

普
及

促
進

・
Ｉ

ｏ
Ｔ

等
の

先
端

技
術

の
実

証
・

普
及

・
Ｉ

Ｃ
Ｔ

を
活

用
し

た
施

設
ぶ

ど
う

栽
培

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

作
成

・
普

及

・
Ｉ

Ｃ
Ｔ

を
活

用
し

た
施

設
ト

マ
ト

の
栽

培
技

術
の

確
立

・
普

及

・
Ｉ

ｏ
Ｔ

等
の

先
端

技
術

を
活

用
し

た
栽

培
施

設
等

の
導

入
支

援

施
策

３
 

品
目

別
の

生
産

振
興

策
 

（
１

）
果

樹

②
高

品
質

化
、

省
力

化
・

低
コ

ス
ト

化
に

向
け

た
技

術
の

開
発

・
普

及

【
実

施
し

た
監

査
手

続
】

 

・
担

当
者

へ
の

質
問

の
実

施

・
関

連
す

る
資

料
の

閲
覧

【
指

摘
事

項
又

は
意

見
事

項
】

 

特
に

検
出

事
項

と
し

て
記

載
す

る
も

の
は

な
い

。
 

山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
三
号

令
和
四
年
四
月
二
十
八
日

五
一



3.2.18. ６６
次次

産産
業業

化化
ネネ

ッッ
トト

ワワ
ーー

クク
活活

動動
支支

援援
事事

業業
費費

 

【
事

業
の

概
要

】
 

農
林

漁
業

者
の

所
得

や
雇

用
を

増
大

し
、

地
域

活
力

の
向

上
を

図
る

た
め

に
県

が
主

体
と

な
っ

て
6
次

産
業

化
を

推
進

し
て

い
く

必
要

が
あ

り
、

以
下

の
通

り
、

ソ
フ

ト
面

及
び

ハ
ー

ド
面

か
ら

支
援

を
実

施
し

て

い
る

。
 

≪
ソ

フ
ト

面
か

ら
の

支
援

≫
 

①
人

材
育

成
研

修
会

・
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
研

修
の

実
施

6
次

産
業

化
を

実
践

ま
た

は
支

援
す

る
人

材
を

育
成

す
る

た
め

の
研

修
会

を
実

施
す

る
ほ

か
、

6
次

産
業

化
に

取
り

組
む

農
業

者
等

を
対

象
に

、
既

に
6
次

産
業

化
に

取
り

組
ん

で
い

る
事

業
者

の
も

と
で

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

研
修

を
実

施
す

る

②
6
次

産
業

化
サ

ポ
ー

ト
セ

ン
タ

ー
（

県
か

ら
業

者
へ

委
託

）
の

設
置

と
農

業
者

等
へ

の
サ

ポ
ー

ト
活

動

・
相

談
窓

口
の

設
置

・
6
次

産
業

化
を

支
援

す
る

人
材

（
プ

ラ
ン

ナ
ー

、
専

門
家

）
の

選
定

、
登

録
、

派
遣

・
総

合
化

事
業

計
画

の
作

成
、

認
定

支
援

及
び

認
定

後
の

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ

≪
ハ

ー
ド

面
か

ら
の

支
援

≫
 

総
合

化
事

業
計

画
の

認
定

を
受

け
た

事
業

者
に

つ
い

て
、

6
次

産
業

化
に

取
り

組
む

場
合

に
必

要
に

な
る

加
工

施
設

等
の

整
備

に
対

し
助

成
（

補
助

率
は

1/2
以

内
）

を
行

う
。

 

【
目

的
・

法
令

根
拠

等
】

 

そ
れ

ぞ
れ

以
下

の
根

拠
規

定
等

に
基

づ
き

執
行

し
て

い
る

。
 

≪
ソ

フ
ト

面
か

ら
の

支
援

≫
 

・
令

和
2
年

度
や

ま
な

し
6
次

産
業

化
サ

ポ
ー

ト
セ

ン
タ

ー
運

営
業

務
委

託
契

約
及

び
同

仕
様

書

・
令

和
2
年

度
や

ま
な

し
6
次

産
業

化
人

材
育

成
研

修
等

業
務

委
託

契
約

及
び

同
仕

様
書

≪
ハ

ー
ド

面
か

ら
の

支
援

≫
 

6
次

産
業

化
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
活

動
支

援
事

業
費

補
助

金
交

付
要

綱
 

【
予

算
・

決
算

執
行

状
況

の
年

度
推

移
】

 

≪
ソ

フ
ト

面
か

ら
の

支
援

≫
 

（
予

算
）

 

令
和

2
年

度
事

業
予

算
は

、
10,659,000

円
で

あ
り

、
主

な
内

訳
は

以
下

の
通

り
で

あ
る

。
 

 
委

託
料

 
10,659,000

円
（

研
修

会
、

サ
ポ

ー
ト

セ
ン

タ
ー

設
置

業
務

委
託

料
）

 

（
決

算
）

 

①
優

良
品

種
の

開
発

・
普

及

・
オ

リ
ジ

ナ
ル

品
種

等
の

育
成

・
知

的
財

産
権

の
取

得
・

管
理

・
も

も
「

夢
み

ず
き

」
、

ぶ
ど

う
「

ブ
ラ

ッ
ク

キ
ン

グ
」

な
ど

県
オ

リ
ジ

ナ
ル

品
種

の
早

期
産

地
化

 

【
実

施
し

た
監

査
手

続
】

 

・
担

当
者

へ
の

質
問

の
実

施

・
関

連
す

る
資

料
の

閲
覧

【
指

摘
事

項
又

は
意

見
事

項
】

 

特
に

検
出

事
項

と
し

て
記

載
す

る
も

の
は

な
い

。
 

山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
三
号

令
和
四
年
四
月
二
十
八
日

山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
三
号

令
和
四
年
四
月
二
十
八
日

五
二



【
指

摘
事

項
又

は
意

見
事

項
】

 

№
15 

【【
意意
見見
事事
項項
】】
補補
助助
金金
交交
付付
要要
綱綱
にに
基基
づづ
くく
財財
産産
処処
分分
等等
のの
確確
認認
にに
つつ
いい
てて
（（
果果
樹樹
・・

６６
次次
産産
業業
振振
興興
課課
））

 

助 助
成成
金金
をを
使使
用用
しし
、、

6
次次
産産
業業
化化
にに
取取
りり
組組
むむ
場場
合合
にに
必必
要要
にに
なな
るる
加加
工工
施施
設設
等等
のの
整整
備備
をを
行行
っっ
たた

事事
業業
者者
がが
、、
補補
助助
金金
交交
付付
要要
綱綱
第第

13
条条
にに
該該
当当
すす
るる
財財
産産
処処
分分
等等
のの
実実
施施
のの
有有
無無
をを
確確
認認
すす
るる
たた

めめ
にに
、、
県県
がが
直直
接接
確確
認認
すす
るる
よよ
うう
なな
モモ
ニニ
タタ
リリ
ンン
ググ
のの
仕仕
組組
みみ
をを
整整
備備
・・
運運
用用
すす
るる
ここ
とと
をを
要要
望望

すす
るる
。。

 

【
現

状
】

 

6
次

産
業

化
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
活

動
支

援
事

業
費

補
助

金
交

付
要

綱
第

13
条

第
3
項

に
お

い
て

、
助

成
金

の
交

付
を

受
け

た
市

町
村

長
は

、
財

産
処

分
制

限
期

間
を

経
過

す
る

ま
で

、
知

事
の

承
認

を
受

け
ず

に
取

得

財
産

等
を

補
助

金
の

交
付

の
目

的
に

反
し

て
使

用
し

、
取

り
壊

し
、

譲
渡

し
、

交
換

し
、

貸
し

付
け

、
又

は

担
保

に
供

し
て

（
以

下
、

ま
と

め
て

「
処

分
等

」
と

い
う

。
）

は
な

ら
な

い
、

と
さ

れ
、

同
条

第
4
項

に
お

い
て

処
分

等
を

行
う

場
合

、
申

請
書

に
よ

り
知

事
の

承
認

を
受

け
る

必
要

が
あ

る
と

規
定

さ
れ

て
い

る
。

 

な
お

、
財

源
と

し
て

利
用

し
て

い
る

国
の

「
食

料
産

業
・

6
次

産
業

化
交

付
金

実
施

要
綱

」
（

農
林

水
産

省
）

に
お

い
て

は
、

当
該

申
請

書
の

承
認

に
あ

た
っ

て
は

、
「

承
認

基
準

通
知

」
（

※
１

）
に

基
づ

き
そ

の

必
要

性
を

検
討

す
る

旨
を

定
め

て
お

り
、

補
助

金
等

に
係

る
予

算
の

執
行

の
適

正
化

に
関

す
る

法
律

に
は

財

産
の

処
分

等
の

事
由

に
よ

っ
て

は
助

成
金

の
返

還
を

求
め

て
い

る
。

 

※
１

「
補

助
事

業
等

に
よ

り
取

得
し

、
又

は
効

用
の

増
加

し
た

財
産

の
処

分
等

の
承

認
基

準

に
つ

い
て

」
（

平
成

20
年

５
月

23
日

付
け

20
経

第
385

号
農

林
水

産
省

大
臣

官
房

経
理

課
長

通
知

）
 

〔
参

考
〕

≪
6
次

産
業

化
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
活

動
支

援
事

業
費

補
助

金
交

付
要

綱
 

抄
≫

 

（
財

産
の

処
分

の
制

限
）

  

第
１

３
条

 

１
 

略
 

 

２
 補

助
金

等
に

係
る

予
算

の
執

行
の

適
正

化
に

関
す

る
法

律
（

昭
和

 30 年
法

律
第

 179 号
）

第
２

２

条
に

定
め

る
財

産
の

処
分

を
制

限
す

る
期

間
は

、
農

林
畜

水
産

業
関

係
補

助
金

等
交

付
規

則
（

昭
和

31 年

農
林

省
令

第
 18 号

）
第

５
条

に
規

定
す

る
処

分
制

限
期

間
と

す
る

。
 

３
 処

分
を

制
限

さ
れ

た
取

得
財

産
等

に
つ

い
て

は
、

前
項

の
財

産
処

分
制

限
期

間
を

経
過

す
る

ま
で

は
、

知
事

の
承

認
を

受
け

な
い

で
、

取
得

財
産

等
を

補
助

金
の

交
付

の
目

的
に

反
し

て
使

用
し

、
取

り
壊

し
、

譲
渡

し
、

交
換

し
、

貸
し

付
け

、
又

は
担

保
に

供
し

て
は

な
ら

な
い

。
  

令
和

2
年

度
決

算
額

は
、

7,167,241
円

で
あ

り
、

内
訳

は
以

下
の

通
り

で
あ

る
。

 

委
託

料
 

7,167,241
円

 

≪
ハ

ー
ド

面
か

ら
の

支
援

≫
 

（
予

算
）

 

令
和

2
年

度
事

業
予

算
は

、
30,570,000

円
で

あ
り

、
主

な
内

訳
は

以
下

の
通

り
で

あ
る

。
 

 
補

助
金

 
30,570,000

円
（

6
次

産
業

化
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
活

動
支

援
事

業
費

補
助

金
）

 

（
決

算
）

 

令
和

2
年

度
決

算
額

は
、

30,570,000
円

で
あ

り
、

内
訳

は
以

下
の

通
り

で
あ

る
。

 

補
助

金
 

30,570,000
円

 

な
お

当
該

負
担

金
（

補
助

金
）

は
、

農
林

水
産

省
の

「
食

料
産

業
・

６
次

産
業

化
交

付
金

」
を

全
額

財

源
と

し
て

い
る

。
 

【
具

体
的

目
標

】
 

成
果

目
標

：
6
次

産
業

化
事

業
の

新
規

取
り

組
み

数
 

H
30

年
 

92
経

営
体

 
⇒

 
R
４

年
 

132
経

営
体

 

【
や

ま
な

し
農

業
基

本
計

画
と

の
関

連
】

 

関
連

す
る

や
ま

な
し

農
業

基
本

計
画

上
の

施
策

概
要

は
以

下
の

通
り

。
 

施
策

５
 

地
域

の
農

産
物

の
利

用
促

進
 

（
１

）
地

域
資

源
を

活
用

し
た

6
次

産
業

化
の

促
進

①
６

次
産

業
化

支
援

体
制

の
強

化

・
６

次
産

業
化

に
取

り
組

む
人

材
を

育
成

す
る

研
修

会
・

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

の
実

施

・
６

次
産

業
化

サ
ポ

ー
ト

セ
ン

タ
ー

に
お

け
る

専
門

家
等

の
派

遣
に

よ
る

商
品

開
発

や
販

路
開

拓
な

ど

へ
の

支
援

 

②
県

産
農

産
物

を
活

用
し

た
新

た
な

加
工

品
開

発
の

促
進

と
販

売
支

援

・
開

発
し

た
加

工
品

の
生

産
拡

大
に

向
け

た
施

設
・

機
材

の
整

備
へ

の
支

援

（
２

）
地

産
地

消
・

地
産

訪
消

の
促

進
に

向
け

た
販

売
集

客
拠

点
の

整
備

等
へ

の
支

援

②
農

産
物

直
売

所
等

の
施

設
整

備
へ

の
支

援

・
地

域
の

農
産

物
直

売
所

、
農

産
物

加
工

施
設

等
の

整
備

へ
の

支
援

・
６

次
産

業
化

・
地

産
地

消
法

に
基

づ
く

総
合

化
事

業
計

画
策

定
へ

の
支

援

【
実

施
し

た
監

査
手

続
】

 

・
担

当
者

へ
の

質
問

の
実

施

・
関

連
す

る
資

料
の

閲
覧

山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
三
号

令
和
四
年
四
月
二
十
八
日

五
三



3.2.19. 就就
農農

支支
援援

セセ
ンン

タタ
ーー

事事
業業

費費
補補

助助
金金

 

【
事

業
の

概
要

】
 

農
業

の
担

い
手

を
確

保
・

育
成

す
る

た
め

、
山

梨
県

就
農

支
援

セ
ン

タ
ー

が
実

施
す

る
農

業
・

農
村

に

見
識

の
高

い
就

農
支

援
マ

ネ
ー

ジ
ャ

ー
に

よ
る

就
農

相
談

活
動

や
就

農
啓

発
活

動
等

の
事

業
に

対
し

助
成

す

る
。

 

山
梨

県
就

農
支

援
セ

ン
タ

ー
は

公
益

財
団

法
人

山
梨

農
業

振
興

公
社

に
設

置
し

、
一

元
的

に
就

農
や

農

地
に

関
す

る
情

報
を

管
理

す
る

。
 

セ
ン

タ
ー

の
主

な
業

務
は

下
記

と
な

る
。

就
農

相
談

活
動

 

・
就

農
支

援
マ

ネ
ー

ジ
ャ

ー
2
名

の
設

置
（

県
O

B
）

・
相

談
活

動
と

就
農

サ
ポ

ー
ト

支
援

・
無

料
職

業
紹

介
所

と
し

て
、

農
業

生
産

法
人

等
へ

の
就

業
を

斡
旋

・
農

業
大

学
校

へ
の

入
校

、
研

修
等

指
導

就
農

相
談

会
の

開
催

 

・
県

内
外

で
の

就
農

相
談

会
の

開
催

（
東

京
や

大
阪

等
で

の
開

催
）

就
農

啓
発

活
動

 

・
農

業
関

係
イ

ベ
ン

ト
等

で
の

啓
発

活
動

（
チ

ラ
シ

等
）

就
農

支
援

資
金

貸
付

業
務

 

・
た

だ
し

就
農

支
援

資
金

に
つ

い
て

は
平

成
26

年
度

よ
り

貸
付

主
体

が
日

本
政

策
金

融
公

庫
に

変
更

さ

れ
（

青
年

等
就

農
資

金
）

、
既

に
公

社
で

の
貸

付
事

業
は

終
了

し
て

お
り

、
現

在
は

公
社

に
お

い
て

償
還

事

務
を

す
る

の
み

。
こ

の
事

務
経

費
は

当
補

助
事

業
に

含
ま

れ
て

交
付

さ
れ

る
が

、
決

算
上

は
別

事
業

（
償

還

事
業

事
務

費
）

で
計

上
さ

れ
て

い
る

。
 

補
助

対
象

・
実

施
主

体
：

 

公
益

財
団

法
人

山
梨

県
農

業
振

興
公

社
（

就
農

支
援

セ
ン

タ
ー

設
置

主
体

）
 

補
助

金
の

主
な

対
象

経
費

は
就

農
支

援
マ

ネ
ー

ジ
ャ

ー
の

人
件

費
で

あ
る

。
 

近
年

は
コ

ロ
ナ

禍
の

影
響

で
県

外
で

の
イ

ベ
ン

ト
も

難
し

い
状

況
で

あ
る

。
窓

口
相

談
も

対
面

に
な

る

こ
と

か
ら

、
オ

ン
ラ

イ
ン

で
の

相
談

業
務

を
比

較
的

増
や

す
こ

と
で

対
応

し
て

い
る

。
 

【
目

的
・

法
令

根
拠

等
】

 

目
的

：
本

県
の

農
業

・
農

村
の

将
来

を
担

う
意

欲
あ

る
優

れ
た

青
年

等
の

確
保

・
育

成
と

円
滑

な
就

農

の
推

進
を

支
援

す
る

。
 

４
 市

町
村

長
は

、
前

項
の

承
認

を
受

け
よ

う
と

す
る

場
合

は
、

財
産

処
分

承
認

申
請

書
（

様
式

第
９

号
）

を
知

事
に

提
出

し
、

そ
の

承
認

を
受

け
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

原
則

と
し

て
、

事
業

者
が

取
得

財
産

等
の

処
分

等
を

行
う

場
合

、
助

成
金

の
交

付
を

受
け

た
市

町
村

長

が
申

請
書

を
提

出
し

、
知

事
の

承
認

を
受

け
る

義
務

を
負

っ
て

お
り

、
県

と
し

て
は

そ
の

申
請

が
あ

っ
た

場

合
、

そ
の

承
認

を
す

る
義

務
が

あ
る

の
み

で
あ

る
。

ま
た

同
じ

く
、

県
は

そ
の

財
源

を
国

の
食

料
産

業
・

6

次
産

業
化

交
付

金
に

よ
っ

て
お

り
、

補
助

金
等

に
係

る
予

算
の

執
行

の
適

正
化

に
関

す
る

法
律

に
基

づ
き

、

同
じ

く
国

か
ら

承
認

を
受

け
る

必
要

が
あ

る
と

と
も

に
、

処
分

等
事

由
に

よ
っ

て
は

返
還

の
必

要
が

あ
る

。
 

【
問

題
点

及
び

改
善

策
】

 

令
和

2
年

度
の

補
助

対
象

と
な

っ
た

6
次

産
業

化
の

た
め

の
加

工
設

備
の

総
投

資
額

（
交

付
対

象
事

業

費
）

は
、

合
計

で
６

３
，

２
６

２
千

円
で

あ
り

、
う

ち
３

０
，

５
７

０
千

円
が

助
成

さ
れ

て
い

る
。

 

現
状

、
県

と
し

て
、

交
付

要
綱

に
基

づ
く

取
得

財
産

等
の

状
況

（
処

分
等

を
し

て
い

な
い

か
）

を
直

接

確
認

す
る

仕
組

み
は

設
け

て
お

ら
ず

、
基

本
的

に
補

助
事

象
者

か
ら

の
報

告
を

受
け

る
こ

と
し

て
い

る
。

 

し
か

し
、

現
状

の
受

動
的

な
仕

組
み

で
は

、
補

助
事

業
者

に
よ

る
適

時
適

切
な

報
告

を
前

提
と

し
た

も

の
で

あ
り

、
【

現
状

】
に

記
載

の
通

り
、

処
分

事
由

に
よ

っ
て

は
補

助
金

を
返

還
す

る
必

要
が

あ
る

こ
と

か

ら
、

補
助

事
業

者
に

よ
る

適
時

適
切

な
報

告
が

な
さ

れ
な

い
リ

ス
ク

も
あ

る
。

よ
っ

て
、

県
の

牽
制

機
能

の

一
環

と
し

て
、

適
切

か
つ

効
果

的
な

助
成

金
交

付
事

業
の

実
現

の
観

点
か

ら
、

現
状

の
仕

組
み

は
再

検
討

が

必
要

な
も

の
と

考
え

る
。

 

県
が

農
業

生
産

者
の

農
場

等
に

、
例

え
ば

２
～

３
年

に
一

度
な

ど
定

期
的

に
視

察
を

行
う

と
す

る
と

、

補
助

事
業

者
へ

の
牽

制
機

能
の

効
果

と
し

て
、

取
得

財
産

等
の

処
分

等
が

行
わ

れ
た

場
合

に
、

適
時

に
財

産

処
分

承
認

申
請

書
の

提
出

が
な

さ
れ

る
こ

と
が

期
待

で
き

、
さ

ら
に

農
業

生
産

者
の

現
在

の
経

営
状

態
の

実

地
で

把
握

も
で

き
る

こ
と

か
ら

、
結

果
と

し
て

適
切

か
つ

効
果

的
な

助
成

金
交

付
事

業
の

実
現

だ
け

で
な

く
、

強
い

て
は

農
業

基
本

計
画

の
成

果
に

も
資

す
る

も
の

と
考

え
ら

れ
る

。
 

こ
こ

で
提

案
し

た
定

期
的

な
視

察
は

例
示

で
あ

る
が

、
県

と
し

て
何

ら
か

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
機

能
が

発

揮
で

き
る

体
制

づ
く

り
及

び
そ

の
規

定
等

の
整

備
を

要
望

す
る
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梨
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相
談

件
数

が
就

農
件

数
に

直
結

す
る

訳
で

は
な

く
、

相
談

者
に

よ
っ

て
就

農
へ

の
本

気
度

に
温

度
差

が

あ
る

事
も

事
実

で
あ

り
、

こ
の

比
率

で
事

業
の

効
率

性
を

は
か

る
こ

と
は

で
き

な
い

。
 

効
率

性
に

つ
い

て
定

量
的

な
成

果
目

標
は

設
定

し
に

く
い

事
業

で
あ

る
こ

と
は

理
解

で
き

る
。

 

【
問

題
点

及
び

改
善

策
】

 

た
だ

し
、

補
助

金
の

効
果

を
測

定
す

る
う

え
で

、
補

助
事

業
に

効
率

性
が

あ
る

か
を

何
ら

か
の

方
法

で

検
証

し
、

事
業

の
改

善
に

繋
げ

て
い

く
体

制
も

有
用

で
あ

る
（（

監監
査査

意意
見見

№№
01

№№
02

参参
照照

））
。

 

相
談

者
へ

の
オ

ン
ラ

イ
ン

で
の

ア
ン

ケ
ー

ト
に

よ
る

回
答

の
分

析
は

、
業

務
上

の
問

題
点

の
発

見
や

品

質
向

上
に

つ
な

が
る

。
本

事
業

は
こ

の
方

法
が

比
較

的
容

易
か

つ
効

果
的

な
事

業
で

あ
る

と
考

え
ら

れ
る

。

相
談

者
か

ら
も

っ
と

こ
う

い
う

情
報

や
ア

ド
バ

イ
ス

が
欲

し
か

っ
た

等
、

具
体

的
な

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
の

声

を
聞

く
こ

と
が

、
一

層
の

事
業

の
改

善
に

つ
な

が
る

と
思

料
す

る
。

 

根
拠

法
令

等
：

 

農
業

経
営

基
盤

強
化

促
進

法
 

山
梨

県
就

農
支

援
セ

ン
タ

ー
事

業
費

補
助

金
交

付
要

綱
 

【
予

算
・

決
算

執
行

状
況

の
年

度
推

移
】

 
（

単
位

：
千

円
）

 

平
成

30
年

度
 

平
成

31
年

度
 

令
和

2
年

度
 

予
算

額
7,225 

7,296 
7,377 

決
算

額
7,225 

7,132 
7,239 

【
具

体
的

目
標

】
 

新
規

就
農

数
と

就
農

定
着

率
 

【
や

ま
な

し
農

業
基

本
計

画
と

の
関

連
】

 

稼
ぐ

力
を

最
大

限
発

揮
で

き
る

環
境

整
備

 

１
 

成
長

産
業

化
に

向
け

た
担

い
手

の
確

保
・

育
成

 

（
１

）
新

規
就

農
者

や
参

入
企

業
の

確
保

・
育

成

①
就

農
促

進
体

制
の

強
化

【
実

施
し

た
監

査
手

続
】

 

事
業

内
容

を
ヒ

ア
リ

ン
グ

し
、

関
連

す
る

書
類

を
閲

覧
し

た
。

 

【
指

摘
事

項
又

は
意

見
事

項
】

 

№
16 

【【
意意
見見
事事
項項
】】
事事
業業
のの
効効
率率
性性
のの
検検
証証
にに
つつ
いい
てて
（（
担担
いい
手手
・・
農農
地地
対対
策策
課課
））

 

補 補
助助
金金
のの
効効
果果
をを
測測
定定
すす
るる
うう
ええ
でで
、、
補補
助助
事事
業業
にに
効効
率率
性性
がが
ああ
るる
かか
をを
何何
らら
かか
のの
方方
法法
でで
検検
証証

しし
、、
事事
業業
のの
改改
善善
にに
繋繋
げげ
てて
いい
くく
具具
体体
的的
なな
方方
法法
をを
確確
立立
すす
るる
ここ
とと
をを
要要
望望
すす
るる
。。

 

【
現

状
】

 

相
談

業
務

の
質

に
つ

い
て

相
談

者
か

ら
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

を
受

け
る

具
体

的
な

方
法

を
策

定
し

て
、

業

務
の

質
の

向
上

に
よ

る
効

率
化

の
余

地
が

あ
る

と
考

え
ら

れ
る

。
 

新
規

就
農

者
の

増
加

を
目

指
す

こ
と

が
本

事
業

の
目

的
で

あ
り

、
実

際
に

推
移

を
見

る
と

相
談

か
ら

就

農
に

至
っ

た
人

数
も

増
え

て
お

り
、

事
業

に
は

一
定

の
有

効
性

が
認

め
ら

れ
る

。
 

こ
こ

数
年

の
実

績
で

み
る

と
、

例
え

ば
平

成
30

年
度

で
は

就
農

ま
で

至
っ

た
の

は
相

談
者

273
人

に
対

し
て

20
人

程
度

の
実

績
と

な
っ

て
い

る
。
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国
費

を
財

源
と

で
き

る
重

要
な

事
業

で
あ

る
に

も
か

か
わ

ら
ず

、
実

施
額

は
年

々
減

少
し

て
い

る
。

国

の
予

算
は

県
の

意
向

の
み

で
は

決
ま

ら
ず

十
分

に
確

保
す

る
こ

と
は

困
難

だ
が

、
県

と
し

て
は

割
り

当
て

ら

れ
る

予
算

を
十

分
に

活
用

す
る

こ
と

を
要

望
す

る
。

 

交
付

実
績

（
準

備
型

・
経

営
開

始
型

合
計

）
 

（
単

位
：

人
）

 
平

成
27

年
度

 
平

成
28

年
度

 
平

成
29

年
度

 
平

成
30

年
度

 
平

成
31

年
度

 
令

和
2
年

度
 

山
梨

県
245 

223 
209 

169 
131 

123 
全

国
14,107 

14,779 
15,014 

13,674 
12,509 

未
公

表

（
出

典
：

農
林

水
産

省
H

P
。

 
た

だ
し

令
和

2
年

度
は

農
政

部
提

供
デ

ー
タ

）
 

※
な

お
、

「
就

農
定

着
支

援
制

度
推

進
事

業
」

「
や

ま
な

し
あ

ぐ
り

ゼ
ミ

ナ
ー

ル
設

置
事

業
費

補
助

金
」

は
同

事
業

と
関

連
が

深
い

た
め

各
々

を
参

照
の

こ
と

。
 

【
目

的
・

法
令

根
拠

等
】

 

目
的

：
 

国
の

農
業

次
世

代
人

材
投

資
事

業
を

活
用

し
、

次
世

代
を

担
う

農
業

者
と

な
る

こ
と

を
志

向
し

、
就

農

に
向

け
て

研
修

を
受

け
る

者
及

び
次

世
代

を
担

う
農

業
者

と
な

る
こ

と
を

志
向

す
る

経
営

開
始

直
後

の
農

業

者
に

対
し

て
、

資
金

の
交

付
を

行
う

こ
と

で
就

農
意

欲
の

喚
起

を
図

り
、

新
規

就
農

者
を

増
加

さ
せ

る
こ

と

に
よ

り
持

続
可

能
な

農
業

を
実

現
す

る
。

 

根
拠

法
令

等
：

 

農
業

人
材

力
強

化
総

合
支

援
事

業
実

施
要

綱
 

山
梨

県
農

業
次

世
代

人
材

投
資

資
金

交
付

事
業

費
補

助
金

交
付

要
綱

 

【
予

算
・

決
算

執
行

状
況

の
年

度
推

移
】

 
（

単
位

：
千

円
）

 

平
成

30
年

度
 

平
成

31
年

度
 

令
和

2
年

度
 

予
算

額
279,895 

257,397 
231,148 

決
算

額
191,269 

162,282 
158,691 

【
具

体
的

目
標

】
 

準
備

型
：

 

交
付

対
象

者
の

内
、

研
修

終
了

後
1
年

以
内

に
就

農
し

た
者

の
割

合
 

90
％

 

経
営

開
始

型
：

 

交
付

対
象

者
の

内
、

経
営

開
始

8
年

目
ま

で
農

業
経

営
を

継
続

し
て

い
る

者
の

割
合

 
90

％
 

3.2.20. 農農
業業

次次
世世

代代
人人

材材
投投

資資
資資

金金
交交

付付
事事

業業
費費

 

【
事

業
の

概
要

】
 

次
世

代
を

担
う

農
業

者
に

な
る

こ
と

を
志

向
す

る
者

に
対

し
、

就
農

前
の

研
修

段
階

（
2
年

以
内

）
及

び

経
営

が
不

安
定

な
就

農
直

後
（

5
年

以
内

）
の

経
営

確
立

に
資

す
る

生
活

資
金

を
交

付
す

る
も

の
。

 

前
者

を
準

備
型

、
後

者
を

経
営

開
始

型
と

呼
ぶ

。
 

国
の

政
策

に
よ

り
実

施
さ

れ
る

事
業

で
あ

り
、

研
修

生
へ

の
助

成
を

補
助

金
の

形
で

、
研

修
生

に
直

接

（
準

備
型

の
場

合
）

、
あ

る
い

は
市

町
村

を
通

じ
て

（
経

営
開

始
型

の
場

合
）

交
付

す
る

。
 

補
助

金
の

他
、

新
規

就
農

者
の

交
流

会
の

経
費

が
あ

る
。

 

補
助

金
の

概
要

 

＜
準

備
型

＞
 

交
付

主
体

：
山

梨
県

 

交
付

額
：

年
間

最
大

150
万

円
（

最
長

2
年

間
）

 

実
施

主
体

：
各

研
修

生
 

＜
経

営
開

始
型

＞
 

交
付

主
体

：
市

町
村

 

交
付

額
：

経
営

開
始

初
年

度
は

年
間

150
万

円
、

 

経
営

開
始

2
年

目
以

降
は

所
得

に
よ

り
変

動
す

る
（

最
長

5
年

間
）

 

実
施

主
体

：
各

就
農

者
 

令
和

2
年

度
実

績
で

準
備

型
13

名
、

経
営

開
始

型
110

名
。

 

本
事

業
は

国
の

制
度

に
基

づ
く

も
の

あ
り

、
事

業
費

全
額

に
つ

い
て

国
費

を
財

源
と

し
て

い
る

。
 

就
農

希
望

者
が

最
大

年
間

150
万

円
、

最
長

7
年

間
と

い
う

生
活

費
の

助
成

を
国

費
で

受
け

る
こ

と
が

で
き

る
制

度
で

あ
る

た
め

、
予

算
の

限
ら

れ
た

山
梨

県
に

お
け

る
就

農
者

増
加

策
に

お
い

て
重

要
な

事
業

で

あ
る

と
言

え
る

。
 

な
お

令
和

2
年

度
は

、
準

備
型

と
同

一
の

内
容

で
就

職
氷

河
期

世
代

の
新

規
就

農
促

進
事

業
が

実
施

さ

れ
て

い
る

。
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梨
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【
問

題
点

及
び

改
善

策
】

 

炎
天

下
の

8
月

に
屋

外
作

業
を

259
時

間
す

る
こ

と
に

関
し

て
生

じ
る

熱
中

症
等

の
傷

害
リ

ス
ク

は
、

個
人

差
が

あ
り

一
概

に
は

言
え

な
い

が
、

決
し

て
低

い
と

言
い

切
る

こ
と

は
で

き
な

い
。

 

研
修

作
業

報
告

を
受

け
る

県
と

し
て

は
、

研
修

時
間

や
作

業
内

容
に

関
す

る
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
の

一
環

と

し
て

、
労

務
リ

ス
ク

と
同

様
の

リ
ス

ク
に

も
目

を
配

り
、

事
故

が
発

生
し

た
場

合
の

報
告

を
明

文
化

す
る

な

ど
研

修
生

の
安

全
に

も
留

意
す

る
こ

と
を

要
望

す
る

。
 

ま
た

、
予

防
策

と
し

て
各

ア
グ

リ
マ

ス
タ

ー
に

事
前

に
周

知
す

る
こ

と
が

有
用

と
考

え
る

。
 

【
や

ま
な

し
農

業
基

本
計

画
と

の
関

連
】

 

稼
ぐ

力
を

最
大

限
発

揮
で

き
る

環
境

整
備

 

１
 

成
長

産
業

化
に

向
け

た
担

い
手

の
確

保
・

育
成

 

（
１

）
新

規
就

農
者

や
参

入
企

業
の

確
保

・
育

成

②
就

農
定

着
に

向
け

た
仕

組
み

づ
く

り

【
実

施
し

た
監

査
手

続
】

 

事
業

内
容

を
ヒ

ア
リ

ン
グ

し
、

関
連

す
る

書
類

を
閲

覧
し

た
。

 

【
指

摘
事

項
又

は
意

見
事

項
】

 

№
17 

【【
意意
見見
事事
項項
】】
事事
業業
のの
モモ
ニニ
タタ
リリ
ンン
ググ
のの
充充
実実
にに
つつ
いい
てて
（（
担担
いい
手手
・・
農農
地地
対対
策策
課課
））

 

事 事
業業
をを
所所
管管
すす
るる
課課
にに
おお
いい
てて
もも
、、
研研
修修
のの
現現
場場
作作
業業
にに
おお
けけ
るる
傷傷
害害
保保
険険
適適
用用
事事
案案
発発
生生
にに
対対

処処
すす
るる
たた
めめ
、、
予予
防防
とと
モモ
ニニ
タタ
リリ
ンン
ググ
をを
充充
実実
すす
るる
ここ
とと
をを
要要
望望
すす
るる
。。

 

【
現

状
】

 

あ
る

準
備

型
（

就
職

氷
河

期
世

代
の

新
規

就
農

促
進

事
業

）
の

研
修

生
の

研
修

状
況

報
告

書
に

よ
る

と
、

8
月

の
月

間
研

修
時

間
が

259
時

間
（

な
お

5
月

か
ら

10
月

の
半

年
間

で
1,200

時
間

）
と

な
っ

て
お

り
、

週
6
日

で
ほ

ぼ
毎

日
10

時
間

を
超

え
る

研
修

を
受

け
て

い
る

。
 

こ
の

他
、

研
修

生
は

や
ま

な
し

あ
ぐ

り
ゼ

ミ
ナ

ー
ル

に
お

い
て

座
学

（
年

30
時

間
程

度
）

を
受

講
す

る

こ
と

と
さ

れ
て

お
り

、
研

修
生

が
相

当
に

タ
イ

ト
な

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

に
お

か
れ

て
い

る
と

予
想

さ
れ

る
。

 

現
場

で
の

作
業

は
あ

く
ま

で
研

修
で

あ
り

労
働

で
は

な
い

。
た

だ
し

、
労

働
の

定
義

が
「

労
働

場
所

や

作
業

を
指

示
さ

れ
、

時
間

を
拘

束
さ

れ
、

体
を

使
い

労
働

力
を

提
供

し
対

価
が

支
払

わ
れ

る
も

の
」

と
考

え

る
と

、
研

修
内

容
の

大
半

が
栽

培
管

理
（

収
穫

・
出

荷
・

剪
定

・
播

種
等

）
で

あ
り

、
屋

外
作

業
と

予
想

さ

れ
、

そ
の

実
態

は
労

働
に

近
い

も
の

と
推

測
さ

れ
る

。
 

な
お

交
付

さ
れ

る
金

額
を

給
与

手
当

と
考

え
た

場
合

、
時

給
お

よ
そ

482
円

と
な

る
。

 

研
修

生
に

傷
害

保
険

加
入

が
強

制
さ

れ
る

の
は

、
作

業
内

容
か

ら
判

断
し

て
一

定
の

リ
ス

ク
が

あ
る

た

め
と

思
わ

れ
る

。
 

現
状

で
は

、
研

修
に

お
け

る
傷

害
保

険
適

用
事

案
の

発
生

の
報

告
を

県
が

受
け

る
こ

と
は

明
文

化
さ

れ

て
お

ら
ず

、
県

で
は

こ
れ

ま
で

傷
害

保
険

適
用

事
例

は
把

握
し

て
い

な
い

。
 

山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
三
号

令
和
四
年
四
月
二
十
八
日

五
七



【
予

算
・

決
算

執
行

状
況

の
年

度
推

移
】

 
（

単
位

：
千

円
）

 

平
成

30
年

度
 

平
成

31
年

度
 

令
和

2
年

度
 

予
算

現
額

‐
‐

7,437 
決

算
額

‐
‐

5,786 
令

和
2
年

度
か

ら
の

新
規

事
業

で
あ

る
。

 

【
具

体
的

目
標

】
 

具
体

的
な

成
果

指
標

な
し

。
 

【
や

ま
な

し
農

業
基

本
計

画
と

の
関

連
】

 

稼
ぐ

力
を

最
大

限
発

揮
で

き
る

環
境

整
備

 

１
 

成
長

産
業

化
に

向
け

た
担

い
手

の
確

保
・

育
成

 

（
１

）
新

規
就

農
者

や
参

入
企

業
の

確
保

・
育

成

②
就

農
定

着
に

向
け

た
仕

組
み

づ
く

り

【
実

施
し

た
監

査
手

続
】

 

事
業

内
容

を
ヒ

ア
リ

ン
グ

し
、

関
連

す
る

書
類

を
閲

覧
し

た
。

 

【
指

摘
事

項
又

は
意

見
事

項
】

 

№
18 

【【
意意
見見
事事
項項
】】
畜畜
産産
業業
のの
新新
規規
就就
農農
希希
望望
者者
のの
技技
術術
研研
修修
体体
制制
整整
備備
にに
つつ
いい
てて
（（
担担
いい

手手
・・
農農
地地
対対
策策
課課
））

 

畜 畜
産産
業業
のの
新新
規規
就就
農農
希希
望望
者者
がが
、、
準準
備備
型型
のの
要要
件件
をを
満満
たた
すす
たた
めめ
にに
必必
要要
なな
技技
術術
研研
修修
をを
受受
けけ
らら

れれ
るる
体体
制制
のの
整整
備備
をを
要要
望望
すす
るる
。。

 

【
現

状
】

 

本
事

業
に

お
い

て
基

礎
的

な
農

業
技

術
の

研
修

を
担

う
県

内
で

登
録

さ
れ

て
い

る
先

進
農

家
（

ア
グ

リ

マ
ス

タ
ー

）
に

つ
い

て
は

、
分

類
別

に
集

計
す

る
と

下
記

の
と

お
り

と
な

っ
て

い
る

。

3.2.21. やや
まま

なな
しし

ああ
ぐぐ

りり
ゼゼ

ミミ
ナナ

ーー
ルル

設設
置置

事事
業業

費費
補補

助助
金金

 

【
事

業
の

概
要

】
 

新
規

就
農

者
を

確
保

す
る

た
め

、
就

農
に

必
要

と
な

る
基

礎
的

な
技

術
や

知
識

が
不

足
す

る
者

を
対

象

と
し

た
研

修
事

業
に

対
し

助
成

す
る

。
 

交
付

先
・

実
施

主
体

：
 

 

公
益

財
団

法
人

山
梨

県
農

業
振

興
公

社
（

あ
ぐ

り
ゼ

ミ
ナ

ー
ル

設
置

主
体

）
 

対
象

者
：

 

新
規

参
入

者
、

新
た

に
自

営
に

よ
る

経
営

を
開

始
す

る
者

（
た

だ
し

畜
産

は
雇

用
就

農
も

対
象

）
 

講
師

：
 

技
術

実
習

：
ア

グ
リ

マ
ス

タ
ー

 

座
学

：
外

部
講

師
・

県
職

員
等

 

ア
グ

リ
マ

ス
タ

ー
や

講
師

の
報

償
費

は
農

業
振

興
公

社
が

支
出

し
、

こ
の

他
、

研
修

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ

の
人

件
費

や
諸

経
費

も
含

め
、

事
業

経
費

の
全

額
に

対
し

て
県

が
補

助
し

て
い

る
。

 

研
修

生
の

研
修

手
当

は
農

業
次

世
代

人
材

投
資

資
金

（
準

備
型

）
（

以
下

、
準

備
型

と
呼

ぶ
）

を
利

用

し
て

お
り

、
財

源
は

国
補

に
よ

る
。

（
年

間
 

最
大

150
万

円
/人

）
 

農
業

振
興

公
社

に
研

修
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

を
設

置
し

、
ゼ

ミ
ナ

ー
ル

を
通

し
て

ア
グ

リ
マ

ス
タ

ー
等

の

も
と

で
の

技
術

実
習

や
経

営
管

理
等

の
講

義
を

組
み

合
わ

せ
た

研
修

の
実

施
を

す
る

も
の

で
あ

る
。

研
修

コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

は
そ

の
調

整
役

を
し

て
い

る
。

 

な
お

、
令

和
2
年

度
よ

り
ア

グ
リ

マ
ス

タ
ー

等
の

先
進

農
家

等
で

直
接

研
修

を
受

け
る

者
が

準
備

型
の

支
援

対
象

外
と

な
り

、
こ

れ
ま

で
通

り
の

形
で

就
農

定
着

支
援

制
度

推
進

事
業

を
継

続
す

る
こ

と
が

で
き

な

く
な

っ
た

た
め

、
認

定
研

修
機

関
を

利
用

し
た

新
規

事
業

を
立

ち
上

げ
て

準
備

型
の

要
件

が
満

た
せ

る
よ

う

に
新

た
に

ス
タ

ー
ト

さ
せ

た
も

の
が

同
事

業
で

あ
る

。
 

【
目

的
・

法
令

根
拠

等
】

 

目
的

：
 

農
業

振
興

公
社

を
研

修
実

施
主

体
と

し
た

、
実

践
的

な
技

術
習

得
と

就
農

に
必

要
な

基
礎

的
な

知
識

習

得
を

行
う

新
た

な
研

修
制

度
を

構
築

し
、

新
規

就
農

者
の

確
保

・
育

成
を

図
る

。
 

根
拠

法
令

等
：

 

や
ま

な
し

あ
ぐ

り
ゼ

ミ
ナ

ー
ル

設
置

事
業

費
補

助
金

交
付

要
綱

 

山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
三
号

令
和
四
年
四
月
二
十
八
日

山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
三
号

令
和
四
年
四
月
二
十
八
日

五
八



実
施

報
告

書
に

添
付

さ
れ

る
収

支
決

算
に

お
い

て
記

載
さ

れ
る

推
進

事
業

費
の

実
績

金
額

が
予

算
額

と

同
額

に
な

っ
て

い
る

。
こ

れ
は

、
推

進
事

業
費

の
う

ち
事

務
費

に
つ

い
て

ゼ
ミ

ナ
ー

ル
に

お
け

る
実

際
の

経

費
が

予
算

を
超

え
て

い
る

た
め

で
あ

る
。

予
算

超
過

し
た

分
は

実
施

主
体

で
あ

る
県

農
業

振
興

公
社

が
自

己

負
担

し
て

い
る

。
 

実
際

に
補

助
対

象
先

で
こ

の
事

業
で

費
や

し
た

コ
ス

ト
を

県
へ

の
報

告
資

料
で

は
認

識
で

き
な

い
。

 

実
績

報
告

に
添

付
さ

れ
る

内
訳

表
（

抜
粋

）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

単
位

：
円

）
 

推
進

事
業

費

項
目

予
算

額
実

績

人
件

費
1,626,648 

1,600,008 
郵

便
・

消
耗

品
・

ガ
ソ

リ

ン
代

他
99,580 

126,490 

小
計

1,726,498 
1,726,498 

【
問

題
点

及
び

改
善

策
】

 

補
助

金
が

目
的

ど
お

り
支

出
さ

れ
補

助
対

象
外

の
も

の
に

支
出

さ
れ

て
い

な
い

か
、

効
率

的
に

支
出

さ

れ
て

い
る

か
ど

う
か

の
判

断
に

お
い

て
、

予
算

と
の

対
比

で
実

績
金

額
を

把
握

す
る

た
め

に
収

支
決

算
を

添

付
す

る
も

の
と

考
え

る
。

 

ま
た

、
翌

期
の

予
算

設
計

に
際

し
て

実
際

の
事

業
に

要
す

る
経

費
が

把
握

さ
れ

て
い

な
い

と
適

切
な

予

算
策

定
が

で
き

な
い

可
能

性
が

あ
る

。
特

に
同

事
業

は
、

当
年

度
よ

り
新

規
に

開
始

さ
れ

た
事

業
で

あ
り

実

績
が

な
い

分
予

算
策

定
が

比
較

的
難

し
い

と
思

わ
れ

る
。

実
施

報
告

に
お

い
て

実
際

額
を

報
告

さ
せ

る
形

式

の
方

が
、

事
業

の
実

態
を

把
握

し
て

柔
軟

な
対

応
が

で
き

る
の

で
は

な
い

か
と

思
わ

れ
る

。
 

登
録

ア
グ

リ
マ

ス
タ

ー
件

数
（

令
和

3
年

8
月

時
点

）
 

分
類

件
数

果
樹

182 
複

合
（

果
樹

・
野

菜
・

水
稲

の
う

ち
複

数
）

62 
野

菜
34 

茶
2 

畜
産

0 
（

出
典

：
農

政
部

作
成

資
料

よ
り

）
 

【
問

題
点

及
び

改
善

策
】

 

当
事

業
は

、
準

備
型

の
要

件
を

満
た

す
受

講
生

（
要

件
を

満
た

す
場

合
最

大
150

万
円

/年
の

助
成

を
受

け
る

）
が

、
補

助
対

象
で

あ
る

農
業

振
興

公
社

に
設

置
さ

れ
た

あ
ぐ

り
ゼ

ミ
ナ

ー
ル

を
通

し
て

ア
グ

リ
マ

ス

タ
ー

等
に

よ
る

技
術

研
修

等
を

受
け

る
も

の
で

あ
る

。

準
備

型
の

適
用

範
囲

に
は

畜
産

も
含

ま
れ

て
お

り
、

準
備

型
の

助
成

を
受

け
な

が
ら

就
農

を
目

指
す

場

合
、

畜
産

農
家

等
の

先
進

農
家

（
ア

グ
リ

マ
ス

タ
ー

）
の

元
で

研
修

を
受

け
る

必
要

が
あ

る
。

し
か

し
、

現

状
、

上
記

に
示

す
通

り
畜

産
関

係
の

登
録

ア
グ

リ
マ

ス
タ

ー
は

、
0
件

で
あ

る
。

 

農
業

研
修

の
受

け
入

れ
先

に
な

り
得

る
（

ア
グ

リ
マ

ス
タ

ー
登

録
の

可
能

性
の

あ
る

）
県

内
の

畜
産

農

家
の

戸
数

は
下

記
と

な
っ

て
い

る
。

 

令
和

2
年

度
の

山
梨

県
の

畜
産

農
家

戸
数

（
農

政
部

作
成

資
料

よ
り

）
 

（
単

位
：

戸
）

 
酪

農
肉

用
牛

養
豚

採
卵

鶏
肉

用
鶏

戸
数

56 
63 

19 
38 

16 

準
備

型
の

研
修

要
件

で
あ

る
年

間
1200

時
間

の
研

修
は

、
研

修
生

を
受

け
入

れ
る

側
の

負
担

も
大

き

く
、

畜
産

農
家

数
も

限
ら

れ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
こ

れ
ま

で
畜

産
業

希
望

者
の

や
ま

な
し

ア
グ

リ
ゼ

ミ
ナ

ー

ル
の

申
し

込
み

は
な

い
と

の
こ

と
だ

が
、

受
け

入
れ

体
制

を
整

え
た

畜
産

農
家

を
あ

ら
か

じ
め

ア
グ

リ
マ

ス

タ
ー

と
し

て
認

定
し

て
お

く
な

ど
、

山
梨

県
の

畜
産

就
農

者
を

増
や

す
た

め
の

対
応

策
の

充
実

を
検

討
し

て

い
た

だ
き

た
い

。
 

№
19 

【【
意意
見見
事事
項項
】】
ゼゼ
ミミ
ナナ
ーー
ルル
事事
業業
のの
実実
施施
報報
告告
にに
つつ
いい
てて
（（
担担
いい
手手
・・
農農
地地
対対
策策
課課
））

 

補 補
助助
効効
果果
のの
把把
握握
とと
予予
算算
策策
定定
にに
有有
用用
なな
情情
報報
とと
しし
てて
、、
ゼゼ
ミミ
ナナ
ーー
ルル
事事
業業
にに
おお
けけ
るる
実実
際際
のの
事事

業業
経経
費費
をを
実実
施施
報報
告告
書書
にに
おお
いい
てて
報報
告告
をを
受受
けけ
るる
体体
制制
のの
構構
築築
をを
要要
望望
すす
るる
。。

 

【
現

状
】

 

山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
三
号

令
和
四
年
四
月
二
十
八
日

五
九



根
拠

法
令

等
：

 

果
樹

王
国

や
ま

な
し

就
農

支
援

事
業

費
補

助
金

交
付

要
綱

 

【
予

算
・

決
算

執
行

状
況

の
年

度
推

移
】

 
（

単
位

：
千

円
）

 

平
成

30
年

度
 

平
成

31
年

度
 

令
和

2
年

度
 

予
算

現
額

10,000 
10,000 

10,000 
決

算
額

7,479 
2,750 

2,231 

【
具

体
的

目
標

】
 

新
規

就
農

者
数

 
340

人
/年

 

取
組

主
体

の
定

着
率

 
100

％
 

【
や

ま
な

し
農

業
基

本
計

画
と

の
関

連
】

 

稼
ぐ

力
を

最
大

限
発

揮
で

き
る

環
境

整
備

 

成
長

産
業

化
に

向
け

た
担

い
手

の
確

保
・

育
成

 

（
２

）
中

心
経

営
体

の
育

成
と

農
地

集
積

等

【
実

施
し

た
監

査
手

続
】

 

事
業

内
容

を
ヒ

ア
リ

ン
グ

し
、

関
連

す
る

書
類

を
閲

覧
し

た
。

 

【
指

摘
事

項
又

は
意

見
事

項
】

 

№
20 

【【
意意
見見
事事
項項

】】
農農
家家
子子
弟弟
のの
一一
層層
のの
規規
模模
拡拡
大大
にに
つつ
いい
てて
（（
担担
いい
手手
・・
農農
地地
対対
策策
課課
））

 

農 農
家家
子子
弟弟
のの
一一
層層
のの
規規
模模
拡拡
大大
のの
たた
めめ
にに
はは
、、
リリ
ーー
スス
型型
のの
みみ
でで
なな
くく
購購
入入
型型
のの
導導
入入
もも
検検
討討

しし
、、
有有
用用
なな
事事
業業
とと
すす
るる
ここ
とと
をを
要要
望望
すす
るる
。。

 

【
現

状
】

 

農
家

子
弟

の
設

備
導

入
を

支
援

す
る

同
事

業
は

現
状

、
専

ら
リ

ー
ス

型
の

み
で

あ
る

。
リ

ー
ス

会
社

の

購
入

額
に

対
し

て
補

助
が

行
わ

れ
、

そ
の

結
果

取
組

主
体

（
使

用
者

）
の

負
担

す
る

リ
ー

ス
料

が
割

引
さ

れ
、

間
接

的
に

補
助

の
効

果
を

享
受

で
き

る
と

い
う

ス
キ

ー
ム

で
あ

る
。

 

取
組

主
体

が
直

接
機

械
等

を
購

入
し

た
場

合
に

購
入

額
に

対
し

て
補

助
を

受
け

る
形

式
は

、
現

状
選

択

の
余

地
が

な
い

。
 

【
問

題
点

及
び

改
善

策
】

 

令
和

2
年

度
は

予
算

10,000
千

円
と

比
較

し
て

2,231
千

円
の

実
績

に
と

ど
ま

っ
て

い
る

。
 

3.2.22. 果果
樹樹

王王
国国

やや
まま

なな
しし

就就
農農

支支
援援

事事
業業

費費
補補

助助
金金

 

【
事

業
の

概
要

】
 

親
族

の
農

業
経

営
体

に
就

農
し

た
農

家
子

弟
が

、
規

模
拡

大
す

る
際

に
必

要
と

す
る

農
業

機
械

等
を

リ

ー
ス

す
る

際
の

リ
ー

ス
料

の
一

部
に

つ
い

て
、

市
町

村
と

と
も

に
助

成
す

る
も

の
。

 

対
象

と
な

る
機

械
は

規
模

拡
大

に
必

要
な

農
業

機
械

で
、

ト
ラ

ク
タ

ー
、

コ
ン

バ
イ

ン
、

ス
ピ

ー
ド

ス

プ
レ

イ
ヤ

ー
（

農
薬

等
の

噴
霧

機
。

自
走

型
の

も
の

が
一

般
的

）
、

動
力

噴
霧

器
等

。
 

事
業

主
体

は
市

町
村

で
あ

り
、

リ
ー

ス
会

社
に

お
け

る
購

入
金

額
の

う
ち

県
が

2/9
以

内
,市

町
村

が
1/9

以
内

を
負

担
す

る
も

の
で

あ
る

。
 

補
助

対
象

：
市

町
村

 

取
組

主
体

：
農

家
子

弟
（

機
械

等
の

使
用

者
）

 

取
組

主
体

（
機

械
等

の
使

用
者

）
は

下
記

が
要

件
と

な
る

。
 

・
三

親
等

以
内

の
親

族
に

就
農

し
た

者

・
就

農
時

55
歳

未
満

の
者

・
認

定
農

業
者

ま
た

は
認

定
新

規
就

農
者

（
計

画
書

を
定

め
認

定
を

受
け

て
い

る
こ

と
）

・
規

模
拡

大
を

目
指

す
者

（
中

間
管

理
機

構
を

利
用

し
て

農
地

を
一

定
以

上
借

り
入

れ
る

こ
と

）

取
組

主
体

は
例

年
10

～
20

名
程

度
だ

が
、

平
成

31
年

度
は

4
名

、
令

和
2
年

度
は

3
名

で
あ

っ
た

。
 

こ
れ

は
、

設
備

導
入

支
援

に
つ

い
て

は
別

途
コ

ロ
ナ

ウ
ィ

ル
ス

対
策

の
支

援
制

度
を

利
用

す
る

事
業

者

が
多

か
っ

た
こ

と
に

よ
る

影
響

も
あ

る
と

推
測

さ
れ

る
。

 

【
目

的
・

法
令

根
拠

等
】

 

目
的

：
 

農
家

子
弟

が
親

元
就

農
し

規
模

拡
大

す
る

際
に

要
す

る
農

業
機

械
等

の
導

入
を

支
援

し
、

農
家

子
弟

の

就
農

お
よ

び
経

営
継

承
を

促
進

す
る

。
 

山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
三
号

令
和
四
年
四
月
二
十
八
日

山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
三
号

令
和
四
年
四
月
二
十
八
日

六
〇



3.2.23. 農農
業業

委委
員員

会会
ネネ

ッッ
トト

ワワ
ーー

クク
機機

構構
補補

助助
金金

 

【
事

業
の

概
要

】
 

農
業

委
員

会
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
機

構
と

し
て

県
よ

り
指

定
を

受
け

て
い

る
団

体
に

対
し

、
そ

こ
が

行
う

法

令
で

規
定

さ
れ

た
事

業
（

市
町

村
の

農
業

委
員

会
相

互
の

連
絡

調
整

、
農

地
転

用
許

可
に

係
る

意
見

提
出

等
）

に
要

す
る

経
費

の
一

部
を

補
助

す
る

も
の

。
 

農
業

委
員

会
等

に
関

す
る

法
律

第
43

条
に

よ
り

、
下

記
の

よ
う

な
法

令
事

務
が

規
定

さ
れ

て
い

る
。

 

・
農

業
委

員
会

相
互

の
連

絡
調

整
、

農
地

等
の

利
用

の
最

適
化

の
推

進
の

取
組

の
優

良
事

例
の

横
展

開
、

農
業

委
員

等
に

対
す

る
講

習
及

び
研

修
そ

の
他

の
農

業
委

員
会

に
対

す
る

支
援

 

・
農

地
に

関
す

る
情

報
の

収
集

、
整

理
及

び
提

供

・
新

規
参

入
者

へ
の

関
係

農
業

委
員

会
の

紹
介

そ
の

他
の

新
規

参
入

に
関

す
る

支
援

・
法

人
の

支
援

そ
の

他
農

業
経

営
の

合
理

化
の

た
め

の
支

援

・
農

業
一

般
に

関
す

る
調

査
及

び
情

報
の

提
供

・
農

地
転

用
許

可
に

係
る

農
業

委
員

会
へ

の
意

見
提

出
（

農
地

法
そ

の
他

の
法

令
の

規
定

に
よ

り
機

構

が
行

う
も

の
と

さ
れ

た
業

務
）

 

県
に

1
つ

に
限

り
農

業
委

員
会

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

機
構

と
し

て
指

定
で

き
る

こ
と

と
な

っ
て

お
り

、
山

梨

県
で

は
一

般
社

団
法

人
山

梨
県

農
業

会
議

が
指

定
さ

れ
て

い
る

。
 

同
社

は
、

農
業

委
員

会
含

む
66

団
体

の
会

員
（

う
ち

常
設

審
議

委
員

25
名

）
で

組
織

さ
れ

、
事

務
局

員
5
名

が
設

置
さ

れ
て

い
る

。
 

補
助

金
交

付
先

：
一

般
社

団
法

人
山

梨
県

農
業

会
議

 

事
業

実
施

主
体

：
一

般
社

団
法

人
山

梨
県

農
業

会
議

 

山
梨

県
農

業
会

議
は

自
主

財
源

の
な

い
団

体
（

事
業

費
補

助
金

と
会

員
の

会
費

が
主

な
収

入
と

な
っ

て

い
る

）
で

あ
る

た
め

、
同

事
業

は
事

業
補

助
金

で
は

あ
る

が
、

同
団

体
の

運
営

補
助

金
に

近
い

も
の

と
言

え

る
。

 

【
目

的
・

法
令

根
拠

等
】

 

目
的

：
 

農
業

委
員

会
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
機

構
を

設
け

、
農

業
生

産
力

の
増

進
及

び
農

業
経

営
の

合
理

化
を

図
り

、

農
業

の
健

全
な

発
展

に
寄

与
す

る
。

 

根
拠

法
令

等
：

 

上
述

の
よ

う
に

、
農

家
子

弟
が

別
途

コ
ロ

ナ
対

策
事

業
を

利
用

し
た

影
響

も
あ

る
が

、
今

後
現

状
の

事

業
内

容
の

ま
ま

で
は

、
十

分
に

活
用

さ
れ

難
い

制
度

の
ま

ま
と

な
る

可
能

性
も

あ
る

。
 

な
お

令
和

2
年

度
の

一
取

引
を

例
に

取
る

。
 

ス
ピ

ー
ド

ス
プ

レ
イ

ヤ
ー

（
SS

）
1
台

リ
ー

ス

リ
ー

ス
会

社
の

購
入

金
額

3,540,000
円

県
・

市
の

補
助

額
合

計
1,179,999

円
 

取
組

主
体

の
負

担
す

る
リ

ー
ス

料
2,702,000

円
（

リ
ー

ス
期

間
（

7
年

間
）

合
計

）
 

リ
ー

ス
料

に
は

自
動

車
税

が
含

ま
れ

て
い

る
た

め
、

SS
の

自
動

車
税

が
年

2,400
円

（
農

耕
作

業
用

小

型
特

殊
自

動
車

。
R

3
年

9
月

現
在

（
南

ア
ル

プ
ス

市
）

。
）

と
す

る
と

、
仮

に
取

組
主

体
が

同
額

で
直

接

購
入

し
、

補
助

額
も

同
額

と
仮

定
し

た
場

合
は

、
取

組
主

体
の

7
年

間
の

資
金

負
担

は
2,360,001

円
＋

16,800
円

＝
2,376,801

円
と

な
る

。
 

つ
ま

り
、

リ
ー

ス
し

た
場

合
よ

り
325,199

円
有

利
と

な
る

。
 

な
お

使
用

期
間

の
SS

の
自

動
車

保
険

料
は

使
用

者
が

自
己

負
担

す
る

こ
と

に
な

る
た

め
、

リ
ー

ス
で

あ

ろ
う

が
購

入
で

あ
ろ

う
が

こ
の

コ
ス

ト
は

負
担

す
る

。
（

リ
ー

ス
契

約
に

お
け

る
特

約
）

 

上
記

の
有

利
な

額
が

、
リ

ー
ス

会
社

へ
の

分
割

払
い

に
か

か
る

金
利

相
当

や
動

産
保

険
コ

ス
ト

（
メ

ン

テ
ナ

ン
ス

コ
ス

ト
）

と
考

え
れ

ば
、

決
し

て
合

理
性

の
な

い
金

額
で

は
な

い
。

た
だ

し
、

導
入

時
点

で
資

金
繰

り
の

余
裕

が
あ

る
取

組
主

体
で

あ
れ

ば
、

購
入

し
た

方
が

ト
ー

タ
ル

コ

ス
ト

を
低

く
抑

え
ら

れ
（

SS
の

耐
用

年
数

が
お

よ
そ

7
年

程
度

を
前

提
と

す
る

）
、

利
便

性
が

あ
る

可
能

性
が

あ
る

。
 

ま
た

中
古

の
機

械
で

あ
っ

た
り

、
数

十
万

円
程

度
の

高
額

で
な

い
機

械
等

で
あ

れ
ば

、
敢

え
て

リ
ー

ス

で
な

く
一

括
購

入
の

利
用

者
需

要
が

増
え

、
取

組
主

体
に

と
っ

て
よ

り
利

便
性

の
あ

る
制

度
と

な
り

得
る

。
 

資
金

繰
り

状
況

に
応

じ
て

事
業

者
の

選
択

の
余

地
を

与
え

る
た

め
、

購
入

型
の

補
助

の
仕

組
み

も
導

入

を
検

討
い

た
だ

き
た

い
。

 

山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
三
号

令
和
四
年
四
月
二
十
八
日
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【
現

状
】

 

農
業

委
員

会
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
機

構
は

、
農

業
委

員
会

等
に

関
す

る
法

律
（

昭
和

26
年

法
律

第
88

号
。

以
下

、
法

と
す

る
。

）
に

基
づ

き
、

農
地

法
に

基
づ

く
業

務
を

実
施

し
て

い
る

。
（

法
第

43
条

第
1
項

7

号
）

そ
し

て
、

法
第

2
条

第
4
項

に
お

い
て

、
「

農
地

法
に

か
か

る
業

務
に

か
か

る
経

費
は

国
が

負
担

す

る
」

旨
が

規
定

さ
れ

て
い

る
。

 

こ
の

農
地

法
に

基
づ

く
業

務
（

具
体

的
に

は
、

農
地

転
用

許
可

に
係

る
農

業
委

員
会

へ
の

意
見

提
出

等
）

と
し

て
、

常
設

審
議

委
員

会
に

よ
る

審
議

が
該

当
す

る
。

 

機
構

に
お

け
る

事
業

経
費

の
う

ち
、

常
設

審
議

委
員

手
当

や
農

地
法

関
連

業
務

に
専

念
し

て
い

る
職

員

の
給

与
と

法
定

福
利

費
に

つ
い

て
は

、
法

第
2
条

第
4
項

に
基

づ
き

国
が

負
担

す
る

べ
き

経
費

と
し

て
、

補

助
金

要
綱

上
も

国
庫

負
担

経
費

と
さ

れ
、

実
績

の
10

分
の

10
以

内
を

補
助

金
負

担
と

さ
れ

て
い

る
。

 

令
和

2
年

度
の

機
構

の
実

施
報

告
で

は
、

こ
の

国
庫

負
担

経
費

は
積

算
で

16,514,211
円

と
な

っ
て

お

り
、

こ
の

う
ち

13,500,000
円

を
補

助
対

象
と

し
て

報
告

し
て

い
る

。
法

2
条

4
項

に
基

づ
け

ば
こ

れ
は

本

来
全

額
国

が
負

担
す

る
べ

き
も

の
だ

が
、

国
の

補
助

額
は

10,749,000
円

で
あ

る
た

め
、

差
額

2,751,000

円
は

、
国

庫
負

担
経

費
に

も
か

か
わ

ら
ず

県
が

負
担

し
て

い
る

こ
と

と
な

る
。

 

こ
れ

は
、

国
が

積
算

に
基

づ
く

十
分

な
予

算
を

付
け

ず
に

、
一

定
基

準
に

よ
り

各
県

に
対

し
て

予
算

配

分
を

決
定

し
て

い
る

た
め

で
あ

る
。

 

【
問

題
点

及
び

改
善

策
】

 

国
の

政
策

に
基

づ
く

事
業

で
あ

り
、

法
令

で
国

庫
負

担
が

規
定

さ
れ

て
い

る
以

上
、

国
庫

で
負

担
す

る

べ
き

経
費

は
国

庫
へ

の
予

算
要

求
に

よ
り

十
分

な
財

源
を

確
保

す
る

べ
き

で
あ

る
。

現
状

で
は

国
の

配
分

を

所
与

と
し

県
費

で
不

足
分

を
補

填
す

る
形

が
続

い
て

い
る

。
 

農
地

の
有

効
利

用
と

荒
廃

地
の

減
少

は
国

全
体

と
し

て
も

目
指

す
べ

き
施

策
と

な
っ

て
お

り
、

そ
の

施

策
に

向
け

て
各

市
町

村
を

取
り

つ
な

ぐ
役

割
で

あ
る

農
業

委
員

会
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

意
義

は
大

き
い

。
十

分

な
活

動
が

で
き

る
よ

う
、

法
2
条

4
項

を
論

拠
と

し
、

事
業

の
重

要
性

を
主

張
す

る
こ

と
で

国
に

十
分

な
予

算
を

要
求

す
る

こ
と

を
要

望
す

る
。

 

ま
た

、
国

庫
予

算
に

限
界

が
あ

る
の

で
あ

れ
ば

実
績

額
を

抑
制

す
る

工
夫

を
検

討
す

る
余

地
は

あ
る

。

例
え

ば
、

常
設

委
員

手
当

は
現

状
定

額
で

あ
る

が
、

出
席

頻
度

に
応

じ
て

支
給

す
る

等
効

率
化

を
は

か
り

、

国
庫

予
算

の
範

囲
内

に
収

め
る

等
、

改
善

の
余

地
は

あ
る

と
考

え
る

。
 

№
22 

【【
意意
見見
事事
項項
】】
国国
庫庫
負負
担担
経経
費費
にに
含含
めめ
てて
補補
助助
額額
算算
定定
根根
拠拠
にに
つつ
いい
てて
（（
担担
いい
手手
・・
農農

地地
対対
策策
課課
））

 

国 国
庫庫
負負
担担
職職
員員
のの
退退
職職
給給
付付
積積
立立
金金
にに
つつ
いい
てて
はは
、、
給給
与与
やや
法法
定定
福福
利利
費費
とと
同同
様様
にに
国国
庫庫
負負
担担
経経

費費
にに
含含
めめ
てて
補補
助助
額額
算算
定定
根根
拠拠
とと
すす
るる
ここ
とと
がが
合合
理理
的的
とと
考考
ええ
、、
改改
善善
をを
要要
望望
すす
るる
。。

 

農
業

委
員

会
等

に
関

す
る

法
律

 

山
梨

県
農

業
委

員
会

交
付

金
等

交
付

要
綱

 

【
予

算
・

決
算

執
行

状
況

の
年

度
推

移
】

 
（

単
位

：
千

円
）

 

平
成

30
年

度
 

平
成

31
年

度
 

令
和

2
年

度
 

予
算

額
23,626 

23,358 
24,646 

決
算

額
23,626 

23,381 
24,801 

令
和

2
年

度
決

算
24,801

千
円

の
う

ち
国

庫
負

担
が

10,749
千

円
で

あ
る

。
 

【
具

体
的

目
標

】
 

具
体

的
な

成
果

指
標

な
し

。
 

【
や

ま
な

し
農

業
基

本
計

画
と

の
関

連
】

 

稼
ぐ

力
を

最
大

限
発

揮
で

き
る

環
境

整
備

 

成
長

産
業

化
に

向
け

た
担

い
手

の
確

保
・

育
成

 

（
２

）
中

心
経

営
体

の
育

成
と

農
地

集
積

等

豊
か

で
活

気
あ

る
農

山
村

の
創

造
 

７
．

力
強

い
農

業
を

支
え

る
基

盤
整

備
 

（
３

）
効

果
的

な
荒

廃
農

地
対

策
の

推
進

農
業

委
員

会
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
機

構
は

、
「

人
・

農
地

プ
ラ

ン
」

に
基

づ
き

貸
し

手
と

借
り

手
の

マ
ッ

チ

ン
グ

等
も

含
め

た
農

地
の

利
用

最
適

化
を

推
進

し
て

お
り

、
農

地
の

集
積

や
荒

廃
農

地
の

減
少

と
い

っ
た

上

記
の

基
本

計
画

と
関

連
す

る
と

考
え

ら
れ

る
。

 

【
実

施
し

た
監

査
手

続
】

 

事
業

内
容

を
ヒ

ア
リ

ン
グ

し
、

関
連

す
る

書
類

を
閲

覧
し

た
。

 

【
指

摘
事

項
又

は
意

見
事

項
】

 

№
21 

【【
意意
見見
事事
項項
】】
国国
庫庫
負負
担担
経経
費費
のの
財財
源源
確確
保保
にに
つつ
いい
てて
（（
担担
いい
手手
・・
農農
地地
対対
策策
課課
））

 

国 国
庫庫
負負
担担
経経
費費
はは
国国
庫庫
財財
源源
をを
十十
分分
にに
確確
保保
しし
、、
そそ
のの
財財
源源
範範
囲囲
内内
でで
補補
助助
額額
とと
すす
るる
よよ
うう
要要
望望

すす
るる
。。
県県
費費
にに
よよ
りり
不不
足足
額額
をを
補補
填填
すす
るる
べべ
きき
もも
のの
でで
はは
なな
いい
とと
考考
ええ
るる
。。

 

山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
三
号

令
和
四
年
四
月
二
十
八
日

山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
三
号

令
和
四
年
四
月
二
十
八
日

六
二



3.2.24. 就就
農農

定定
着着

支支
援援

制制
度度

推推
進進

事事
業業

費費
 

【
事

業
の

概
要

】
 

農
家

後
継

者
等

の
技

術
習

得
と

就
農

定
着

を
促

進
す

る
た

め
、

ア
グ

リ
マ

ス
タ

ー
（

地
域

の
篤

農
家

）

に
よ

る
長

期
研

修
を

支
援

す
る

。
 

※
ア

グ
リ

マ
ス

タ
ー

：
新

規
就

農
者

の
育

成
に

高
い

見
識

と
能

力
を

有
す

る
者

で
、

県
が

委
嘱

す
る

。

具
体

的
な

事
業

内
容

 

・
就

農
希

望
者

に
対

す
る

研
修

実
施

ア
グ

リ
マ

ス
タ

ー
の

も
と

で
栽

培
技

術
の

習
得

や
地

域
住

民
と

の
人

間
関

係
の

形
成

支
援

等
の

た
め

の

研
修

を
実

施
。

 

研
修

期
間

は
最

長
11

か
月

で
あ

り
、

ア
グ

リ
マ

ス
タ

ー
は

研
修

指
導

の
報

償
費

が
月

額
50,000

円
支

給

さ
れ

る
。

（
最

大
550,000

円
/人

）
 

研
修

生
は

研
修

手
当

（
農

機
具

や
研

修
に

必
要

な
書

籍
等

の
経

費
）

を
ア

グ
リ

マ
ス

タ
ー

経
由

で
月

額

50,000
円

支
給

さ
れ

る
。

（
最

大
550,000

円
/人

）
 

こ
の

研
修

手
当

の
原

資
は

、
ア

グ
リ

マ
ス

タ
ー

へ
の

研
修

手
当

補
助

金
と

し
て

県
か

ら
交

付
さ

れ
る

。
 

研
修

期
間

は
お

お
む

ね
年

間
150

日
以

上
、

1,200
時

間
以

上
と

さ
れ

て
い

る
。

 

・
そ

の
他

研
修

生
の

横
の

つ
な

が
り

を
深

め
る

た
め

の
交

流
会

や
集

合
研

修
会

等
も

事
業

に
含

ま
れ

る
。

 

令
和

2
年

度
決

算
の

内
訳

は
下

記
の

と
お

り
（

す
べ

て
県

費
負

担
）

。
 

報
償

費
（

主
に

ア
グ

リ
マ

ス
タ

ー
へ

の
報

酬
）

：
2,250

千
円

 

補
助

金
（

研
修

生
へ

の
研

修
手

当
補

助
）

：
2,200

千
円

 

交
付

先
：

各
ア

グ
リ

マ
ス

タ
ー

 

実
施

主
体

：
各

研
修

生
 

事
務

事
業

点
検

の
結

果
、

ア
グ

リ
マ

ス
タ

ー
に

よ
る

支
援

の
形

は
他

の
事

業
に

組
み

替
え

る
形

と
し

、

当
事

業
は

令
和

2
年

度
を

も
っ

て
廃

止
と

し
て

い
る

。
 

廃
止

決
定

と
な

っ
た

理
由

は
、

以
下

の
経

緯
に

よ
る

。
 

令
和

元
年

度
ま

で
は

、
国

の
事

業
で

あ
る

農
業

次
世

代
人

材
投

資
資

金
事

業
（

準
備

型
）

（
以

下
、

「
準

備
型

」
と

呼
ぶ

。
）

の
要

件
を

満
た

す
研

修
生

が
、

農
業

研
修

を
受

講
す

る
た

め
に

本
事

業
の

適
用

を

受
け

、
ア

グ
リ

マ
ス

タ
ー

の
元

で
研

修
を

す
る

パ
タ

ー
ン

が
多

か
っ

た
。

 

【
現

状
】

 

退
職

給
付

積
立

金
に

つ
い

て
は

、
県

費
負

担
職

員
の

分
の

み
で

な
く

国
庫

負
担

職
員

の
分

も
含

め
て

共

通
経

費
（

県
費

負
担

）
と

し
て

集
計

さ
れ

、
そ

の
う

ち
1/2

以
内

を
補

助
率

と
し

て
補

助
額

を
算

定
し

て
い

る
。

 

【
問

題
点

及
び

改
善

策
】

 

退
職

給
付

積
立

金
は

人
件

費
で

あ
り

、
業

務
の

対
価

の
後

払
い

の
性

質
を

有
す

る
も

の
で

あ
る

。
こ

の

た
め

、
国

庫
負

担
職

員
の

退
職

給
付

積
立

金
は

、
給

与
や

法
定

福
利

費
と

同
様

に
、

本
来

、
法

2
条

4
項

に

基
づ

き
、

国
費

で
負

担
す

べ
き

経
費

で
あ

る
。

 

現
状

の
退

職
給

付
積

立
金

に
は

国
費

負
担

職
員

分
も

含
ま

れ
て

お
り

、
共

通
経

費
に

含
ま

れ
る

た
め

、

国
庫

負
担

職
員

の
人

件
費

を
県

費
で

負
担

し
て

い
る

こ
と

に
な

っ
て

い
る

。
国

庫
負

担
職

員
の

退
職

給
付

積

立
金

に
つ

い
て

は
、

給
与

や
法

定
福

利
費

と
同

様
に

国
庫

負
担

経
費

に
含

め
て

補
助

額
算

定
根

拠
と

す
る

こ

と
が

合
理

的
と

考
え

、
改

善
を

要
望

す
る

。
 

№
23 

【【
意意
見見
事事
項項
】】
農農
業業
委委
員員
会会
ネネ
ッッ
トト
ワワ
ーー
クク
機機
構構
にに
対対
すす
るる
モモ
ニニ
タタ
リリ
ンン
ググ
をを
強強
化化
にに

つつ
いい
てて
（（
担担
いい
手手
・・
農農
地地
対対
策策
課課
））

 

機 機
構構
のの
実実
績績
報報
告告
にに
おお
いい
てて
報報
告告
ささ
れれ
たた
人人
件件
費費
のの
金金
額額
がが
実実
際際
とと
異異
なな
っっ
てて
いい
たた
。。
所所
管管
課課
とと

しし
てて
はは
実実
際際
のの
補補
助助
対対
象象
経経
費費
がが
いい
くく
らら
でで
ああ
っっ
たた
かか
機機
構構
にに
対対
すす
るる
モモ
ニニ
タタ
リリ
ンン
ググ
をを
強強
化化
すす

るる
体体
制制
をを
整整
ええ
るる
ここ
とと
をを
要要
望望
すす
るる
。。

 

【
現

状
】

 

業
務

費
の

職
員

給
与

費
・

法
定

福
利

費
の

う
ち

、
県

費
補

助
対

象
2
名

の
報

告
金

額
が

、
事

業
に

か
か

る
実

際
の

給
与

手
当

額
と

30
数

万
円

異
な

っ
て

い
た

。
 

こ
れ

は
、

機
構

に
お

い
て

、
対

象
者

の
給

与
の

う
ち

当
事

業
に

要
し

た
給

与
分

と
他

の
事

業
に

か
か

る

給
与

分
の

按
分

を
誤

っ
た

こ
と

に
よ

る
も

の
で

、
ま

た
、

報
告

書
で

は
補

助
対

象
経

費
で

な
い

「
そ

の
他

手

当
」

を
誤

っ
て

補
助

対
象

経
費

と
し

て
集

計
し

て
い

た
。

 

な
お

、
結

果
的

に
は

、
実

際
の

職
員

給
与

費
・

法
定

福
利

費
の

補
助

対
象

経
費

10,480,361
円

に
対

す

る
補

助
額

5,062,000
円

は
要

綱
上

の
補

助
率

（
1/2

）
の

範
囲

内
に

収
ま

っ
て

い
る

。
 

【
問

題
点

及
び

改
善

策
】

 

補
助

を
受

け
る

側
か

ら
の

報
告

に
は

、
実

際
に

要
し

た
経

費
を

適
切

に
報

告
し

な
い

不
正

リ
ス

ク
が

存

在
す

る
。

県
と

し
て

は
、

実
績

報
告

の
書

類
上

の
内

容
を

精
査

す
る

だ
け

で
な

く
、

実
際

に
事

業
に

要
し

た

経
費

が
正

し
く

報
告

さ
れ

て
い

る
か

に
つ

い
て

、
機

構
に

対
し

て
、

よ
り

詳
細

に
確

認
す

る
こ

と
が

必
要

と

な
る

。
 

山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
三
号

令
和
四
年
四
月
二
十
八
日

六
三



・
親

元
就

農
す

る
場

合
は

就
農

後

5
年

以
内

に
当

該
農

業
経

営
を

継

承・
独

立
自

営
す

る
場

合
は

就
農

5
年

以
内

に
認

定
農

業
者

ま
た

は
認

定
新

規
就

農
者

の
認

定
を

受
け

る

・
前

年
の

世
帯

所
得

が
600

万

円
以

下

令
和

2
年

度
に

準
備

型
の

要
件

を
満

た
さ

ず
本

事
業

を
適

用
し

た
件

数
は

4
件

の
み

で
あ

り
、

他
の

事

業
と

の
勘

案
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

し
た

結
果

、
令

和
2
年

度
を

も
っ

て
本

事
業

を
廃

止
し

た
と

の
こ

と
で

あ
る

。
 

上
記

の
2
例

の
よ

う
な

就
農

希
望

者
に

つ
い

て
は

、
研

修
を

受
け

る
体

制
自

体
は

令
和

3
年

度
時

点
で

整
備

さ
れ

て
お

り
、

前
者

の
農

家
子

弟
に

つ
い

て
は

「
親

元
就

農
者

経
営

安
定

事
業

」
が

新
設

さ
れ

て
い

る
。

 

【
目

的
・

法
令

根
拠

等
】

 

目
的

：
 

山
梨

県
内

の
果

樹
農

業
等

へ
の

新
規

就
農

者
の

就
農

・
定

着
を

図
る

。
 

そ
の

た
め

に
ア

グ
リ

マ
ス

タ
ー

の
も

と
で

行
わ

れ
る

就
農

前
の

研
修

の
実

施
を

支
援

す
る

と
と

も
に

、

研
修

生
及

び
就

農
当

初
の

新
規

就
農

者
を

対
象

と
し

た
集

合
研

修
会

や
ア

グ
リ

マ
ス

タ
ー

の
資

質
向

上
等

を

図
る

た
め

の
研

修
会

を
開

催
す

る
。

 

根
拠

法
令

等
：

 

就
農

定
着

支
援

研
修

円
滑

化
事

業
費

補
助

金
交

付
要

綱
 

【
予

算
・

決
算

執
行

状
況

の
年

度
推

移
】

 
（

単
位

：
千

円
）

 

平
成

30
年

度
 

平
成

31
年

度
 

令
和

2
年

度
 

予
算

額
31,559 

23,659 
5,858 

決
算

額
23,898 

12,622 
4,450 

【
具

体
的

目
標

】
 

研
修

終
了

後
1
年

以
内

に
就

農
し

た
者

の
割

合
 

100
％

 

【
や

ま
な

し
農

業
基

本
計

画
と

の
関

連
】

 

稼
ぐ

力
を

最
大

限
発

揮
で

き
る

環
境

整
備

 

１
 

成
長

産
業

化
に

向
け

た
担

い
手

の
確

保
・

育
成

 

こ
の

場
合

、
ア

グ
リ

マ
ス

タ
ー

へ
の

報
償

費
は

県
の

事
業

費
で

あ
る

も
の

の
、

準
備

型
に

よ
り

研
修

生

が
受

け
ら

れ
る

生
活

費
支

援
の

助
成

（
一

人
に

つ
き

最
大

150
万

円
／

年
）

は
国

費
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
県

は
厳

し
い

財
政

負
担

を
す

る
こ

と
な

く
、

就
農

定
着

数
を

増
や

す
こ

と
が

で
き

て
い

た
。

 

し
か

し
令

和
2
年

度
か

ら
は

、
国

の
制

度
改

定
に

よ
り

準
備

型
の

適
用

を
受

け
る

た
め

の
要

件
か

ら
先

進
農

家
や

先
進

農
業

法
人

が
研

修
機

関
か

ら
除

外
さ

れ
、

本
事

業
の

よ
う

な
研

修
形

態
は

、
準

備
型

の
交

付

要
件

の
対

象
外

と
さ

れ
た

。
 

こ
の

た
め

、
令

和
2
年

度
か

ら
は

、
準

備
型

の
要

件
を

満
た

す
研

修
生

に
つ

い
て

は
、

あ
ぐ

り
ゼ

ミ
ナ

ー
ル

設
置

事
業

を
設

け
る

こ
と

に
よ

り
、

県
が

認
定

し
た

研
修

機
関

（
農

業
振

興
公

社
）

を
通

じ
て

の
農

業

研
修

を
受

講
し

て
も

ら
う

形
と

な
っ

た
。

 

令
和

2
年

度
に

お
い

て
も

な
お

本
事

業
を

適
用

し
て

い
る

の
は

、
準

備
型

の
要

件
を

満
た

さ
な

い
研

修

生
の

み
。

 

準
備

型
の

要
件

を
満

た
さ

な
い

研
修

生
（

就
農

希
望

者
）

の
例

 

・
5
年

以
内

に
経

営
承

継
を

予
定

し
な

い
農

家
子

弟
（

親
の

年
齢

が
比

較
的

若
い

等
）

・
す

で
に

農
地

を
所

有
し

て
い

る
等

経
営

基
盤

が
あ

る
と

み
な

さ
れ

る
者

準
備

型
の

要
件

と
当

事
業

の
適

用
要

件
や

金
額

等
の

違
い

は
下

記
の

と
お

り
で

あ
る

。
研

修
生

が
受

け

ら
れ

る
補

助
（

助
成

）
額

に
大

き
な

違
い

が
あ

り
、

そ
の

分
、

準
備

型
の

要
件

の
方

が
厳

し
く

な
っ

て
い

る

と
言

え
る

。
 

表表
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準準
備備

型型
のの

要要
件件

とと
当当

事事
業業

のの
適適

用用
要要

件件
やや

金金
額額

等等
のの

違違
いい

  

就
農

定
着

支
援

制
度

推
進

事
業

や
ま

な
し

あ
ぐ

り
ゼ

ミ
ナ

ー
ル

設

置
事

業

（
研

修
生

は
「

準
備

型
」

を
適

用
）

事
業

実
施

主
体

山
梨

県
山

梨
県

農
業

振
興

公
社

研
修

品
目

果
樹

・
野

菜
・

花
き

・
作

物
・

畜

産
果

樹
・

野
菜

・
畜

産

研
修

内
容

ア
グ

リ
マ

ス
タ

ー
の

元
で

の
技

術

研
修

ア
グ

リ
マ

ス
タ

ー
の

元
で

の
技

術

研
修

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
や

農
業

簿
記

な

ど
の

座
学

報
酬

月
5
万

円
以

内
（

県
費

）
 

月
5
万

円
以

内
（

県
費

）
 

研
修

手
当

月
5
万

円
以

内
（

県
費

）
 

月
12.5

万
円

以
内

（
国

費
）

 

対
象

者
の

主
な

要
件

・
就

農
時

50
歳

未
満

・
す

で
に

農
地

を
確

保
し

て
い

る

等
、

準
備

型
の

要
件

を
満

た
し

て

い
な

い
者

・
就

農
時

50
歳

未
満

・
常

勤
の

雇
用

契
約

を
締

結
し

て

い
な

い

山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
三
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令
和
四
年
四
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二
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山
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県
公
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号
外
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二
十
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3.2.25. 鳥鳥
獣獣

被被
害害

防防
止止

総総
合合

対対
策策

事事
業業

費費
 

【
事

業
の

概
要

】
 

国
の

「
鳥

獣
被

害
防

止
総

合
対

策
交

付
金

」
を

活
用

し
、

鳥
獣

被
害

防
止

特
措

法
に

よ
り

市
町

村
が

作

成
す

る
被

害
防

止
計

画
に

基
づ

く
取

り
組

み
に

係
る

費
用

を
助

成
す

る
。

 

助
成

の
対

象
と

な
る

経
費

は
次

の
通

り
で

あ
る

。
 

ソ
フ

ト
対

策

鳥
獣

被
害

対
策

実
施

隊
、

民
間

団
体

等
に

よ
る

地
域

ぐ
る

み
の

被
害

防
止

活
動

 

・
発

信
器

を
活

用
し

た
生

息
調

査

・
捕

獲
機

材
の

導
入

・
鳥

獣
の

捕
獲

・
追

い
払

い

・
放

任
果

樹
等

の
除

去
、

緩
衝

帯
の

整
備

・
捕

獲
に

関
す

る
専

門
家

の
育

成
支

援

捕
獲

を
含

め
た

サ
ル

の
複

合
対

策
、

他
地

域
の

人
材

を
活

用
し

た
捕

獲
、

IC
T
を

用
い

た
新

技
術

実
証

、

ジ
ビ

エ
活

用
に

向
け

た
地

域
の

取
組

 

都
道

府
県

が
実

施
す

る
広

域
捕

獲
活

動
、

新
技

術
実

証
活

動
、

人
材

育
成

活
動

等
の

取
組

 

捕
獲

活
動

経
費

の
直

接
支

援
 

鳥
獣

被
害

対
策

の
地

域
リ

ー
ダ

ー
や

対
策

の
中

核
と

な
る

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

育
成

等
の

た
め

の
研

修
 

ジ
ビ

エ
の

流
通

量
の

確
保

や
需

要
拡

大
の

た
め

の
普

及
啓

発
活

動
、

関
係

者
間

の
情

報
共

有
等

の
取

組
 

補
助

率
 

１
/２

以
内

 

定
額

：
新

規
地

区
（

2
百

万
円

以
内

）
、

鳥
獣

被
害

対
策

実
施

隊
の

取
組

（
１

～
３

百
万

円
以

内
）

、

IC
T
等

を
用

い
た

新
技

術
実

証
等

高
度

な
対

策
へ

の
取

組
（

1
百

万
円

以
内

）
、

捕
獲

を
含

め
た

サ
ル

の
複

合
対

策
（

1
百

万
円

以
内

）
、

農
業

者
団

体
等

民
間

団
体

の
取

組
（

2
百

万
円

以
内

）
 

ハ
ー

ド
対

策

侵
入

防
止

柵
等

の
被

害
防

止
施

設
 

鳥
獣

の
食

肉
（

ジ
ビ

エ
）

等
へ

の
処

理
加

工
施

設
、

焼
却

施
設

、
捕

獲
技

術
高

度
化

施
設

 

補
助

率
 

１
/２

以
内

 

（
１

）
新

規
就

農
者

や
参

入
企

業
の

確
保

・
育

成

②
就

農
定

着
に

向
け

た
仕

組
み

づ
く

り

【
実

施
し

た
監

査
手

続
】

 

事
業

内
容

を
ヒ

ア
リ

ン
グ

し
、

関
連

す
る

書
類

を
閲

覧
し

た
。

 

【
指

摘
事

項
又

は
意

見
事

項
】

 

特
に

検
出

事
項

と
し

て
記

載
す

る
も

の
は

な
い

。
 

山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
三
号

令
和
四
年
四
月
二
十
八
日

六
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【
予

算
・

決
算

執
行

状
況

の
年

度
推

移
】

 
（

単
位

：
千

円
）

 

平
成

30
年

度
 

令
和

元
年

度
令

和
2
年

度
 

予
算

46,713 
51,026 

46,982 
決

算
37,384 

39,249 
33,694 

事
業

実
績

 

〇
令

和
元

年
度

 
推

進
事

業
２

３
協

議
会

 

〇
令

和
2
年

度
 

推
進

事
業

２
１

協
議

会
 

表表
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山山
梨梨

県県
にに

おお
けけ

るる
鳥鳥

獣獣
のの

農農
作作

物物
被被

害害
状状

況況
  

H
26 

H
27 

H
28 

H
29 

H
30 

RR
１１

  

獣
害

被
害

面
積

(ha) 
122 

128 
121 

122 
118 

111133  
被

害
量

(t)
697

689 
653 

599 
565 

555555  
被

害
金

額
(
百

万
円

) 
154 

150 
136 

133 
127 

112233  

主な獣害

サ
ル

被
害

面
積

(ha) 
39 

40 
39 

32 
31 

2288  
被

害
量

(t)
333

323 
306 

261 
253 

224466  
被

害
金

額
(
百

万
円

) 
64 

60 
55 

52 
49 

4444  

イ
ノ

シ

シ

被
害

面
積

(ha) 
35 

36 
36 

37 
35 

3366  
被

害
量

(t)
207

218 
196 

180 
182 

118855  
被

害
金

額
(
百

万
円

) 
42 

44 
41 

39 
38 

3399  

シ
カ

被
害

面
積

(ha) 
41 

46 
39 

45 
42 

4411  
被

害
量

(t)
140

132 
136 

141 
104 

9999  
被

害
金

額
(
百

万
円

) 
40 

38 
34 

35 
32 

3311  

そ
の

他

被
害

面
積

(ha) 
7 

6 
7 

8 
10 

88  
被

害
量

(t)
17

16 
15 

17 
26 

2255  
被

害
金

額
(
百

万
円

) 
8 

8 
6 

7 
8 

99  

鳥
害

被
害

面
積

(ha) 
26 

27 
25 

23 
22 

2222  
被

害
量

(t)
89

87 
75 

69 
65 

6655  
被

害
金

額
(
百

万
円

) 
34 

30 
29 

26 
24 

2255  

合
計

被
害

面
積

(ha) 
148 

155 
146 

145 
139 

113355  
被

害
量

(t)
786

776 
728 

667 
630 

662200  
被

害
金

額
(
百

万
円

) 
188 

180 
165 

159 
151 

114488  

※
小

数
点

以
下

を
四

捨
五

入
し

て
い

る
た

め
、

「
合

計
」

と
個

々
の

項
目

を
合

わ
せ

た
数

が
合

わ
な

い
場

合
が

あ
り

ま
す

。

（
出

典
：

県
 

提
供

資
料

）
 

事
業

効
果

 

【
目

的
・

法
令

根
拠

等
】

 

（
目

的
）

 

近
年

、
サ

ル
、

イ
ノ

シ
シ

、
シ

カ
な

ど
の

野
生

鳥
獣

が
農

作
物

に
与

え
る

被
害

は
、

こ
こ

数
年

減
少

傾

向
に

あ
る

も
の

の
、

依
然

と
し

て
１

憶
５

千
万

円
程

度
の

被
害

が
あ

り
、

全
県

的
に

深
刻

な
状

況
と

な
っ

て

い
る

。
野

生
鳥

獣
に

よ
る

農
林

業
等

に
係

る
被

害
を

防
止

す
る

た
め

に
は

、
地

域
主

体
の

取
り

組
み

を
推

進

す
る

こ
と

が
効

果
的

で
あ

る
た

め
、

地
域

全
体

で
被

害
防

止
対

策
に

取
り

組
む

た
め

の
体

制
の

早
急

な
整

備

を
行

い
、

鳥
獣

に
よ

る
農

林
業

に
係

る
被

害
軽

減
を

図
る

。
 

（
根

拠
法

令
）

 

鳥
獣

被
害

防
止

総
合

対
策

交
付

金
実

施
要

綱
 

山
梨

県
鳥

獣
被

害
防

止
総

合
対

策
事

業
費

補
助

金
交

付
要

綱
（

補
助

金
交

付
要

綱
）

 

山
梨

県
鳥

獣
被

害
防

止
総

合
対

策
事

業
実

施
要

領
（

実
施

要
領

）
 

山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
三
号

令
和
四
年
四
月
二
十
八
日

山
梨
県
公
報
号
外
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二
十
三
号

令
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四
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四
月
二
十
八
日
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【
や

ま
な

し
農

業
基

本
計

画
と

の
関

連
】

 

６
地

域
資

源
を

活
用

し
た

農
山

村
の

活
性

化
 

（
３

）
鳥

獣
被

害
対

策
の

推
進

に
関

連

【
実

施
し

た
監

査
手

続
】

 

・
関

連
書

類
を

入
手

し
、

閲
覧

と
職

員
に

対
す

る
質

問
を

実
施

し
た

。

【
指

摘
事

項
又

は
意

見
事

項
】

 

№
24 

【【
意意
見見
事事
項項
】】
事事
業業
実実
施施
状状
況況
報報
告告
書書
にに
添添
付付
すす
るる
べべ
きき
書書
類類
のの
明明
示示
にに
つつ
いい
てて
（（
農農

業業
技技
術術
課課
））

 

提 提
出出
すす
べべ
きき
帳帳
簿簿
等等
をを
明明
示示
すす
るる
ここ
とと
でで
、、
不不
足足
すす
るる
帳帳
簿簿
等等
がが
なな
くく
なな
りり
、、
まま
たた
、、
不不
足足
がが
ああ

っっ
てて
もも
ルル
ーー
ルル
にに
従従
っっ
てて
徴徴
収収
でで
きき
るる
たた
めめ
、、
円円
滑滑
なな
事事
務務
運運
営営
がが
可可
能能
にに
なな
るる
とと
考考
ええ
らら
れれ

るる
。。
補補
助助
金金
交交
付付
のの
際際
のの
事事
業業
実実
施施
状状
況況
報報
告告
書書
にに
添添
付付
すす
るる
べべ
きき
帳帳
簿簿
等等
をを
明明
示示
すす
るる
ここ
とと
をを

要要
望望
すす
るる
。。

 

【
現

状
】

 

補
助

金
交

付
の

際
に

徴
収

す
る

帳
簿

類
に

つ
い

て
は

、
補

助
金

交
付

要
綱

及
び

実
施

要
領

に
は

記
載

が

な
い

が
、

実
施

要
領

別
添

１
に

お
い

て
、

「
実

績
報

告
の

際
は

、
支

払
経

費
ご

と
の

内
訳

を
記

載
し

た
帳

簿

等
の

写
し

を
つ

け
る

」
と

あ
る

が
、

こ
こ

で
い

う
帳

簿
等

が
何

を
示

す
か

は
明

ら
か

に
な

っ
て

い
な

い
。

 

運
用

上
は

、
市

町
村

等
か

ら
領

収
書

、
捕

獲
し

た
鳥

獣
の

写
真

、
請

求
書

、
納

品
書

が
任

意
で

提
出

さ

れ
て

お
り

、
提

出
さ

れ
た

も
の

を
県

の
担

当
者

が
確

認
し

て
い

る
。

 

【
問

題
点

及
び

改
善

策
】

 

必
要

な
帳

簿
等

を
明

示
し

な
い

こ
と

に
よ

り
、

市
町

村
等

が
そ

れ
ぞ

れ
の

基
準

で
帳

簿
等

を
提

出
す

る

こ
と

と
な

り
、

場
合

に
よ

っ
て

は
事

業
の

実
態

を
正

し
く

把
握

す
る

の
に

必
要

十
分

な
資

料
が

徴
収

で
き

ず

に
、

県
は

事
業

の
評

価
を

適
切

に
行

う
こ

と
が

で
き

な
い

こ
と

に
な

る
。

し
か

し
、

現
状

と
し

て
は

不
足

す

る
帳

簿
等

が
あ

れ
ば

、
県

の
担

当
者

か
ら

市
町

村
等

に
提

出
の

依
頼

を
し

て
い

る
た

め
、

事
業

の
実

態
を

正

し
く

把
握

す
る

こ
と

に
は

問
題

は
な

い
と

思
わ

れ
る

。
こ

の
場

合
問

題
な

の
は

、
不

足
す

る
帳

簿
等

が
あ

れ

ば
実

施
要

領
等

に
明

示
さ

れ
て

い
な

い
資

料
の

必
要

性
を

説
明

し
改

め
て

徴
収

し
な

け
れ

ば
な

ら
ず

、
業

務

効
率

が
低

下
す

る
こ

と
で

あ
る

。
提

出
す

べ
き

帳
簿

等
を

明
示

す
る

こ
と

で
、

不
足

す
る

帳
簿

等
が

な
く

な

り
、

ま
た

、
不

足
が

あ
っ

て
も

ル
ー

ル
に

従
っ

て
徴

収
で

き
る

た
め

、
円

滑
な

事
務

運
営

が
可

能
に

な
る

と

考
え

ら
れ

る
。

補
助

金
交

付
の

際
の

事
業

実
施

状
況

報
告

書
に

添
付

す
る

べ
き

帳
簿

等
を

明
示

す
る

こ
と

が

望
ま

し
い

。
 

表
 10

  
鳥

獣
被

害
防

止
総

合
対

策
事

業
 

事
業

実
績

 

（
出

典
：

県
 

提
示

資
料

を
加

工
）

 

【
具

体
的

目
標

】
 

農
作

物
被

害
金

額
を

成
果

指
標

と
し

て
い

る
。

 

山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
三
号

令
和
四
年
四
月
二
十
八
日

六
七



ビ
エ

料
理

の
普

及
、

消
費

拡
大

に
よ

り
捕

獲
ニ

ホ
ン

ジ
カ

の
利

用
向

上
を

図
り

、
あ

わ
せ

て
、

夏
ジ

カ
の

有

効
利

用
に

つ
い

て
も

普
及

を
図

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
い

る
。

 

（
４

）
ジ

ビ
エ

サ
ミ

ッ
ト

へ
の

参
加

日
本

ジ
ビ

エ
振

興
協

会
が

開
催

す
る

日
本

ジ
ビ

エ
サ

ミ
ッ

ト
に

参
加

し
、

全
国

の
ジ

ビ
エ

に
つ

い
て

の

情
報

収
集

を
行

う
。

 

（
５

）
一

般
社

団
法

人
日

本
ジ

ビ
エ

振
興

協
会

へ
の

加
入

情
報

収
集

を
行

う
た

め
、

日
本

ジ
ビ

エ
振

興
協

会
に

自
治

体
会

員
と

し
て

加
入

し
て

い
る

。
 

（
６

）
ジ

ビ
エ

食
肉

広
域

流
通

対
策

部
位

に
よ

り
需

要
の

異
な

る
シ

カ
肉

を
有

効
活

用
す

る
た

め
、

ジ
ビ

エ
食

肉
を

広
域

流
通

さ
せ

る
仕

組

み
を

構
築

し
、

捕
獲

ニ
ホ

ン
ジ

カ
の

利
用

率
向

上
を

図
る

。
 

【
目

的
・

法
令

根
拠

等
】

 

（
事

業
目

的
）

 

ニ
ホ

ン
ジ

カ
の

生
息

数
が

増
大

し
て

い
る

中
、

捕
獲

ジ
カ

を
地

域
資

源
と

し
て

有
効

活
用

し
地

域
の

活
性

化
を

図
る

た
め

、
シ

カ
肉

（
ジ

ビ
エ

）
活

用
の

促
進

、
副

生
物

（
皮

な
ど

）
の

利
活

用
や

販
路

拡
大

、

Ｐ
Ｒ

な
ど

を
総

合
的

に
検

討
し

、
必

要
な

事
業

を
実

施
す

る
。

 

（
根

拠
法

令
等

）
 

ニ
ホ

ン
ジ

カ
の

有
効

活
用

に
関

す
る

検
討

報
告

書

山
梨

県
ジ

ビ
エ

ビ
ジ

ネ
ス

戦
略

会
議

設
置

要
綱

 

【
予

算
・

決
算

執
行

状
況

の
年

度
推

移
】

 
（

単
位

：
千

円
）

 

平
成

30
年

度
 

令
和

元
年

度
令

和
2
年

度
 

予
 

算
2,267 

2,565 
3,528 

決
 

算
1,706 

1,473 
1,965 

【
具

体
的

目
標

】
 

な
し

 

【
や

ま
な

し
農

業
基

本
計

画
と

の
関

連
】

 

３
品

目
別

の
生

産
振

興
策

 
 

⑺
地

域
特

産
物

②
ジ

ビ
エ

等
の

活
用

の
推

進

【
実

施
し

た
監

査
手

続
】

 

・
関

連
書

類
を

入
手

し
、

閲
覧

と
職

員
に

対
す

る
質

問
を

実
施

し
た

。

3.2.26. ニニ
ホホ

ンン
ジジ

カカ
有有

効効
活活

用用
推推

進進
事事

業業
費費

 

【
事

業
の

概
要

】
 

（
事

業
内

容
）

 

捕
獲

ジ
カ

を
地

域
資

源
と

し
て

有
効

活
用

し
、

地
域

の
活

性
化

を
図

る
た

め
に

、
 

山
梨

県
ジ

ビ
エ

ビ
ジ

ネ
ス

戦
略

会
議

の
開

催
 

や
ま

な
し

ジ
ビ

エ
フ

ェ
ア

の
開

催
 

や
ま

な
し

ジ
ビ

エ
プ

ロ
向

け
料

理
セ

ミ
ナ

ー
の

開
催

 

日
本

ジ
ビ

エ
サ

ミ
ッ

ト
へ

の
参

加
 

一
般

社
団

法
人

日
本

ジ
ビ

エ
振

興
協

会
へ

の
加

入
 

ジ
ビ

エ
食

肉
広

域
流

通
対

策
 

を
行

っ
て

い
る

。
 

そ
れ

ぞ
れ

の
事

業
の

概
要

は
次

の
通

り
で

あ
る

。
 

（
１

）
 山

梨
県

ジ
ビ

エ
ビ

ジ
ネ

ス
戦

略
会

議
の

開
催

（
年

３
回

）

山
梨

県
ニ

ホ
ン

ジ
カ

有
効

活
用

協
議

会
に

お
い

て
、

ジ
ビ

エ
活

用
、

そ
れ

以
外

の
活

用
に

つ
い

て
個

別

の
テ

ー
マ

を
設

定
し

、
課

題
毎

に
推

進
方

策
を

検
討

し
て

い
る

。
ま

た
、

令
和

２
年

度
は

第
２

期
協

議
会

の

初
年

度
と

し
て

、
一

部
、

新
た

な
構

成
員

に
委

嘱
し

て
い

る
。

 

構
成

員
は

１
０

名
で

、
有

識
者

・
学

識
経

験
者

３
名

、
狩

猟
（

捕
獲

）
関

係
者

２
名

、
食

肉
処

理
関

係

者
２

名
、

観
光

・
飲

食
関

係
者

２
名

、
産

業
関

係
者

１
名

か
ら

構
成

さ
れ

て
い

る
。

 

テ
ー

マ
と

し
て

は

や
ま

な
し

ジ
ビ

エ
の

推
進

 

シ
カ

皮
の

ビ
ジ

ネ
ス

モ
デ

ル
構

築

商
品

価
値

を
高

め
る

た
め

の
捕

獲
技

術
向

上
 

新
た

な
観

光
振

興
の

た
め

の
素

材
化

 

で
あ

っ
た

。
 

（
２

）
や

ま
な

し
ジ

ビ
エ

フ
ェ

ア
の

開
催

や
ま

な
し

ジ
ビ

エ
の

需
要

拡
大

を
図

る
た

め
に

は
、

レ
ス

ト
ラ

ン
や

ホ
テ

ル
等

の
県

内
飲

食
店

に
お

け

る
利

用
拡

大
を

推
進

す
る

必
要

が
あ

る
こ

と
か

ら
、

や
ま

な
し

ジ
ビ

エ
フ

ェ
ア

を
開

催
し

、
安

全
・

安
心

な

や
ま

な
し

ジ
ビ

エ
の

Ｐ
Ｒ

を
行

う
と

と
も

に
、

よ
り

一
層

の
認

知
度

向
上

を
図

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
開

催

し
て

い
る

。
 

（
３

）
や

ま
な

し
ジ

ビ
エ

プ
ロ

向
け

料
理

セ
ミ

ナ
ー

の
開

催

県
内

外
の

プ
ロ

の
調

理
師

を
対

象
に

、
「

や
ま

な
し

ジ
ビ

エ
プ

ロ
向

け
料

理
セ

ミ
ナ

ー
」

を
開

催
し

、

ジ
ビ

エ
を

提
供

す
る

際
に

必
要

と
な

る
知

識
・

調
理

技
術

を
伝

授
し

、
一

般
消

費
者

に
受

け
入

れ
ら

れ
る

ジ

山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
三
号

令
和
四
年
四
月
二
十
八
日

山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
三
号

令
和
四
年
四
月
二
十
八
日
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る
。

効
果

測
定

を
行

わ
な

い
こ

と
で

、
当

該
取

り
組

み
の

成
否

が
判

明
せ

ず
に

次
回

以
降

に
活

か
す

こ
と

も

で
き

な
い

。
 

県
と

し
て

は
、

「
や

ま
な

し
ジ

ビ
エ

フ
ェ

ア
ア

ン
ケ

ー
ト

」
を

実
施

し
て

そ
の

結
果

を
取

り
ま

と
め

て

い
る

。
フ

ェ
ア

参
加

飲
食

店
に

依
頼

し
た

ア
ン

ケ
ー

ト
数

は
、

13
先

で
、

そ
の

う
ち

回
答

の
あ

っ
た

先

は
、

7
先

で
あ

っ
た

。
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

は
以

下
の

と
お

り
で

あ
る

。
 

表表
  1111

  
やや

まま
なな

いい
ジジ

ビビ
エエ

フフ
ェェ

アア
アア

ンン
ケケ

ーー
トト

結結
果果

  

 
上

記
の

と
お

り
、

ア
ン

ケ
ー

ト
の

内
容

は
①

開
催

期
間

に
つ

い
て

②
販

促
資

材
を

活
用

し
た

か
③

ま
た

参

加
し

た
い

か
の
 3 項

目
で

、
い

ず
れ

も
ジ

ビ
エ

フ
ェ

ア
参

加
飲

食
店

の
視

点
の

項
目

と
な

っ
て

い
る

。
当

該

フ
ェ

ア
の

結
果

、
ど

の
く

ら
い

「
県

内
外

の
一

般
消

費
者

の
認

知
度

を
向

上
、

消
費

量
の

拡
大

に
よ

る
捕

獲

ニ
ホ

ン
ジ

カ
の

利
用

率
向

上
」

の
目

的
に

寄
与

し
た

か
の

観
点

か
ら

、
ア

ン
ケ

ー
ト

が
作

成
さ

れ
て

い
な

い

と
こ

ろ
、

ア
ン

ケ
ー

ト
先

が
フ

ェ
ア

参
加

の
飲

食
店

に
限

ら
れ

て
い

る
と

こ
ろ

が
問

題
で

あ
る

。
 

改
善

提
案

と
し

て
は

、
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
や

チ
ラ

シ
の

効
果

測
定

方
法

と
し

て
、

①
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
や

チ

ラ
シ

に
よ

る
効

果
の

目
標

を
設

定
す

る
、

②
目

標
を

達
成

す
る

た
め

の
配

布
プ

ラ
ン

を
立

て
る

、
③

パ
ン

フ

レ
ッ

ト
や

チ
ラ

シ
の

効
果

を
測

定
す

る
た

め
の

手
段

を
決

め
る

、
④

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

や
チ

ラ
シ

の
効

果
の

測

定
結
果
を

チ
ェ

ッ
ク
す
る

と
い
う
 PD

C
A

 サ
イ

ク
ル

を
回
す
こ

と
が

望
ま
し
い

。
具
体
的
に
言
え
ば
、

①
パ

 

【
指

摘
事

項
又

は
意

見
事

項
】

 

№
25 

【【
意意
見見
事事
項項
】】
やや
まま
なな
しし
ジジ
ビビ
エエ
フフ
ェェ
アア
のの

PR
にに
つつ
いい
てて
（（
販販
売売
・・
輸輸
出出
支支
援援
課課
））

 

や や
まま
なな
しし
ジジ
ビビ
エエ
フフ
ェェ
アア
にに
おお
いい
てて
配配
布布
しし
てて
いい
るる
パパ
ンン
フフ
レレ
ッッ
トト
やや
チチ
ララ
シシ
のの
事事
業業
目目
的的
にに
対対

すす
るる
費費
用用
対対
効効
果果
をを
測測
定定
しし
、、
よよ
りり
効効
果果
的的
なな

PR
にに
つつ
なな
げげ
るる
ここ
とと
をを
要要
望望
すす
るる
。。

 

【
現

状
】

 

ニ
ホ

ン
ジ

カ
の

狩
猟

・
捕

獲
頭

数
の

増
加

に
伴

い
、

食
肉

と
し

て
の

利
用

頭
数

も
年

々
増

加
傾

向
に

あ

る
が

、
シ

カ
肉

処
理

頭
数

実
績

（
表

12
）

に
よ

る
と

利
用

率
は

５
％

前
後

と
低

い
状

況
で

あ
り

、
捕

獲
し

た
ニ

ホ
ン

ジ
カ

を
地

域
資

源
と

し
て

十
分

に
活

用
で

き
て

い
な

い
状

況
で

あ
る

。
そ

こ
で

県
は

や
ま

な
し

ジ

ビ
エ

を
取

り
扱

う
県

内
飲

食
店

に
お

い
て

、
県

内
外

の
一

般
消

費
者

の
認

知
度

を
向

上
、

消
費

量
を

拡
大

す

る
こ

と
に

よ
り

捕
獲

ニ
ホ

ン
ジ

カ
の

利
用

率
向

上
を

図
る

こ
と

を
目

的
に

「
や

ま
な

し
ジ

ビ
エ

フ
ェ

ア
」

を

開
催

し
て

い
る

。
 

県
と

し
て

認
識

し
て

い
る

課
題

は
次

の
と

お
り

で
あ

る
。

 

・
捕

獲
ニ

ホ
ン

ジ
カ

の
ジ

ビ
エ

と
し

て
の

活
用

に
あ

た
り

消
費

量
が

少
な

く
、

シ
カ

肉
処

理
施

設
の

稼

働
率

が
低

く
な

っ
て

い
る

こ
と

。
 

・
飲

食
店

関
係

者
等

を
対

象
と

し
た

ジ
ビ

エ
の

イ
メ

ー
ジ

ア
ッ

プ
の

取
り

組
み

に
よ

り
、

供
給

の
拡

大

を
取

り
組

ん
で

き
た

も
の

の
、

需
要

を
喚

起
す

る
取

り
組

み
の

必
要

性
が

あ
る

こ
と

。
 

・
「

や
ま

な
し

ジ
ビ

エ
」

の
消

費
拡

大
を

図
る

た
め

に
は

、
ジ

ビ
エ

を
食

べ
た

経
験

が
な

い
一

般
消

費

者
に

ジ
ビ

エ
を

知
っ

て
も

ら
い

、
ジ

ビ
エ

を
食

べ
た

経
験

の
あ

る
者

に
対

し
て

は
そ

の
機

会
を

よ
り

多
く

提

供
す

る
等

の
取

り
組

み
が

必
要

で
あ

る
こ

と
。

 

・
「

や
ま

な
し

ジ
ビ

エ
」

は
一

般
の

食
肉

店
、

量
販

店
で

広
く

取
り

扱
え

る
ほ

ど
の

供
給

量
が

な
い

た

め
、

現
時

点
で

の
消

費
拡

大
を

行
う

場
は

飲
食

店
に

限
ら

れ
て

い
る

こ
と

。
 

こ
れ

を
踏

ま
え

て
、

県
と

し
て

は
、

一
般

消
費

者
を

対
象

と
し

た
イ

ベ
ン

ト
期

間
中

（
12

月
～

2
月

）

に
参

加
飲

食
店

（
県

内
の

公
募

に
よ

る
14

店
舗

）
で

ジ
ビ

エ
料

理
を

提
供

す
る

「
や

ま
な

し
ジ

ビ
エ

フ
ェ

ア
」

を
開

催
し

、
県

内
外

の
一

般
消

費
者

の
認

知
度

を
向

上
、

消
費

量
の

拡
大

に
よ

る
捕

獲
ニ

ホ
ン

ジ
カ

の

利
用

率
向

上
を

図
っ

て
い

る
。

 

具
体

的
な

取
り

組
み

と
し

て
は

、
「

や
ま

な
し

ジ
ビ

エ
フ

ェ
ア

」
の

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

、
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
、

ポ
ス

タ
ー

、
チ

ラ
シ

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
を

作
成

し
、

関
係

各
所

に
配

布
し

て
い

る
（

表
13

 
14

）
。

こ
の

事
業

費
は

1,062
千

円
で

あ
っ

た
。

 

【
問

題
点

及
び

改
善

策
】

 

問
題

点
と

し
て

は
、

こ
の

事
業

の
主

要
な

取
り

組
み

で
あ

る
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
、

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

、
ポ

ス

タ
ー

、
チ

ラ
シ

の
作

成
及

び
配

布
に

つ
い

て
、

ど
の

程
度

の
効

果
が

あ
っ

た
か

を
確

認
し

て
い

な
い

点
で

あ

山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
三
号

令
和
四
年
四
月
二
十
八
日

六
九



表表
  1133

  
〈〈

ジジ
ビビ

エエ
フフ

ェェ
アア

〉〉
リリ

ーー
フフ

レレ
ッッ

トト
等等

配配
布布

先先
  

表表
  1144

  
〈〈

ジジ
ビビ

エエ
フフ

ェェ
アア

〉〉
リリ

ーー
フフ

レレ
ッッ

トト
等等

使使
用用

目目
的的

  

ン
フ

レ
ッ

ト
や

チ
ラ

シ
の

効
果

の
目

標
と

し
て

、
期

間
中

の
参

加
飲

食
店

へ
の

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

等
が

き
っ

か

け
と

な
っ

た
来

客
数

と
し

、
②

来
客

数
を

増
や

す
た

め
の

配
布

時
期

、
配

布
場

所
等

を
計

画
し

、
③

期
間

中

の
飲

食
店

へ
の

来
客

者
に

対
し

て
ア

ン
ケ

ー
ト

を
行

い
、

そ
の

結
果

を
集

計
し

、
④

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

等
の

効

果
の

有
無

を
チ

ェ
ッ

ク
し

、
次

回
の

配
布

プ
ラ

ン
に

反
映

さ
せ

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
 

表表
  1122

シシ
カカ

肉肉
処処

理理
頭頭

数数
実実

績績

市
町

村
名

 
H
2
9
 

H
3
0
 

R
１

 
R
２

 
稼

働
期

間
 

富
士

河
口

湖
町

 

（
H
2
1
.
4
稼

働
）

 
9
6
 

8
1
 

1
4
1
 

1
4
1
 

1
0
月

1
日

 

～
4
/
1
5
 

舟
波

山
村

 

（
H
2
1
.
4
稼

働
）

 
8
0
 

9
5
 

9
7
 

7
3
 

4
∼
6
月

1
0
∼
3
月

 

早
川

町
 

（
H
2
6
.
8
稼

働
）

 
7
4
 

3
6
 

4
4
 

6
2
 

通
年

 

北
杜

市
 

（
H
2
8
.
6
稼

働
）

 
2
9
4
 

4
3
5
 

6
4
6
 

2
0
8
 

通
年

 

や
ま

な
し

ジ
ビ

エ
小

計
 

5
4
4
 

6
4
7
 

9
2
8
 

4
8
4
 

－
 

小
菅

村
 

（
H
2
9
.
7
稼

働
）

 
3
3
 

3
8
 

2
4
 

3
1
 

通
年

 

合
計

（
A
）

 
5
7
7
 

6
8
5
 

9
5
2
 

5
1
5
 

－
 

県
内

 
狩

猟
・

捕
獲

数
 

1
4
,
3
2
0
 

1
5
,
2
2
3
 

1
6
,
8
8
4
 

－
 

－
 

（
B
）

 

活
用

率
（

A
/
B
）

 
4
.
0
0
％

 
4
.
5
0
％

 
5
.
6
0
％

 
－

 
－

 

〈
 参

考
 〉

R
１

全
国

ジ
ビ

エ
（

シ
カ

）
利

用
率

：
13.7

％
 ←

 8.2
万

頭
／

60
万

頭
 

（
出

典
：

県
 

提
示

資
料

）
 

山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
三
号

令
和
四
年
四
月
二
十
八
日

山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
三
号

令
和
四
年
四
月
二
十
八
日

七
〇



エ
コ

フ
ァ

ー
マ

ー
の

認
定

 
4,893

人

令
和

元
年

度
 

エ
コ

技
術

実
証

ほ
の

設
置

４
品

目

肥
料

農
薬

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

調
査

事
業

 
221

戸
 

エ
コ

フ
ァ

ー
マ

ー
の

認
定

 
4,760

人

令
和

２
年

度
 

エ
コ

技
術

実
証

ほ
の

設
置

４
品

目
（

継
続

４
品

目
）

肥
料

農
薬

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

調
査

事
業

 
215

戸
 

エ
コ

フ
ァ

ー
マ

ー
の

認
定

 
3,788

人

【
具

体
的

目
標

】
 

な
し

 

【
や

ま
な

し
農

業
基

本
計

画
と

の
関

連
】

 

２
農

業
生

産
の

効
率

化
、

農
産

物
の

高
品

質
化

 

（
２

）
環

境
に

や
さ

し
い

農
業

の
推

進

②
環

境
に

配
慮

し
た

農
業

の
推

進
に

関
連

【
実

施
し

た
監

査
手

続
】

 

関
連

書
類

を
入

手
し

、
閲

覧
と

職
員

に
対

す
る

質
問

を
実

施
し

た
。

 

【
指

摘
事

項
又

は
意

見
事

項
】

 

№
26 

【【
指指
摘摘
事事
項項
】】
金金
券券
のの
管管
理理
体体
制制
にに
つつ
いい
てて
（（
農農
業業
技技
術術
課課
））

 

金 金
券券
のの
管管
理理
体体
制制
をを
徹徹
底底
ささ
れれ
たた
いい

 

№
27 

【【
意意
見見
事事
項項
】】
モモ
ニニ
タタ
リリ
ンン
ググ
対対
象象
者者
をを
確確
保保
すす
るる
方方
法法
にに
つつ
いい
てて
（（
農農
業業
技技
術術
課課
））

 

モ モ
ニニ
タタ
リリ
ンン
ググ
対対
象象
者者
をを
確確
保保
すす
るる
方方
法法
をを
検検
討討
すす
るる
ここ
とと
をを
要要
望望
すす
るる
。。

№
28 

【【
意意
見見
事事
項項
】】
物物
品品
のの
購購
入入
実実
績績
確確
認認
にに
つつ
いい
てて
（（
農農
業業
技技
術術
課課
））

 

物 物
品品
のの
購購
入入
はは
実実
績績
をを
確確
認認
しし
てて
行行
うう
よよ
うう
要要
望望
すす
るる
。。

 

3.2.27. 環環
境境

にに
やや

ささ
しし

いい
生生

産産
方方

式式
実実

証証
・・

普普
及及

費費
 

【
事

業
の

概
要

】
 

（
事

業
内

容
）

 

農
業

が
持

つ
自

然
循

環
機

能
の

活
用

や
、

環
境

保
全

を
重

視
し

た
持

続
性

の
高

い
農

業
生

産
方

式
の

普

及
定

着
を

図
る

た
め

、
エ

コ
フ

ァ
ー

マ
ー

の
取

得
支

援
、

エ
コ

実
証

ほ
の

設
置

、
削

減
状

況
の

確
認

の
た

め

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

調
査

を
実

施
し

、
化

学
肥

料
や

化
学

合
成

農
薬

の
使

用
低

減
を

推
進

す
る

た
め

の
事

業
で

あ

り
、

当
該

事
業

は
以

下
の

３
つ

で
構

成
さ

れ
て

い
る

。
 

エ
コ

実
証

ほ
：

地
域

に
適

合
す

る
化

学
肥

料
、

化
学

合
成

農
薬

の
原

則
５

０
％

（
果

樹
に

つ
い

て
は

３
０

％
）

削
減

技

術
の

普
及

・
定

着
を

図
る

た
め

の
、

現
地

実
証

ほ
を

設
置

し
て

い
る

。
 

実
態

調
査

（
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
調

査
）

 

現
地

農
家

で
の

化
学

肥
料

、
化

学
合

成
農

薬
の

使
用

実
態

状
況

を
把

握
す

る
た

め
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

調

査
を

行
っ

て
い

る
。

 

エ
コ

フ
ァ

ー
マ

ー
の

認
定

（
更

新
）

支
援

：

持
続

性
の

高
い

農
業

生
産

方
式

を
導

入
す

る
農

業
者

の
計

画
を

認
定

（
更

新
）

し
て

い
る

。
 

【
目

的
・

法
令

根
拠

等
】

 

（
事

業
目

的
）

 

環
境

保
全

型
農

業
の

推
進

に
あ

た
り

、
地

域
に

適
す

る
化

学
肥

料
・

化
学

合
成

農
薬

の
５

０
％

低
減

技

術
の

普
及

・
定

着
を

目
的

と
し

た
事

業
で

あ
る

。
 

（
法

令
根

拠
）

 

持
続

性
の

高
い

農
業

生
産

方
式

の
導

入
の

促
進

に
係

る
法

律
 

山
梨

県
環

境
保

全
型

農
業

基
本

方
針

 

肥
料

・
農

薬
使

用
実

態
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
事

業
実

施
要

領
 

【
予

算
・

決
算

執
行

状
況

の
年

度
推

移
】

 
（

単
位

：
千

円
）

 

平
成

30
年

度
 

令
和

元
年

度
令

和
2
年

度
 

予
 

算
1,039 

942 
1,091 

決
 

算
1,005 

909 
1,091 

事
業

実
績

 

平
成

３
０

年
度

 

エ
コ

技
術

実
証

ほ
の

設
置

４
品

目

肥
料

農
薬

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

調
査

事
業

 
221

戸
 

山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
三
号

令
和
四
年
四
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二
十
八
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№
29 

【【
意意
見見
事事
項項
】】
農農
薬薬
・・
肥肥
料料
のの
使使
用用
状状
況況
をを
把把
握握
すす
るる
モモ
ニニ
タタ
リリ
ンン
ググ
調調
査査
結結
果果
にに
つつ

いい
てて
（（
農農
業業
技技
術術
課課
））

 

農 農
薬薬
・・
肥肥
料料
のの
使使
用用
状状
況況
をを
把把
握握
すす
るる
モモ
ニニ
タタ
リリ
ンン
ググ
調調
査査
結結
果果
にに
つつ
いい
てて
、、
デデ
ーー
タタ
のの
みみ
のの
共共

有有
でで
はは
なな
くく
、、
調調
査査
結結
果果
報報
告告
書書
とと
しし
てて
各各
機機
関関
にに
提提
供供
すす
るる
ここ
とと
がが
望望
まま
しし
いい
。。

 

【
現

状
】

 

県
で

は
、

環
境

保
全

型
農

業
へ

の
施

策
の

一
環

と
し

て
、

減
農

薬
・

減
化

学
肥

料
の

取
り

組
み

を
推

進

し
て

い
る

。
減

農
薬

・
減

化
学

肥
料

の
推

進
に

は
、

県
内

農
家

の
農

薬
・

肥
料

の
使

用
状

況
を

把
握

す
る

こ

と
が

必
要

不
可

欠
で

あ
る

が
、

現
状

と
し

て
は

、
「

肥
料

・
農

薬
使

用
実

態
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
事

業
実

施
要

領
」

に
基

づ
く

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

調
査

に
よ

っ
て

実
態

調
査

を
し

て
お

り
、

大
規

模
な

統
計

的
な

調
査

は
実

施

さ
れ

て
い

な
い

。
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
調

査
の

概
要

は
次

の
通

り
で

あ
る

。
 

（
趣

旨
）

 

山
梨

県
環

境
保

全
型

農
業

基
本

方
針

に
示

し
た

令
和

3
年

（
2021

年
）

化
学

肥
料

・
化

学
合

成
農

薬
の

使
用

量
原

則
50%

削
減

、
た

だ
し

、
果

樹
に

お
い

て
は

化
学

農
薬

30%
削

減
に

向
け

て
、

そ
の

達
成

度
を

把
握

し
、

今
後

の
指

導
等

に
活

用
す

る
も

の
と

す
る

。
 

（
事

業
実

施
期

間
）

 

令
和

2
年

度
～

令
和

4
年

度
 

（
事

業
実

施
主

体
）

 

各
農

務
事

務
所

 

（
事

業
実

施
方

法
）

 

対
象

品
目

 
水

稲
、

モ
モ

、
ブ

ド
ウ

、
ト

マ
ト

等
19

品
目

 

調
査

件
数

 
221

戸
 

調
査

方
法

 
地

域
で

標
準

的
な

栽
培

を
行

っ
て

い
る

ほ
場

か
ら

調
査

対
象

と
な

る
ほ

場
を

定
め

、
調

査

項
目

に
つ

い
て

の
記

帳
を

農
家

に
依

頼
す

る
。

原
則

と
し

て
、

3
か

年
継

続
し

て
同

一
の

ほ
場

で
調

査
を

行

う
。

 

調
査

対
象

農
家

へ
の

指
導

 
調

査
対

象
農

家
に

対
し

て
、

化
学

肥
料

及
び

農
薬

の
削

減
が

よ
り

一
層

図

ら
れ

る
よ

う
指

導
に

努
め

る
。

 

（
報

告
）

 

各
農

務
事

務
所

は
、

調
査

対
象

農
家

、
肥

料
施

用
料

・
農

薬
使

用
回

数
を

期
日

ま
で

に
農

政
部

長
あ

て

に
提

出
す

る
。

 

こ
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

調
査

の
結

果
は

「
肥

料
・

農
薬

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

調
査

結
果

」
と

い
う

品
目

ご
と

の

デ
ー

タ
の

推
移

表
の

形
式

（
表

15
）

で
、

県
の

出
先

機
関

で
あ

る
普

及
セ

ン
タ

ー
や

試
験

研
究

機
関

に
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

さ
れ

、
①

普
及

指
導

員
が

環
境

保
全

型
農

業
を

希
望

す
る

農
家

へ
の

指
導

や
、

②
試

験
研

究

機
関

の
研

究
課

題
設

定
の

基
礎

資
料

と
な

っ
て

い
る

。
 

【
現

状
】

 

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

調
査

の
対

象
者

に
は

謝
礼

と
し

て
一

人
当

た
り

1,000
円

分
の

商
品

券
を

渡
し

て
い

る
。

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

調
査

は
前

年
の

対
象

者
に

対
し

て
、

例
年

12
月

に
協

力
依

頼
を

し
て

い
る

。
令

和
２

年
度

に
お

い
て

は
、

221
戸

の
う

ち
10

戸
の

調
査

対
象

者
が

高
齢

等
を

理
由

に
調

査
を

辞
退

し
た

。
毎

年
、

辞

退
す

る
対

象
者

が
い

る
も

の
の

、
そ

の
代

わ
り

の
対

象
者

を
選

定
し

て
き

た
が

、
令

和
２

年
度

の
モ

ニ
タ

リ

ン
グ

調
査

に
お

い
て

は
、

令
和

３
年

２
月

に
辞

退
者

が
10

戸
あ

り
、

そ
れ

に
対

し
て

新
た

な
6
戸

の
選

定

が
で

き
ず

、
調

査
対

象
が

215
戸

と
な

っ
た

。
 

謝
礼

の
商

品
券

は
令

和
３

年
１

月
に

221
戸

分
を

購
入

し
て

お
り

、
監

査
時

に
は

215
戸

分
が

対
象

者

に
渡

さ
れ

て
お

り
、

6
戸

分
に

相
当

す
る

商
品

券
6,000

円
分

が
中

北
農

務
事

務
所

に
保

管
さ

れ
て

い
た

。

商
品

券
の

引
き

渡
し

時
に

は
、

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

調
査

の
対

象
者

か
ら

受
領

印
を

も
ら

っ
て

い
る

。
商

品
券

に

つ
い

て
は

例
年

す
べ

て
が

年
度

内
に

渡
さ

れ
る

こ
と

か
ら

受
払

管
理

は
し

て
い

な
か

っ
た

。
ま

た
、

監
査

時

に
お

い
て

は
、

県
の

担
当

者
と

し
て

は
221

戸
分

の
商

品
券

が
対

象
者

に
渡

さ
れ

て
い

た
と

い
う

認
識

で
あ

っ
た

。
 

直
近

3
年

（
平

成
29

年
度

～
令

和
元

年
度

）
に

つ
い

て
は

、
221

件
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

対
象

者
に

渡
さ

れ
て

お
り

、
手

元
に

保
管

さ
れ

て
い

た
も

の
は

な
か

っ
た

。
 

【
問

題
点

及
び

改
善

策
】

 

当
該

事
案

に
は

次
の

3
つ

の
問

題
点

が
あ

る
と

考
え

ら
れ

る
。

 

①
本

来
は

他
の

金
券

と
同

様
の

受
払

管
理

が
で

き
て

い
な

い
こ

と

万
が

一
、

紛
失

し
た

場
合

、
そ

の
発

見
が

さ
れ

な
い

、
も

し
く

は
遅

れ
る

可
能

性
が

あ
る

。
 

②
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
対

象
者

の
選

定
が

困
難

な
状

況
で

あ
る

こ
と

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

対
象

者
を

221
戸

と
し

て
継

続
的

に
事

業
を

実
施

し
て

い
る

に
も

関
わ

ら
ず

、
そ

れ
を

満
た

さ
な

い
場

合
、

事
業

目
的

が
達

成
で

き
な

い
可

能
性

が
あ

る
。

 

③
事

業
の

報
告

、
連

絡
、

相
談

が
で

き
て

い
な

い
こ

と

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

対
象

者
の

謝
礼

は
実

績
に

基
づ

き
支

給
す

る
も

の
で

あ
る

の
で

、
対

象
者

の
数

だ
け

購

入
す

れ
ば

よ
い

に
も

か
か

わ
ら

ず
、

事
業

実
施

者
と

物
品

購
入

者
の

連
絡

が
不

十
分

で
あ

っ
た

こ
と

か
ら

手

元
に

金
券

が
残

る
こ

と
に

な
っ

た
と

言
え

る
。

ま
た

、
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
対

象
者

の
実

数
が

215
件

で
あ

っ
た

こ
と

や
報

償
物

品
（

金
券

）
が

残
っ

た
こ

と
を

農
業

技
術

課
（

予
算

所
管

課
）

の
担

当
者

に
報

告
せ

ず
把

握

さ
れ

て
い

な
か

っ
た

こ
と

も
問

題
が

あ
る

。
 

改
善

と
し

て
は

、
①

他
の

金
券

と
同

様
に

受
払

管
理

を
す

べ
き

で
あ

る
。

②
に

つ
い

て
は

調
査

時
の

み

な
ら

ず
年

間
を

通
じ

て
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
対

象
者

の
状

況
を

把
握

し
、

調
査

対
象

件
数

が
欠

け
る

こ
と

の
な

い

よ
う

に
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

と
考

え
る

。
③

に
つ

い
て

は
、

謝
礼

と
し

て
お

渡
し

す
る

物
品

は
、

モ
ニ

タ

リ
ン

グ
の

実
績

に
基

づ
い

た
数

を
確

定
さ

せ
て

か
ら

購
入

す
べ

き
で

あ
る

。
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